
ト(深さ20cm)がある。 2つの大きなピットが複合したものと思おれる。堆積土は5層に区別

され、切り合いの状況は明らかではない。南側のビットを切ってaピットが後につくられたと

すれば 3層と5層は南側ピソトからの崩落土と推定できる。 aピットからは、縄文土器11点

(口緑3、休部7、底部1)が出土しているが、層位は不明である。連鎖状隆起線をもつもの

があり後期初頭のものである。

bビットは円形プランで壁が直に立ち上がるビーカー形の断面形を呈している。底面中央に

小ビット(深さ15cm)がある。堆積土の下層はブロック状であるが、上層はレンズ状であり自然堆

積による埋没と見られる。遺物は縄文土器の地文のみ休部細片2点で出土層位は不明である。

⑳ cE56ピット(第15図)

堆積土は10層に区分され、上層はレンズ状を成し自然堆積と見られるが、下層はブロック状

とをり人為的を堆積(投げ捨て等)考えられる。上層の1へ3層には小礫を含んでいる。縄文

土器体部細片7点出土しているが、磨滅があり時期比定はできか、。出土層位は不明である。

⑪ cE59ピット(第16図)

このピットはCF56住居跡の北壁かまど及び煙道部の下に検出され、そのため一部削平され

ていた。楕円形に近いプランでビーカー形の断面形を呈している。堆積土は6層に区分され、

ほぼレンズ状を毒しており自然堆積と見られる。 1層、 2層に礫が含まれる。出土遺物はれ、。

⑳ cE71ピット(第16図)

このピットはCE68住居跡の南壁の床下にかかって検出された。堆積土は8層に区分され、

レンズ状を成し自然堆積による埋没と見られる。 6層は崩落土と考えられ、他の土層全体に黄

褐色シルトがブロック状に含まれている。下層には黒色腐植土の堆積がある。上層の1へ2層

には小一大の礫が含まれている。遺物の出土はない。

⑳ cE77ピット(第16図)

このピットはCD77竪穴状の西壁に一部削平された形で検出された。平面図と断面から2つ

のビットの複合したものと考えられる。深い方のピットをa、浅い方をbとすると。ピットは

開口部径約130cm程度で深さ85cmのフラスコ状の断面形と推定され、 b tiノトは開口部約120

Cm程で深さ65cmのフラスコ状の断面形をもつことに在ろう。そしてaピット埋没後にbtiノト

がつくられたと推定され、その境は断面図の太線部分とをる。堆積土は全体で11層に区分され

aピットはレンズ状堆積が見られ自然堆積と考えられるが、 bピットは乱堆積を毒し人為によ

る堆積と見られる。 2層、 5層、 6層は崩落土であろう。上層には小礫が含まれている。

堆積土からすればa、 bの2つのt±`ソトと考えてきたが、平面形からずれはf,開口部200。m

の大きをピットと開口部120cmの小さなものが複合しているとも見える。そう抱えると、堆積

土は全体として乱堆積を示し、.人為的な埋め戻しと考えられる。遺物の出土はれ、。
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第15図 大型ピット平断面図(1 /60)
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⑳ cFO3ピット(第16図)(図版7)

堆積土は7層に区分され、崩落土と考えられる黄褐色土をはさみをがらレンズ状に自然堆積

したと見られる。上層には礫が含まれている。下層には黒色腐植土の水平堆積がある。遺物は

縄文土器の休部細片12点であり、いずれも磨滅しており時期比定はできか、。出土層位は不明

である。

⑳ cF18ピット(第16岡)

3つのピットが複合している。岡のようにa、 b、 Cとすればaはcを切ってつくられてい

るが、 bとの切り合いは明確でか、。 atiソトは開口部径120cm、底径130cm,深さ90cmの規

模でフラスコ状の断面形を呈している。堆積土は7層に区分され、レンズ状に堆積しており自

然に埋没したと見られる。 aビットからの出土遺物は縄文土器41点(口縁3、休部38)で磨

滅が見られるが洗練と磨消縄文、円形刺英文等が施文され後期初頭のものである。 bピソトか

らは、地文のみの体部細片l点、 Cピントからは磨滅した休部細片2点である。出土層位は各

ピットとも不明である。

⑳ cF21ピット(第16図)

CF24住居跡の北壁煙道部先端部に検出された。堆積土は8層に区分される。上層はレンズ

状であるが、中下層はブロック状を成し、概ね人為的に埋め戻されたと見られる。遺物は縄文

土器休部細片24点、土師器蛮片2点(口縁1、休部1)が出土している。網目状撚糸文、洗練

文などがら後期初頭のものと思おれる。煙道部による撹乱があり、土師片はそのまざれ込みで

あろう。遺物の出土層位は不明である。

⑰ cF24ピット(第16図)

このピソトはCF24住居跡の北西床下から検出された。不整を円形プランで壁にややふくら

みをもつ。堆積土は10層に区分され、ブロック状を成していることから、人為的な埋め戻しと

見られる。上層一下層まで礫が含まれている。遺物は縄文土器体部細片2点出土している。出

土同位は3層である。

⑳ cF30ピット(第17図)

堆積土は6層に区分され、上固まレンズ状であり自然堆積と見られるが、下層はブロック状

を成し、人為的な埋め戻し、又は急激な崩落が考えられる。全体に黄褐色土と植生根の混入が

ある。遺物の出土はれ、。

⑳ cF71ピット(第17図)

開口部が200cmとかをり大きい。堆積土は10層に区分され、上聞まレンズ状に下層はブロッ

ク状を成し、人為的な埋め戻し後自然堆積によって埋没したと見られる。全体に黄褐色シルト

が混入し、 6勘よ崩落土であろう。遺物の出土はれ、。
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第16図 大型ピット平断面図(1 /60)
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⑳ cF74ピット(第17図)

堆積土は8層に区分され、下層は水平堆積が見られるが、概ねブロック状の堆積と在ってお

り、人為的を埋没と考えられる。全体に小礫が含まれる。遺物の出土はをい。

⑪ cGO3複合ピット(第17図)

3つのビットが複合しており、北側からa、 b、 Cとする。 aビットは、円形プランでど-

カー状の断面形を呈し、底部に一部掘り込みがある。開口部径190cm、底径140cm、深さ95cm

である。堆積土は7層に区分され、レンズ状の整然とした堆積を示し、自然に埋没したもので

ある。 btiノトの切り合いは明らかで老い。 btiノトも不整な円形プランと考えられ深さ70cm

である。 Cピ・ソトもほぼ同様の平面プランで深さ125cmである。 bとctiノトの堆積土は11

層に区分され、流れ込みか人為による埋め戻しも考えられる。 bとcの切り合いは、 4層と5

層がbピソトからcビットに流れこんだ状態であることからみて、 Cピントが後からつくられ

たと考えられると同時に、両ビットとも連をって開口していて、埋没したものとも推定できる。

出土遺物はaビットから縄文土器の体部16点であるが層位は不明である。 1点だけに隆起線の

貼付文が見られ中期の大木8b式期のものと思われる。

⑳ cGO6複合ピット(第18図)

この2つのピソトは南北に連なって検出された。 aビットは椿円形プランを持ち、中央にピ

ット状の浅い掘り込みを有する断面形を呈している。開口部300×250cmとかなり大きく深さ

95cm、中央のビットの規模は開口部160× 130cm、深さ20cmである。堆積土はレンズ状を示し、

自然堆積と見られる。遺物は上図のものをど縄文土器32点(口縁2、休部26、底部4)である。

隆起線文の渦巻文や平行洗練文筆から大木8b式と認められる破片が多い。出土層位は不明であ

る。 bピットの堆積土は8層に区分され、全体に地山の黄褐色土が混じり、 2層以下の堆積状

況からほぼ人為堆積と見られる。黄褐色土の混入が著しい。 5層の黒色土は湿気がある。遺物

の出土は老い。

⑳ cG21ピット(第18図)

このピットはCF24住居跡の東壁外側に接して検出された。堆積土は10層に区分され、レン

ズ状であることから自然堆積と見られる。黒褐色土が主体となっており、全体に礫を含む。出

土遺物は縄文土器体部9点いずれも地文のみであるが1点だけ網目状撚糸文が含まれる。時期

は明確にできをい。出土層位は1層と6層からである。

⑭ cG24ピット(第18図)

堆積土は5層に区分され、レンズ状とをっており自然堆積と見られる。黒褐色が主体で下

層には礫を含んでいる。出土遺物は縄文土器10点(口縁5、体部4、底部1)でいずれも小破

片であるが、隆起線の渦巻文や平行沈線文などから、中期の大木8b式のものと思われる。出土
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層位は不明である。

⑳ cG27ピット(第18図)

底面にピット状の小さい凹みを持つ。凹みの深さは10cm程度と浅い。
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第17図 大型ピット平断面図(1 /60)
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第18図 大型ピット平断面図(1 /60)
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下層に水平堆積の層を含み、レンズ状と在っており、自然堆積とみられる。植生根と黄褐色土

が混入し、上層に炭化物を含む。遺物は縄文土器14点(口縁1、体部13)で無文の浅鉢や連

鎖状隆起線をもつ破片などから、後期初頭と思われる。出土層位は不明である。

⑳ cG30ピット(第18図)

このピットはCH30住居跡の北壁に切られた形で検出された。堆積土は12層に区分され、下

層に黒色土の堆積をもつが、概ねブロック状を成し人為的を埋め戻しが考えられる。下層に黒

色腐植土の堆積があり全体に黄褐色土の混入が見られる。遺物の出土はない。

⑰ cG74ピット(第19図)

不整を円形プランで、深さ160cm、断面その他については不明である。

⑳ cG77No.1ピット(第19図)

円形プランで深さ110cm、断面その他については不明である。

⑳ cG77No.2ピット(第19図)

不整を円形プランで深さ110cm、断面その他については不明である。

⑳ cHO3ピット(第19図)

堆積土は10層に区分され、上層はややレンズ状を呈しているが概ね水平状を成しており、自

然堆積と見られる。中層と下層に黒色土の水平堆積があり、 2回程の長期使用期間が考えられ

る。平面形が隅丸方形に近いことをど、他のピットとの相違点がある。上層には小礫が含まれ

ている。遺物の出土はをい。

⑪ cHO6ピット(第19図)

他のピットに比較して開口部径がかをり大きい。堆積土は8層に区分され、レンズ状や流れ

込みの状況であり、ほぼ自然堆積したと見られる。上層の1、 2層には非常に礫が多く、又土

器片が上面に多数混入している。縄文土器は同一個体のものの1/4程残存のものが2組と、破片

72点である。拓影図の土器は隆起線や沈線文、棒状把手等から中期の大木8式に属すると思わ

れる。他の破片では縦の撚糸文の地文が目立つ。いずれも磨滅が著しい。出土層位は1層の上

面である。

⑫ cHO9ピット(第19図)

堆積土は6層に区分され、整然としたレンズ状を成しており徐々に自然堆積と見られる。上

層には小礫が多く、 3層下部に礫が多い。黄褐色土の混入はほとんどない。遺物の出土は老い。

⑳ cH12No.1ピット(第19図)

このピットはCG12住居跡の南壁に切られた状態で検出された。堆積土は9層に区分され、

整然としたレンズ状をなしており自然堆積と見られる。ほとんど暗褐色土である。上、下層に

礫を含んでいる。遺物は縄文土器24点(休部23、底部1)でいずれも磨滅が著しい。磨消縄文
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や網目状撚糸文など見られ、後期初頭のものと思おれる。出土層位は不明である。

⑭ cH12No.2ピット(第20図)

堆積土は5層に区分され、レンズ状を成しており自然堆積と見られる。底部の南西部に炭の

かたまりが存在した。上層には炭や焼土、がふくまれ、 3層、 5層は黄褐色混土層で礫や遺物

が多い。遺物は縄文土器65点(復元可能3、休部60、底部2)と土師器蛮休部6点である。底

面の5層から地文のみの大型深鉢(図2)が楯倒しの状態で検出された他、無文の浅鉢(図1 )

や鱗状隆起線をもつ小型鉢(図3)が3層から、他の破片とともに出土した。破片に磨消縄文

が見られることなどから、後期初頭に位置づけられる。

⑳ CH15ピット(第20図)

上部に崩落部分をもち堆積土は9層に区分され、下層部堆積後、中・上層部が多量に、短時

間に入ったと見られる様相を呈している。中・上層には礫、炭、焼土を含み、土器も多く一時

に埋め戻されたものと考えられる。

遺物は縄文土器163点(口緑5、休部145、底部13)で同一個体(1/5残) l組と無文の浅鉢

(1/3残)等が含まれている。隆起線文や磨消縄文、地文の縦の撚糸文や網目状文をどの施文が

多く後期初頭のものがほとんどであるが、 2点大木8b式(中期)の破片が混入している。

⑳ cH18No.1ピット(第20図)

深さ力均Ocmと比較的浅いピ、ノトである。上部が削平されたようにも見られるが、周囲の検出

面高からそれはなかったと考えられる。堆積土は3層に区分され、逆レンズ状に中央部が盛り

あがった様相を呈している。下層自体は整然としており、せばまった開口部から中央に自然堆

積していった過程を物語ると思われる。遺物は縄文土器の地文のみ休部片23点であるが、出土

層位は不明である。

⑰ cH18No.2ピット(第20図)

堆積土は5層に区分され、下層堆積後中層が多量に入り、上層が徐々に埋没した様相と見ら

れる。上層から下層まで土器、炭、焼土を含み、特に底面には、同一個体の2組の大型深鉢(と

もに1/2程度残存し底部欠損)が桟倒しで出土している。出土遺物はこの大型深鉢2個体の他

に縄文土器の休部14点であるがいずれも地文のみである。大型深鉢が口緑内湾ぎみにすぼまる

後期の粗製土器の器形に類似することから、後期初頭に属するものと推定される。

⑳ cH24複合ピット(第21図)

2つのど、ソトが複合した形であり、西側をa、東側をbとする。 aとbともに不整円形プラ

ンで壁がくびれるフラスコ状の断面形を呈している。 aピソトは開口部径130cm、底径155cm、

深さ90cm、 bピ、ノトは開口部110cm、深さ100cmである。堆積土は10層に区分され、 aピ、ノトは

ブロック状、 bピットはほぼレンズ状にそれぞれ堆積している。
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aとbの切り合いは必ずしも明確ではないが、 6層、 8層、 9層のあり方から、 bピットの後

にaピ・ソトがつくられたと考えられる。遺物は縄文土器17点(うち復元可能1、同一個体1/4残

存1、口緑2、休部2)である。主にbビットの1層中からで施文の特徴が判別できるのは図

の小型深鉢(器高9.7cm)や平行沈線の口緑部片2点だけでともに中期大木8b式のものである。

⑲ cH27ピット(21図)

このピ・ソトはCH30住居跡の東壁床下から検出された。不整都田丸方形近似の平面プランで、

深さ55cmと比較的浅い。堆積土は8層に区分され、ブロック状の様相を呈し人為的を埋め戻し

によると見られる。黒褐色土が主体である。全体に黄褐色土が細かく混入している。遺物の出

土はない。

⑳ cH50No.1ピット(第21図)

堆積土は9層に区分され、ブロック状に乱堆積の様相を呈し、比較的短時間の埋没と見られ、

人為的を埋め戻しが考えられる。 7 ・ 8層は壁の崩落土であろう。遺物は、縄文土器2個体(21

図)のほぼ完成品の中型深鉢が出土している。ともに口緑部ミガキ調整の無文辞をもち休部は

地文のみ(単節斜縄文と撚糸文)の深鉢である。器形から後期初頭に比定されるものであろう。

いずれも最下層の底面上から倒れた形で出土した。

⑪ cH50No.2複合ビット(第21図)

このピットは3つの大きなピットの複合と見られる。図のように北からa、 b、 Cとするが

その切り合い関係は不明である。 a、 b、 Cピットはともに、ほぼ円形プランであったと推定

され、開口部径120cm前後を測る。深さはaとcピットで80cm、 bピットは120cmである。堆

積土はcピソトのみ記録し、 a、 bピットは不明である。 Cピットの堆積土は11層に区分され

乱堆積しており人為堆積と見られる。底面に径40cm、深さ10cmの小ピットが検出されている。

遺物はbピットより縄文土器休部5点で、いずれも地文のみである。出土層位は不明である。

㊥ cH71ピット(第22図)

このピットはCH74住居跡の北壁に接して、一部削平された形で検出された。 2つのピット

が複合しており、北からa、 bとする。 a.、 bピットの先後関係は不明である。 aピットは推

定径130cm、深さ約50cm、 bピットは不整の円形プランで、鉢状の断面形を呈し、開口部径200

cm、底径140cm、深さ135cmである。堆積土は11層に区分され、上層はレンズ状であるが、中、

下層部はブロック状を呈し、人為的を埋め戻しも考えられる。全体に地山のシルトの混入が見

られる。出土遺物は老い。

⑳ cH74ピット(第22図)

CH74住居跡の西側床下に検出されたため、上半部が削平されており、深さは55cmであるが
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実際は100cm程あったろうと推定できる。中央には小ビット状の深さ10cmの凹みがある。堆積

土は4層に区分され、レンズ状を成し自然堆積と見られる。遺物の出土はない。

⑭ cH77ピット(第22図)

CH74住居跡の東壁に切られた形で検出された。 2つのピットの複合とも考えられるが断面

からは明確で老い。不整を楕円形プランで開口部280×230伽、内部のピット状掘り込み部分の

開口部径は160cmであり、深さは135cmである。堆積土は7層に区分され、流れ込み状を成し

ており自然堆積と見られる。 2、 4層に土器片が含まれている。出土した縄文土器は紛失して

おり詳細は不明である。

⑳ cIO3ピット(第22図)

開口部の南西側に浅いが、円形に低くなった部分がある。ピット上部に関係した何らかの掘

り込みか、又は崩落部かと考えられる。ほぼ平坦であり前者の見方がより妥当であろう。堆積

土は7層に区分され、上層はレンズ状となり、中、下層は流れ込み状の堆積であり、ほぼ自然

堆積と見られる。全体にシルト、小礫、炭の混入がある。遺物の出土は老い。

⑳ cIO6ピット(第22図)

堆積土は4層に区分され、流れ込みの状況を示すことからほぼ自然堆積と見られるが、人為

的な可能性もある。上層に礫が含まれる。遺物は縄文土器の休部38点あるが、装飾縄文は見ら

れず、撚糸文や網目状の撚糸文の地文のみのものがほとんどである。後期初頭のものと思われ

る。出土層位は不明である。

⑰ ciO9ピット(第22図)

堆積土は6層に区分され、レンズ状に整然としており自然堆積と見られる。上、中層に礫が

多く土器片も含む。下層に黄褐色土が厚く堆積している。遺物は縄文土器4点(体部3、底部

1)で地文には網目状撚糸文が使われている。後期初頭に比定される。

⑲ ci15複合ピット(第23図)

2つのビットが連をっている形を示しているが、その先後関係は明確で老い。底面には傾斜

がある。 tiソト長軸は400cm、最大幅220cm、最深部100cmである。堆積土は北半部分の断面

によれば6層に区分され、流れ込み等による自然堆積と見られる。出土遺物は縄文土器77点(復

元土器3、口縁1、体部70、底部3)と石器1 (スクレーパー)である。復元された図の1の

深鉢は器高27cmで沈線や刺英文をもつ。図2は無文の袖診土器(嵩高65cm)である。土器片の

地文には無節、単節の斜縄文の他撚糸文や網目状撚糸文をど見られ、後期初頭に比定されるも

のと考えられる。出土層位は、 1層及び3層である。

⑳ cI18No.2ピット(第23図)

このビットはCJ18住居跡の北壁に接して検出された。 2つのビットの複合したものであろ
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う。西側をa、東側をbとすれば aピ、ノトは開口部径200cm、 bFソトは開口部径150cm程

と推定され、深さはatiノト95cm、 btiノト85cmを測る。先後関係は断面では明確にとらえら

れ老い。堆積土は12層に区分され、 aビットはレンズ状と在っており自然堆積と、又bピット

は乱堆積状であり人為堆積と見られる。 1層は両ビットがほぼ埋没した後堆積したものと考え

られる。出土遺物は縄文土器90点(口縁4、体部86)と石器1点(石銀)で1層からの出土で

ある。土器片の施文から中期の大木8b的を隆起線文や後期初頭的をボタン状貼付文、撚糸文等

が混在している。

⑳ cI21ピット(第23図)

堆積土は7層に区分され、下層が山形に堆積後、上層はレンズ状に自然堆積したと見られる。

上層には小礫や炭が若干含まれている。下層には黒色腐蝕土の堆積がある。遺物は縄文土器2

点(体部1、底部1)であり、 l層からの出土である。時期は不明である。

⑪ ci50ピット(第23図)

堆積土は9層に区分され、レンズ状をなしており自然堆積と見られる。全体的にシルトの混

入が見られる。また底面には黒色腐植土が水平に堆積している。遺物は拓影図に示した沈線文

と磨消縄文を施文する後期初頭の中型深鉢1個体(1/4残存)が出土した。出土層位は不明であ

る。

⑫ ci56複合ピット(第24図)

このど、ノトはCI53住居跡の床面下に検出された。図のようにa-dまで4つのtiソトの複

合したものと考えられる。断面図A-Aからその切り合いの状況は、 C→aへの順次つくられ

ていったと見られるが、 dビットとの先後関係は不明である。床面構築の際に削平された部分

を考慮すればa-Ctiソトは深さ80-100cmと推定される。 dtiノトは床面下より115cmを測

り、もし削平されたとすれば150cm程の深さとなろう。 4つのピットの開口部径は共に130。m

前後と推定される。堆積土は水平状やレンズ状を毒しており、いずれも自然に埋没したと思わ

れる。 dピットの底面には礫が散在する。遺物の出土はない。

⑬ ci59ピット(第24図)

大小2つのピソトの複合とも考えられ、壁に段差をもつが、断面からは明確に判別できをか

った○深いピット部分は壁がややくびれる断面形を呈している。開口部290×250cm、中段の

開口部径150cm、深さは135cmである。堆積土は11層に区分され、レンズ状を毒し自然堆積と

見られる○全体に小礫が含まれている。遺物は縄文土器3点(休部2、底部1)と土師器蛮休

部1点である。地文のみであり時期は比定できない。出土層位は不明である。

⑭ ci62No.1ピット(第24図)

堆積土は9層に区分され、ほぼレンズ状をなしており自然堆積と見られる。全体にシルトが
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混入する。遺物の出土は老い。

⑳ ci62No.2ピット(第24図)(図版7)

2つのど、ノトの複合とも見られるが、断面からは明確でをく、むしろ堆積土のあり方からす

れ広地山のシルトを含む7層、 9層、 11へ14層は崩落土と見て、壁が崩れて開口部が広くを

ったと思われる。下半部の断面は元のピットの壁を’残しているようである。堆積土は14層に区

分され、レンズ状を毒しており自然堆積と見られる。上層には礫が多く含まれる。出土遺物は

縄文土器休部2点である。平行隆起線の渦巻文が施文されており中期の大木8b式のものと思わ

れる。出土層位は不明である。

⑳ cI74ピット(第25図)

このピットはCH74住居跡の西壁に切られた形で検出された。堆積土は7層に区分され、 5

層、 7層のように単一層が厚く堆積していることから、比較的短時間に埋没していったと思わ

れる○上層はレンズ状の堆積部分もある。遺物は縄文土器1点(平行隆起線の渦巻文があり大

木8b式)と土師器片8である。出土層位は不明である。

⑰ cJO3No.1ピット(第25図)(図版7)

堆積土は7層に区分され、崩落土の小ブロックを含みをがら整然とレンズ状を成しており、

自然堆積と見られる。上層には小礫、炭を含んでいる。底面に黒色腐植土がある。遺物は底面

に横倒しの状態で図中の深鉢型土器2個体(図中2と3)が検出されている。図1は底部欠損

している大型深鉢(口径28cm)で磨消縄文やボタン状貼付文が施文されている。外面に煤が

付着している。図2の土器は無文地に櫛歯状沈線によって曲線文を描き出している。口縁に等

間隔の小穴(径1・3cm)が穿たれている。口径は約25cmと推定され、全体の4分の1程度の残存

であるo図3は地文のみの大型深鉢(口径24.5cm、胴部33.5cm、器高51cm)の完形品である。

遺物は上部の土器3個体の他に縄文土器休部21点が、 4層から出土している。施文の特徴から

いずれも後期初頭と思われる。

⑳ cJO3No.2ピット(第26図)

底面中央に径45cm、深さ15cmの小tiノトがある。堆積土は上半部はレンズ状を毒し、下半部

は流れ込みの様相を呈しているがほぼ自然堆積と見られる。 7層、 8層は壁の崩落土であろう。

上層には小礫が含まれている。遺物の出土は老い。

⑳ cJO6ピット(第26図)(図版8)

ほぼビーカー状であるが、西一高側にかすで、壁が袋状に挟れた部分をもつ。底面には小ビ

ット状(径25cm、深さ10cm)の凹みが検出された。堆積土は8層に区分され、ほぼレンズ状を

なしており自然堆積と見られる。最下層に黒色腐植土がある。遺物は縄文土器2点(1個体の

約1/8残存と他の体部片1)である。網目状撚糸文や話形から後期初頭と思われるが、磨滅が著
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しい。出土層位は不明である。

⑳ cJO9ピット(第26図)

長方形に近いようを楕円形プランを呈しており、他のピソトとは多少様相を異にしている。

底面には径35cm、深さ20cmの小tiソト状の掘り込みがある。堆積土は14層に区分され、上層は

レンズ状、下層はブロック状をなしている。全体的に炭化物が多い。出土遺物はれ、。

⑪ cJ15ピット(第26図)

このピントはCJ 18住居跡の南東壁に切られて検出された。堆積土については不明であるが

やや底部に広がるフラスコ状である。遺物は縄文土器10点(口縁4、体部5、底部1)出土し

ている。磨消縄文やボタン状貼付文が見られ、後期初頭と思われる。

⑫ cJ18ピット(第26図)

同じくCJ 18住居跡の西南壁に切られて検出された。開口部に深さ50cm程にわたり中段部分

をもつが、底部に広がるフラスコ状を呈している。底面中央に径20cm、深さ10cmの小tiノトが

ある。上層から縄文土器体部8点と石器1点(石鍛)出土している。

⑳ cJ24ピット(第26図)

比較的浅いフラスコ形を呈している。堆積土は5層に分けられ、レンズ状に整然となってお

り自然堆積と見られる。すべての層が黒褐色土に黄褐色土が混入した状況である。遺物の出土

は老い。

⑭ cJ50No.1ピット(第26図)

底面中央に径20cm、深さ10cmの小ピントがある。堆積土は19層に区分され、上層はレンズ状

となっているが中一下層はブロック状ををしている。遺物は7層より縄文土器片が出土してい

るが紛失のため不明である。

⑯ cJ50N。.2ピット(第26図)

底面にやや凹凸がある。深さ65cmと比較的浅い。堆積土は6層に区分され、ブロック状をを

すがほぼ黒色腐植土のみで単一層に近い。底面には礫が多い。遺物は1層より石器1点出土

している。

⑳ cJ59ピット(第27図)

堆積土は12層に区分され、ほぼレンズ状をなしており自然堆積と見られるが、上層にブロッ

ク状部分もある。 12層は一定間隔で入った崩落土であろう。底面北隅に耳栓2点が10。mはをれ

て一緒に出土した。その他の遺物はない。

⑰ cJ62ピット(第27図)(図版8)

開口部がかなり大きく深い。堆積土は11層に区分され、崩落土を混入しほぼレンズ状を毒し

ており自然堆積と見られる。中層部に礫が多い。遺物は2層より縄文土器の中型深鉢1個体(上
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半欠損し、地文のみ)と休部片lである。時期は不明である。

⑲ cJ65ピット(第27図)

開口部230cm程でかなり大きいピットである。堆積土は6層に区分され、流れ込み状を示し

自然堆積と見られる。地山の黄褐色シルトが多量に混入しており、壁の崩落土と思われる。遺

物は縄文土器15点(休部13、底部2)であるが、地文のみで時期比定はできをい。出土層位は

不明である。

CJ59ピット出土耳栓(l/3)
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第27図 大型ピット平断面図(1 /60)
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⑳ cJ68ピット(第27図)

検出までに周囲の地山面が削平されており、実際は図よりも40cm程深かったと推定される。

開口部が290cmとかをり大きい。堆積土は6層に区分され、黒褐色土が大部分であり短期間に

埋没したと考えられる。出土遺物はない。

⑳ cJ77ピット(第27図)

円形プランであるが断面形、堆積土は不明である。出土遺物はない。

⑪ DAO3No.2ピット(第28図)

堆積土は10層に区分され、レンズ状をなしており自然堆積と見られる。上層には小礫が多く

全体に炭化物が散在する。底面に円礫がある。出土遺物はない。

⑫ DAO6ピット(第28図)

底面中央に径30cm、深さ20cmの小ピットがある。堆積土は10層に区分され、流れ込みや水平

状とをっており、ほぼ自然堆積と見られる。全体に炭が含まれ、特に底部に多い、遺物の出土

はをい。

⑬ DAO9ピット(第28図)

このピットはDBO9住居跡の北壁隅に切られた形で検出された。底部中央に径20cm、深さ10

cm程の凹みがある。堆積土は13層に区分され、上、中層はブロック状の乱堆積を示し、人為堆

積と見られるが、下層部は水平状堆積となっており自然堆積であろう。全体に炭化物が含まれ

る。遺物の出土はをい。

⑭ DA12ビット(第28図)

堆積土は9層に区分され、整然とした堆積を示し自然に埋没したと見られるが、 9層の入り

方から上層部は人為による可能性もある。上面に小礫と土器がかたまって存在し遺物は1層の

上面に縄文土器13点(口縁6、体部7)、土師器杯破片4点(口縁2、体部2)が出土し、堆積

土中から縄文土器12点(口縁5、休部1)である。堆積土中の破片には連鎖状隆起線や磨消縄

文が見られ、後期初頭のものと思われる。

⑳ DA15複合ピット(第28図)

3つのピットが複合していると考えられ、図のようにa、 b、 Cとする。 aピットとbピッ

トの先後関係は断面からは判別できをかった。規模はaピット開口部径約110cm、深さ90cm、

bピット開口部径160cm、深さ45cm、 Cピットは開口部径125cm、深さ75cmである。 3つとも

壁にくびれを持つフラスコ形近似の断面形を呈していると思おれる。 aピットの底面中央に径

25cm、深さ10cm程の小ピットがある。 a. bピットの堆積土は10層に区分されブロック状や流

れ込みを呈しており、人為による堆積と見られる。遺物はa、 bビットの堆積土中から休部14

点でいずれも磨滅していて、施文の特徴はつかめ老い。 Cピットの堆積土中から縄文土器休部
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1点、土師器輩口縁1、体部3点出土している。層位はいずれも不明。

⑳ DA18ピット(第28図)(図版8)

底面に径110cm、深さ20cm程の掘り込みを持ち2重円構造となっている。大小2つのピット

の複合とも考えられるが明確でれ、。堆積土は13層に区分されブロック状を毒しており人為堆

積によると見られる。下層部は自然堆積であろう。遺物は縄文土器38点(体部35、底部3)で

いずれも磨滅が著しい。網目状の撚糸文の地文が多い。出土層位は不明である。

⑰ DA21No.1ピット(第29図)

このビットはDA24住居跡の東壁に切られた形で検出された。不整を楕円形プランで 2つ

のビットの複合とも考えられる。断面から2つのピットを想定すればaとbと在り、 aピット

はフラスコ状に、 bビットはビーカー状の断面形を呈していたと思われる。その境界である5

層のラインは明確でをい。規模はaピ、ノト開口部の推定径115cm、深さ60cm、 btiソトは開口

部推定140cm、深さ100cmにをろう。堆積土は7層に区分され、ブロック状を成していること

から、人為堆積と見られる。上層のl層、 2層は自然堆積と思われる。遺物は縄文休部細片2

点である。出土層位は不明である。

⑳ DA21No.2ピット(第29図)

このピ・ソトはDA24住居跡の煙道の先端に接する状態で検出されている。深さ50cmと浅い。

堆積土は7層に区分され、黒褐色土を主体としてブロック状となっており、人為的埋め戻しと

見られる。全体に炭が含まれ、特に下層に多く、焼土も散在する。遺物は縄文土器2点(口縁

l、底部1)であるが、地文のみで時期は比定できない。出土層位は不明である。

⑳ DA30ピット(第29図)

深さは70cmであるが検出までに10cm程削平されたため、実際は80cm以上の深さがあったと推

定される。堆積土は9層に区分され、ブロック状とをっており人為堆積と見られる。遺物の出

土はをい。

⑳ DA50ピット(第29図)

このピットはCJ50住居跡の西床面下から検出された。深さは床面によって削平された10cm

をプラスして約100cmと推定される。堆積土は11層に区分され、ほぼレンズ状を毒しており、

自然堆積と見られる。底面には円礫が7個あった。ところどころに黄褐色土のブロック状の混

入がある。遺物の出土はない。

⑪ DA53ピット(第29図)

このピットもCJ50住居跡の中央床面下から検出されている。西側に崩落部があり、深さは

床面より削平されたと考えられる10cmをプラスして約105cmである。堆積土は10層に区分され、

2層、 4層の褐色土ブロックを含み、黒褐色土が主体を占める。遺物の出土はない。

-55-



し=71.5m l 黒色腐植土
2 2 ク

1黒褐色粘土質砂土 炭化物若干混入
2 ク ク

3 黒褐色砂質粘土
4 黒色砂質粘土
5 褐色シルト
6 オリーブ禍色砂質シルト
7 黄褐色シルト

1
2
3
4
5
6
了
8
9
1
 
0
1
 
1

3 〃

4 〃

5 ケ

6 ク

1層に炭化物を含む
2層に此して粘性強い
炭化物含む
シルト混合

焼土、炭化物多く含む
7 暗褐色シルト 黒色腐植土混入

1 にぷい哉褐色粘土質砂土 炭化物若干
2 熟得色粘土質砂上
3 黒褐色砂質粘土

地山の土がブロック状に混入4 鴇色砂質粘土
ク 地山の土が多韮混入

他山の土がブロック状に混入
黒土で若干よごれている

褐色土 多少横筋が見られる
ケ

5 黒褐色砂質粘土
6

ケ

7 暗褐色砂質粘土
8 費褐色シルト

地山の土が小ブロック状で若干混入
炭化物若干、黒土がしま状に若干入る
他山の土が若干混入

若干黒土でよごれている
炭化物若干

鴫オリーブ褐色砂質シルト 照土で若干よごれている

1暗褐色土 炭化物少し含む
2 褐色土
3 黒色土
4 褐色土
5 熱色土 費褐色の土が混入
6 黒褐色土 黒いブロック見られる
7 暗褐色土 炭化物少し含む
8 褐色土
9 ケ

10 〃

黒褐色土 黄褐色ブロックが見られる

褐色土
ケ

黒色土
褐色土
にぷい費褐色土 黒と黄色の土が混入
黒褐色土

O 1
2m

I DA56No2

l 黒褐色腐植土
2

l・

3 黒色腐植土
4 ケ

5 褐色シルト
6 黒褐色シルトを含む腐描土
7 褐色シルト
8 褐色砂礫層(基底)

1 黒禍色椎土質砂土
し=71. 6m 2 ク

ー
3 無色粘土算砂土
4 黄褐色シルト
5 黒褐色砂土粘土

1

7 黒色秒質粘土
8 黒褐色砂質粕土
9 ケ

若干の木炭を含む
シルトを粒状に若干含む

シルトを含む

他山の土が小ブロック状に混入
地山の土がブロック状に混入
黒土で若干よごれている
地山の土がブロック状に多址混入

ク に混入

6層より若干明るい
地山の土がブロック状(こ混入

10 オリーブ褐色砂土 砂土
11オリーブ褐色シルト 黒土で若干よごれている
12 暗褐色粘土質砂土 ケ

第29図 大型ピット平断面図(1 /60)

ー56-



⑫ DA56No.Iピット(第29図)

深さ60cmと浅い。堆積土は8層に区分され、レンズ状を毒しており自然堆積と見られる。全

体にシルトの混入がある。遺物は縄文土器休部5点であるが時期比定はできをい。出土層位は

不明である。

⑳ DA56No.2ピット(第29図)

堆積土は12層に区分され、上層はレンズ状ををすが、中、下層はブロック状を示し人為堆積

と見られる。出土遺物はない。

⑭ DA59複合ピット(第30図)

3つのピットの複合と見られる。図のようにa、 b、 Cとすれば、 aピットは開口部径150

Cm、深さ120cm程で底部がふくらむフラスコ状の断面を呈しており、 bピットは開口部径推定

80cm、深さ35cm程となる。堆積土については明確さを欠くがほぼ自然堆積の様相である。遺物

は縄文土器2点(口縁1、休部1)と須恵器聾体部1点である。細片のため時期比定はできを

い。

し=7l. 6m

O 1 2m

第30図 大型ピット平断面図(1 /60)
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⑳ DA62ピット(第30図)

このど、ソトはDA62住居跡の西壁に一部削られた形で検出された。鍋底状の底部を有する。

堆積土は5層に区分され、水平状やレンズ状と有っており自然堆積と見られる。全体にシルト

の混入がある。遺物の出土はない。

⑳ DA65ピット(第30図)

DA65住居跡の北壁に切られて検出された。開口部250cm程でかなり大きい。堆積土は8層

に区分され、ブロック状を呈し人為堆積と見られる。遺物の出土はをい。

⑰ DA68ピット(第30図)

不整を円形プランで深さ80cmを測る。断面形、堆積土や遺物については不明である。

⑲ DBO3No.1ピット(第31図)

このピットはCJ50住居跡の西南隔壁に切られた形で検出された。段を有し2重円構造であ

る。底面中央に径30cm、深さ10cm程の小ピットがある。大小2つのピットの複合の可能性もあ

る。堆積土は12層に区分され、レンズ状をなしており自然堆積と見られる。全体にシルトが混

入する。遺物の出土はをい。

⑲ DBO3No.2複合ピット(第31図)

3つのピットの複合したものであり、北側からa、 b、 Cピットとする。先後関係は不明で

ある。 aビットはほぼ円形プランを持ち、開口部径150cm、ビーカー形で断面形を呈している。

底面中央に径40cm、深さ15cm程の小ピットがある。堆積土は5層に区分され、上層はレンズ状、

中、下層はブロック状を呈している。 bピットは長楕円形プランで開口部130×70、深さ80cm、

堆積土については不明である。 Cピットは不整な円形プランで、開口部170cm、深さ115cm、

ほぼビーカー状の断面形を呈している。堆積土は14層に区分され、レンズ状を示し自然堆積と

思おれる。遺物はaピットに縄文土器12点(口縁2、休部10)、出土層位は不明である。 Cピッ

トでは底部西壁際に図の大型深鉢が横倒しの状態で出土した。口径38cm、器高53cmの大型で、

口縁部に一部連鎖状をなす隆起線文による渦巻文が施文され、後期初頭のものと思われる。完

形ではなく3分のl程欠損している。この他休部片1点である。

⑲ DBO6ピット(第31図)

堆積土は9層に区分され、ほとんど水平状となっており自然堆積と見られる。全体的に炭化

物や黄褐色シルトの混入がある。遺物は1層より縄文土器休部2点、その他層位は不明だが縄

文片38点(口縁5、休部15、底部18)、石器の剥片2点出土している。磨消縄文やボタン状貼付文

などの施文があり後期初頭のものと思われる。

⑪ DBO9ピット(第31図)

DEO9住居跡の床面下から検出された。崩落のため正確をプランや堆積土については観察で
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きなかった。壁に段を持っている。床面による削平を考慮すれば深さは100cm程とをろう。堆

積土は全体に焼土、炭を多く含み、底部に円礫がかをりみられる。遺物は縄文土器同一個体の

4分の1程の休部破片が出土している。時期は不明である。

⑫ DB12複合ピット(第32図)

2つのビットが複合しており、 a、 bとする。 aピットは不整を円形プランでビーカー状の

ピットが大きく崩れたようを断面形を呈している。底面に径50cm、深さ10cm程の小ピットがあ

る。堆積土は13層に区分され、レンズ状や流れ込み状を呈し、ほぼ自然堆積と見られる。遺物

は縄文土器14点(口縁3、体部5、底部6)で、磨滅はあるが磨消縄文や連鎖状隆起線の施文

が見られ、後期初頭のものである。出土層位は不明である。 bピットは不整を円形プランで、

ビーカー状の断面形を呈し、開口部220× 190、深さ115cm,底面中央に径40cm、深さ5cm程

の浅い小ピ・ソトがある。堆積土は10層に区分され、ほぼ自然堆積と見られる。遺物は縄文土器

体部細片19点で時期比定はできをい。 a、 b両ビットとも底面中央には礫が集まって検出され

ている。

⑱ DB15ピット(第32図)

円形プランであり、深さ80cmを測る。断面形、堆積土については不明である。

⑬ DB18ピット(第32図)

2つのピットの複合とも考えられる規模であるが断面形からは明確でをい。楕円形プランで

あり、深さの最深部115cmである。一段低い底面の掘り込みの径は110×130cm、深さ115cmで

ある。堆積土は15層に区分され、レンズ状を毒しており自然堆積と見られる。遺物は縄文土器6

点(口縁1、底部5)で磨滅が著しい。磨消縄文、連鎖状隆起線が見られ後期初頭のものであ

る。出土層位は不明である。

⑮ DB24複合ピット(第32図)

このビットはDA24住居跡の西南壁に切られた形で検出された。 2つのど、ソトの複合と見ら

れ、図のようにa、 bとする。断面図からaピットの後にbピットがつくられたと考えられる。

a tiノトはビーカー形の断面形を呈し、開口部径約170cm、深さ150cmである。 bピットは底

部に広がるフラスコ形の断面を呈し、開口部径約90cm、底径120cm、深さ40cmである。堆積土

はa、 bあわせて13層に区分され、 aピットはレンズ状を毒しており自然堆積と見られ、 bピ

ットはブロック状である。全体に地山のシルトが混入し、 6層、 9層には礫が多い。遺物は同

一個体と思われる(l/残存)が底面から(12層)出土し、 6層からも数点あった。網目状撚糸文

の地文をもち口縁部無文であることから後期初頭のものであろう。

⑮ DB27ピット(第33図)

堆積土は12層に区分され、乱堆積の様相を呈しほぼ人為堆積と思われる。全体的に炭が含ま
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第32図 大型ピット平断面図(1 /60)
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れている。黄褐色土(4層)が多量である。出土遺物はない。

⑰ DB50ピット(第33図)

規模が比較的小さい。堆積土は6層に区分され、レンズ状を毒しており自然堆積と見られる。

全体的にシルトの混入がある。遺物の出土はをい。

⑱ DB53ピット(第33図)

このtiソトはCJ50住居跡の床面下から検出された。深さ100cmであるが床面の削平を考慮

すれば、実際は120cm程にをろう。堆積土は7層に区分され、上層はレンズ状をなし自然堆積

と見られるが、中、下層はブロック状とをっている。遺物の出土はない。

⑲ DB59ピット(第33図)

堆積土は11層に区分され、レンズ状に流れ込みがあり自然堆積と見られる。 11層は崩落土で

あろう。全体的にシルトの混入がある。遺物は縄文土器4点(体部3、底部1)、石器2点(石

箆1、石核1)土師器杯片4点である。細片であり時期は不明である。層位は不明。

⑱ DB65No.1ピット(第33図)

このtiソトはDA62住居跡の床面下から検出された。開口部220cmとかなり大きく、深さ80

Cmであるが床面の削平を考慮すれば実際は深さ120cmと推定される。堆積土は6層に区分さ

れ、ブロック土をもつが水平状となっており自然堆積と見られる。遺物の出土は老い。

⑪ DB65No.2ピット(第33図)

DA62住居跡の東壁に切られた形で検出された。ほぼ円形のプランで西側にふくらみをも

ちフラスコ状近似の断面形を呈している。開口部径210cm、深さ120cmである。堆積土につい

ては図面作成できなかったため不明である。出土遺物はない。

⑫ DCO6複合ピット(第34図)

2つの円形ビットが溝状ビットによって連をっている形態を示している。 a、 Cビットを結

ぶbビットは、ほぼ平坦であり、上幅45cm、下幅15cm、深さ90cmの潮犬とをっている。切り合

いは明確でか、。 aビットはほぼ円形プランで ビーカー状の断面形を呈し、開口部150。m、

深さ115cmである。堆積土は11層に区分され、ブロック状を示しほぼ人為堆積と見られる。遺

物は8層に縄文土器片出土したが、紛失のため詳細は不明である。 Cビットはフラスコ形近似

の断面形を呈し、開口部径160cm,深さ135cmである。堆積土は9層に区分され上部レンズ状、

下半ブロック状を成している。出土遺物は老い。

⑱ DCO9ピット(第34図)

このピソトはDBO9住居跡の西南壁に切られた形で検出された。二重円構造をもち、複合の

可能性もある。ピント状の掘り込み(径130cm、深さ15cm)がある。堆積土は9層に分かれ、上

層はレンズ状を成しているが下層はブロック状と在っている。 5層、 6層は崩落土であろう。
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遺物は縄文土器9点であるが、細片のため時期比定はできをい。

⑭ DC15ピット(第34図)

DD15住居跡の北壁に切られた形で検出された。開口部がか在り大きく、底面には径90cm、

深さ20cmの掘り込みがある。大小2つのピットの複合とも考えられるが、堆積土からは、はっ

きりしをい。堆積土は11層に区分され、底面のピット状を除きブロック状を毒しており、人為

し=7l. 6m

暮雪

木の恨シルトが混入

シルトを含む

1拙色麻抽土 炭化物あり

2
ク ク きれめて鉄門

3 賦色廊櫛土とシルトの渡合 ヶ 櫨くまやや大きめの状態

4 節褐色シルト 炭化物若干あり、親色燐惟土釜手混じる

5 尿瓶褐色 炭化物多めに有る

6 褐色シルトと灰的㈱色の混合 炭化物含有

7 6屑と性状は同じであるが6屑に比べて軟質

8 撫褐色土 合布的なし、シルト若手混じる

9 ク 8屑に比べて硬質

10 9憶と同じ性状であるが軟質8屑のように混じっていか、

11拙灰色で茶色ややまじろ がれ、炭化物含む

12 課的色土に茶色が混じった土 若手炭化物含む

し=7l. 5m
ト一一‾

し=71.5m諜許 諾詰器ト
」‾‾

5 昭榔色土∴∴∴∴掘土と粘土質シルト

6 的色土 砂門のシルト

O 1 2m

第33図 大型ピット平断面図(1 /60)
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貰褐色土若干混合

貨褐色土多量混合

木根が入りこんでいる

賛紬色土やや多最混入

木根混入、賛褐色士君子混合

縄文片、炭化物混合

賞褐色土がブロック状Iこ混合

5 期褐色土

6 (こぷい賛紺色土

L=71・虫spc〃

1 2m

第34図 大型ピット平断面図(1 /60)
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堆積と見られる。下層には炭化物や土器片が多い。遺物は縄文土器15点(口縁3、体部11、底部

l)と石器の剥片6点である。土器の施文には磨消縄文のある後期的を破片が多く、中には中期

大木8b式のものも1点混入する。出土層は9層である。

⑮ DC18ピット(第34図)

堆積土は10層に区分され、下層はブロック状、上層も単一層が厚く堆積しており、人為的な

埋め戻しと考えられる。下層にシルトの混入がみられる。遺物は縄文土器休部7点でいずれ

も磨滅が著しく、時期比定はできをい。出土層位は不明である。

⑱ DC21複合ピット(第35図)

2つのtiノトが溝状tiソトで連なっている。北からa、 b、 Cとする。切り合いはbとcは

SPCへC′の断面からbの方が後になるらしい。 a tiソトは三葉形の不整形を円形プランで複合

の可能性がある。広いビーカー状の断面を呈し、中央に径130cm、深さ30cmのtiソト状の掘り

込みとさらに径30cm、深さ10cmの小ビットがその底部にある。最深部までの深さは95cmであるo

堆積土は、 SPA′、 SbB-B′の断面図から、水平堆積を示し自然堆積と見られる。 d tiノトは

溝状を呈し、上場最大径100cm、下場65cm、深さ60cmである。堆積土は水平堆積をなしており

自然堆積と見られる。 Cピットは円形プランで底部に広がるフラスコ状の断面形を呈し、開

口部径120cm、深さ100cmである。堆積土はほぼレンズ状とをり自然堆積と見られる。それぞ

れのピ・ソトに出土した遺物はない。

⑰ DC24ピット(第35図)

堆積土は8層に区分され、上層はレンズ状ををしているが、下半はブロック状と在っている。

底面に円礫が多い。遺物は縄文土器休部細片1点、太い隆線の施文があり中期中葉と思われる。

出土層位は不明である。

⑱ DC27ピット(第35図)

底面に径40。m、深さ10cm程の浅い凹みがある。堆積土は11層に区分され、黒褐色土が厚く堆

積し、黄褐色土も混入する。人為堆積と見られる。全体に炭が混入している。遺物の出土はな

い。

⑲ DC30ピット(第35図)

堆積土は6層に区分され、下層は黄褐色土が多量に落ち込むがほぼレンズ状と在っており自

然堆積と見られる。全体に炭化物を含む。遺物は縄文土器片1点出土しているが紛失のため詳

細は不明である。

⑲ DC50ピット(第36図)

堆積土は3層に区分され、黄褐色土の大きをブロックと黒褐色土の様相から人為的な埋め戻

しと考えられる。遺物は縄文土器休部14点、いずれも地文のみで磨滅があり時期は比定できを
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第35図 大型ピット平断面図(1 /60)
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い。出土層位は不明である。

⑱ DC56ピット(第36)

堆積土は6層に区分され、下層にブロック土をもち、中層は暗褐色土が多量に入っており人

為的な堆積と見られる。遺物の出土は老い。

⑫ DC59ピット(第36図)

堆積土は5層に区分され、下層部が堆積後、上層が自然堆積したものと見られる。シルトと

の混土が大部分を占める。遺物の出土はをい。

⑲ DDO3No.1ピット(第37図)

隅丸な長方形のプランで、壁にくびれを持つ細長い断面形を呈している。壁に凹凸があり、

底部に広がりを示す部分もある。堆積土は5層に区分され、レンズ状を成しており自然堆積と

見られる。遺物の出土はない。

⑭ DDO3No.2ピット(第37図)

壁の崩落が著しいため北側のプランが一部不明と在っているが、ほぼ円形プランと推定され

る。堆積土は11層に区分され、下層がブロック状に堆積後、上層はレンズ状に自然堆積したと

見られる。全体に礫と炭化物が含まれる。 5-10層は壁の崩落土であろう。遺物の出土は老い。

⑯ DD12ピット(第37図)

このビットはDC12住居跡とDD15住居跡の接する中央にかかって検出された。堆積土は10

層に区分され、下層に黄褐色土の大きをブロックが堆積後、中、上層はレンズ状に自然堆積し

固園

第36図 大型ピット平断面図(1 /60)
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にぷい斌褐色シルト 粘性が少か、
〃 瓢土で汚れていろ

0 1 2m



たと見られる。上層に小礫が多い。遺物は縄文土器底部1個体である。縦の撚糸文の地文だけ

で、おそらく後期初頭のものと思われる。出土層位は不明である。

⑮ DD18複合ピット(第38図)

3つのビットが連なっているが、その先後関係については、断面から明確にはできなかった。

図のようにa、 b、 Ctiソトとする。 a tiノトは円形のプランでビーカー形の断面形を呈し、

開口部径約200cm、深さ90cmである。堆積土はSPA′-A′によると9層に区分され、自然堆

積と見られる。 bピットは円形プランで底部にやや広がるフラスコ状の断面形を呈し、開口

部径180cm、深さ80cmである。堆積土はSPCへC′の断面図によると7層に区分され、レンズ状

を毒し自然堆積と見られ全体に礫を含んでいる。 Cビットも円形プランで断面ビーカー状を

呈している。開口部径130cm、深さ70cmである。堆積土はSPC-C′によるとレンズ状を毒し

ており自然堆積と見られる。遺物はSPbへb′のセクションベルト中から縄文休部4点出土して

いる。地文には縦の撚糸文が施文されている。層位は不明である。

O 1 2m

し=7l. 5m

人
肌
′
′
I
i
.
、

第37図 大型ピット平断面図
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⑰ DD24ピット(第37図)

堆積土は8層に区分され、下層部が堆積後上層がレンズ状に自然堆積していったものと見ら

れる。全体に炭化物、礫が含まれている。遺物の出土は老い。

⑬ DE24ピット(第38図)

堆積土は8層に区分され、黒褐色層が厚く堆積しているが上層はレンズ状を成している。全

体に炭化物、小礫が含まれる。遺物の出土は老い。

⑱ DF21ピット(第38図)

検出までかなり削平されており、実際の深さは110cm程あったと推定される。堆積土は3層

0 1 2m

第38図 大型ピット平断面図(1 /60)
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に区分される。遺物の出土は老い。

一一一一一一一一一大型ピット一覧表一一一--一---

これまで述べてきた大型ピットの平面形、断面形、規模、堆積状況、含有物、遺物の一覧表

である。断面や堆積土の類型は後述の考察部分に詳述している。含有物の欄は、上とか上下、

全と記されているのは堆積土中のそれぞれ上層、上層と下層、全体に含まれていることをあら

わしており、 ⑥は多い、 ○は含まれる、 △は少量含まれる、 ×は含まれをいということである。

番号 ピット名 平面形 断 面 開口部径 底∴∴径 深 さ 堆 積 

含 有 物 
遺 物 

出土 席位 楳 小礁 炭 娩土 

① CA21No.1 円 A 寄れ 210×185 
qn 150×130 q軸 140 

aI al 

中下 ⑥ 上 ○ × × 縄文(30(後期初) 不 

② CA24 不 碕 D 150×110 120 85 × 全 ○ 上中 ○ 上中 ○ 縄文21(後期初) 上 

⑨ CBO6 円 E 170 155 125 

種l aI 

中 ◎ 仝 ◎ 
× × 縄文8(不) 不 

④ CB15 門 B 140 125 100 上中 ○ 上中 ○ × × 純文29(後期初)、土製品1 不 

⑧ CCO9 門 B 160×135 130×120 120 

種章 al al 

× ∴∵ 

上 △ × 

× な し 
ー 

⑥ CC15 不 門 B 130×120 105×100 75 × 上 △ × 縄文20(後期初) 不 

⑦ CC21 不 的 ー 
200×190 

- 
120 

ー ー ー ー - 

⑧ CC50 不 問 E 140 135 155 × 上 △ 中 ○ × な し 
- 

⑨ CDO6 門 B 190 150 135 al × 士 △ 上 △ × 小型土器1(後期初) 上 

⑭ CDO9 不 平】 
ー 

170×150 
ー 

135 
ー ー ー ー 

縄文7(中一後) 

ー 

⑪ CD12 不 門 ー 
180×160 

ー 
105 

ー ー - ー ー ー 

⑫ CD18 偽 門 A 165×140 110×105 150 

d, 種章 

× 仝 ○ 上 △ × 上 

⑱ CD53 用 B 160×140 110×105 100 × 上 ○ 中 ○ × 縄文7(後期柳) 上 

⑭ CEO6複合 不 招 
ー 

460×350 
ー 

120 
ー ー ー - - 

地文70(万一後)、土師器3 不 

⑮ CEO9 
円 

- 
135 

- 
100 

種i a書 種I C書 Cま a事 d- aま aI dま 

ー - ー ー - ー 

⑯ CE15 
円 

C 145 115 95 下 ◎ 
上 △ × × 縄文9(不) 不 

⑯ CE18 不 円 C 150×140 120 120 × 上中 △ × × 縄文5、小型土器1(不) 不 

⑱ CE30 不 円 」 200 175 80 下 ○ 

下 ○ × 

上 △ 上 △ 縄文52、復元個体2(中一後) 不 

⑲ ⑳ 

CE50複合a 円 し 235×230 

200×195 125 110×100 

(90) 110 上 ○ 上 ○ × 縄文11(後期初) 不 

ケb ケC CE56 

ー ー ー 
60 

ー - ー ー ー 

門 口 

B 140 

120 120 

× 合 △ 仝 △ 仝 ∠ゝ 縄文2(不) 不 

A 160×150 × 上 ○ 中下 △ × 縄文7(不) 不 

⑳ CE59 不 櫓 B 200×170 130×105 145 × 上下 ○ 中 △ × な し 

⑫ CE71 円 C 140×125 110 110 上 ○ × × × な し 
- 

⑳ CE77 不 円 し 210×200 220 (65) 85 × 上中 × × × な し 
ー 

⑭ CFO3 門 H 125 135 125 

種l al d- 

上 ○ × 上 △ × 縄文12(不) 
i 不i 

⑳ CF18牧舎a 門 H 120 135 90 × 上 △ 上 △ 上 △ 縄文41(後的初)、土師器2 不 

⑳ CF21 「J】 E 110 125 105 上 ∠ゝ 上 △ 士 △ × 縄文24(後期初)、土師器2 不 

第4表
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番号 ビット名 平面形 断 面 開口部径 底 径 深 さ 堆 積 

含 有 物 
遺 物 

出土 屈位 煉 小龍 炭 娩土 

⑳ CF24 不 円 B 
ロm 130×125 c肌 105 Gm 85 

d, a- d- 

全 △ × × × 縄文2(不) 中 

⑳ CF30 円 D 150×130 130 90 × 全 △ 全 △ × な し 
ー 

⑳ CF71 円 A 200 130 115 × 
上 ◎ 

上 △ × な し 
ー 

⑳ CF74 円 C 165×160 130×120 105 d章 × 全 ○ × × な し 
ー 

⑪ ⑳ 

CGO3複合a 不 円 し 190 140 (80) 95 

aI C章 C重 al Cl 種書 al aI d, 

× 題 × × 縄文16(うち1点中期) 不 

. 〃∴∴∴∴ぐ CC(鳩複合a 

ー ー - - 
70 × 上 △ × × 

i 

ー 

不 鯖 し 230×200 200 (75) 125 × 上 △ × × な し 
- 

不 筋 し 300×250 270×220 (65) 95 上 ○ 

上 ○ 上 上 △ 上 

× 縄文32(中期) 不 

⑳ ● CG21 円 円 H D 100 135 115 120 125 105 × 全 ○ 
△ × △ 上 △ × × 冷し 縄文7(不) 上下 

⑭ CG24 円 C 105 100 95 下 △ × 上 △ × 縄文10(中期) 不 

⑳ CG27 近方形 C 150×140 120 105 × × 上 ○ × 拙文14(後期初) 不 

⑮ CG30 不 円 H 130×120 140 00 × × × × な し 
ー 

⑰ CG74 

不円 不円 

ー 
165×145 105 100 

ー ー ー ー ー - ー 

⑱ CC77No.1 
ー 

150 120 110 
ー ー ー ー ー ー ー 

⑳ CG77No.2 
ー 

130×115 105× 85 110 
ー ー ー ー - ー ー 

⑭ CHO3 近方形 A 130 90 90 

b cl ai al 8) el 種● eI d, 種l d章 

× 上 ○ × × 毛 し 
ー 

⑭ CH(購 楕 円 D 245×205 220×200 105 × 
上 ◎ 

× × 

縄文多数、復元個体2含(中一後 期) 
上 

⑫ CHO9 円 A 160 100 120 中 ○ 上 ◎ 
× × な し 

一 

⑳ CH12No.1 円 C 120 105 150 下 ○ 上 ○ 下 △ × 縄文24(後期柳) 不 

⑭ CH12No.2 円 E 90 90 90 × 下 ○ 上下 ○ 上 ○ 縄文65復元個体4含(後期初) 仝 

⑳ CH15 不 俄 C 190×150 135 120 上中 ○ × 上中 ○ 上中 ○ 縄文163(中一後期) 上中 

⑮ CH18No.1 不 悌 G 145×115 155 40 × × × × 縄文23 不 

⑰ CH18No.2 不 円 E 100 105 125 全 △ × 仝 △ 全 △ 縄文16復元個体2合(後期初) 仝 

⑮ ⑫ 

CH24複合a 不 円 J (130) 160 90 × × 上 ○ × な し 
ー 

ク b 不 円 D 110 110 100 上中 ○ × 上中 ○ × 縄文17(中期) 上 

CH27 近方形 C 140×125 120 55 × × × × な し 
ー 

⑲ CH50No.1 不 門 E 170×160 175×150 120 d, × × 
上 ○ × 縄文復元個体2(後朋初) 下 

⑪ ⑫ 

CH50 No.2複合8 
(円) 

- 
(170) 

- 
80 

ー ー ー ー ー 

〉紋5(不) 

不 

〃b 〃c CH71被合種 

(円) 
ー 

(170) 
- 

120 
ー ー ー ー 

× 

不 

円 C 170 155 80 d書 × × 中 △ な し 
ー 

(円) 
- 

(130) 
- 

50 
- ー ー ー ー ー 

〃 b 門 C 200 140 135 d- × 上 △ 上 △ × 冷 し 
ー 

⑩ CH74 円 ー 
(175×165) 160 (100) 55 

C章 

(中下) ◎ × (中下) △ × 毛 し 
ー 

⑭ CH77 不 筋 」 280×230 185 135 × × × × 縄文1(不) 上 

⑯ CIO3 円 J 130 145 115 

c章 CI aI cl 

× 仝 ○ 仝 ○ × な し 
ー 

⑲ CIO6 不 円 B 140×135 105 90 上 ○ × × × 縄文38(後期初?) 不 

⑫ CIO9 円 A 135 80 130 上中 ◎ 上中 ◎ × 

× × 

縄文4(後期初) 上中 

⑱ CI15 不 確 他 400×220 
- 

100 × × × 
石器1、 縄文77復元個体3含(後期初) 

上中 

篇5表
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番号 ピット名 平面形 断 面 開口部径 
i 

深 さ 堆 積 

含 有 物 
遺 物 

出土 屈性 榛 小磯 炭 土 

⑲ ⑳ 

C】18 No.2複合a 
(円) (し) (200) 95 (c,) 

× × 

× 上下 △ 上 ○ 

〉触文00、石鉄1(中一後) 
上 

ケ b (楕円) (D) (250×150) 85 

(eう) al ai 

× 上下 △ 上 ○ 

CI21 円 D 160×155 155 110 × 上中 △ 中 △ × 縄文2(不) 上 

⑪ CI50 円 C 125 110 90 × 上 △ × × 縄文1個体1/4(後期初) 不 

⑫ ⑳ 

CI56被合a 
ー ー - ー 

(80) 
ー ー ー ー ー ー 

ケb 々∴∴∴ぐ クd 

ー ー - ー 
(100) 

ー ー - ー ー ー ー 

- ー - ー 
(70) 

c書 al al al cI 

ー ー ー ー ー ー 

不 碕 D 135×115 125 
(150) 115 

上下 △ × × 

× 全 △ 

中 △ × な し 
ー 

CI59 怖 し 200×250 145 135 仝 △ × 細文3(不)、土師器1 不 

⑭ CI62No.1 円 B 150 130 120 上中 △ 中 △ × な し 
ー 

⑳ CI62No.2 筋 円 し 300×270 150 125 上 ⑥ 
× 上 ○ × 縄文2(中期) 不 

⑮ CI74 構 円 E 235×210 190×150 130 × × 中 △ × 拙文1(中期)、土師器8 不 

⑰ CJO3No.1 円 C 150 130 110 

aI al a章 種! 

× 上 ○ 上 ○ × 縄文21復元個体3含(後期初) 中下 

⑲ CJO3No.2 円 E 160 170 150 × 上中 ○ × × な し 
- 

⑳ CJO6 不 円 B 150 115 105 中 ○ × 仝 ○ × 縄文2(後期初?) 不 

⑳ CJO9 不 栖 H 190×150 125 110 上中 ○ × 
全 ◎ 

× な し 
ー 

⑪ C」15 円 ー 
105 

ー 
110 

ー ー ー - 
縄文10(後期初) 不 

⑫ C」18 不 円 ー 
180×150 ー 100 

al d, 

ー ー ー ー 削文8(不)、石鋭1 不 

⑱ CJ24 不 円 I 90 130 65 × × 上 △ × な し 
ー 

⑭ CJ50No.1 円 C 140 130 100 × 上 ○ 上中 △ × 純文1(不) 上 

⑳ CJ50No.2 不 商 E 110× 95 105 65 

d書 al a● cl e】 

下 ◎ 
× 仝 △ × 石器1 上 

⑮ C」59 円 D 120 120 95 × 上中 ○ 上中 △ × 耳惟2 下 

⑫ CJ62 円 C 180 155 155 中 ◎ 

× × × 

× × 縄文庇部1個体(不) 上 

⑲ CJ65 楕 円 A 230×190 160 125 

上 △ × 上 ∠ゝ × 

× 縄文15(不) 不 

⑲ C」68 楕 円 C 290×220 180×170 85 × な し 
- 

⑳ CJ77 円 ー 
180 145 

- - ー - 

⑪ DAO3No.2 円 D 165 145 105 

al Ci d, 
下 ○ × × 

上 ◎ 仝 ○ × 会 し 
ー 

⑫ DAO6 不 筋 H 140×110 130 105 × 
下 ◎ 

× な し 
- 

⑳ DAO9 円 E 130 100 125 × 仝 ○ × な し 
ー 

⑭ DA12 円 H 85 100 110 b × 

× × × × × × × × × 

上 ◎ 
上 △ 紺文25(後期初)、土師器4 上 

⑳ ⑯ 

DA15複合a 円 し 160 

(110) 160 190 

(45) 90 (B) G 
× 全 ○ × 縄文14(不) 不 

ケ∴∴∴b 円 ー 
125 75 

ー ー ー - 
縄文1(不)、土師器4 不 

DA18 円 し 225 
(110) 80 d書 上 ○ 上中 ○ × 縄文38(後期初?) 

不 不 下 

⑫ 
DA21 No.1複合種 

(円) 

(J) し 

(115) (150) 60 (d章) × 

上 △ 上 

× 

〉級2(不) 紬文2(不) ⑱ 

ケ b (円) (C) (140) (140) 100 (c章) × △ × 

DA21No.2 円 F 100 100 50 d章 × 
全 ◎ 下 ○ 

⑳ DA30 (円) ー 
(170) 160 80 

(d,) a事 e書 

× 全 △ × な し 
ー 

⑭ DA50 円 F 190 180 100 下 ○ 

× 上 △ 

× な し 

章 

⑪ DA53 不 円 D 150×145 125 105 × × な し 
ー 

第6表
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番号 ピット名 平面形 断 面 開口部径 ●

● 

深 さ 堆 顔 

含 有 物 

遺 物 
出土 屈性 瑛 ′小磯 炭 娩土 

⑫ DA56No.1 焔 円 J qn 170×125 個n 155×135 q調 60 

aI d- 

× × 上 △ × 縄文5(不) 不 

⑲ DA56N○○2 不 円 D 145 135 115 × 上 △ × × な し 
ー 

⑭ DA59複合a 円 ー 
(150) 

- 
120 

al 

ー ー ー ー 縄文2(不)、須恵蕩1 不 

⑳ DA62 不 円 K 275×250 130×115 110 × × × × な し 
ー 

⑱ DA65 怖 円 ー 
250×220 165 (75) 

- - ー ー - - 

⑰ DA68 不 円 ー 
230×220 170×160 80 

ー ー ー ー ー - - 

⑱ DBO3No.1 不 円 」 200×180 105 115 

a, dl 

× 上 △ × × な し 
ー 

⑳ ⑱ 

DBO3 N0.2複合a 
円 C 150 150 120 × × 上中 △ × 

縄文12(不) 純文1個体(後期初) 

不 

ケ

b クc 

惜 円 
ー - ー 

80 

al b e● Cl C章 al Cl d章 

- ー ー ー ー 

円 C 170 120 115 中 ○ 上 △ 上 △ × 下 

DB(脆 円 H 130 120 125 × × 全 ○ 上 △ 韻文42(後期初)、剥片2 上 

⑪ DBO9 不 備 K 220×185 105×100 100 下 △ × 仝 ○ 全 ○ 縄文1個体1/4(不〉 不 

⑲ ⑱ 

DB12複合a 不 円 し 250 150 130 × 下 ⑥ 上下 ○ × 縄文14(後期初) 不 

ク b 不 円 B 220×190 150 n5 × 下 ◎ 下 ○ × 縄文19(不) 不 

DB15 円 ー 
90 

- 75 
- - ー ー ー ー 

⑱ DB18 筋 円 し 365×230 245×170 (115) 105 × 上 △ 上申 △ × 拙文6(後期初) 不 

⑱ DB24複合a (円) B 170 125 100 × 上 △ 仝 △ 

× × × 縄文1個体他放鳥(後期初) なし 

上下 

ケ b (円) G 90 120 40 × × 全 △ 
ー 

⑱ DB27 不 円 E 180×160 150 95 

d書 al ã 8章 

× × 全 △ 
ー 

㊥ DB50 円 B 110 75 80 × × × × 毛 し 
- 

⑱ DB53 近方形 D 155×140 135 100 × × × × な し 
ー 

⑱ DB59 不 商 E 190×145 120 110 × × 上 △ × 縄文4(不)、石庭1、土師諾4 不 

⑭ DB65No.1 円 ー 
225×220 

ー 
(120) 80 

ー ー - ー 
な し 

ー 

⑭ DB65No.2 円 
ー 

210 
ー 

120 
ー ー ー ー ー - ー 

⑭ ⑱ 

DCO6複合8 不 円 C 150 110 115 d- 
× 

上 ◎ 
上中 △ × ー ー 

● ケ∴ケC DCO9 

ー ー 一 ー 
90 

ー ー ー ー ー ー - 

不 円 D 160 110 135 d, 
× 上 ○ 全 △ × な し 

- 

円 し 200 (150) 100 d, × × 上中 ○ × 縄文9(不) 不 

⑭ DC15 不 円 し 250 150 105 

d書 eI 

全 ○ × 
下 ⑨ 

× × × 

地文15(中一後期) 下 

⑮ DC18 円 C 170 140 100 下 ○ 上 △ × 縄文7(不) 不 

⑭ ⑱ 

DC21複合a 不 円 し 300×270 
- 

95 上 △ × 上 △ な し 
ー 

ケb ケ∴∴∴∴ぐ DC24 

ー - - - 
60 

ー ー ー ー - ー ー 

円 
ー 

120 140 100 

aI d章 種l e書 el al 

× × × × な し 
ー 

不 備 B 165×140 135 100 下 ○ 上中 △ 上中 △ × 拙文1(不) 不 

⑭ DC27 円 A 160×150 125 115 下 ○ × 仝 ○ × な し 
ー 

⑱ DC30 円 D 135 150 105 中 △ × 全 △ 

× × × 

縄文1(不) 上 

⑱ DC50 円 A 195 150 115 全 △ × × 縄文14(不) 不 

⑱ DC56 不 備 C 205×145 140×120 130 × × 上中 △ な し 
ー 

⑫ DC59 不 円 B 140 125 130 × × 上 △ × 会 し 
ー 

第7表
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番号 ピット名 平面形 断 面 開口部径 底∴∴径 深 さ 堆積 
含 有 物 

遺 物 
出土 層位 棟 小磯 炭 焼土 

⑱ DDO3No.1 不 栴 ー 
130× 95 

- 
90 

種l al al c章 cま a章 

× × 中 △ × な し ー 

⑭ DDO3‰.2 (円) A (220×220) 115 120 全 ○ × 全 ○ × な し ー 

⑮ DD12 円 C 140 140 110 × 
上 ⑥ 

× × 縄文底部1(不) 不 

⑮ ⑰ 

DD18複合a 円 C (200) 200 90 × 全 ○ 全 ○ × ー ー 

● ケ∴∴∴∴e DD24 

円 C (180) 200 80 × 全 ○ × × 縄文4(不) 不 

円 ー 
130 

ー 
70 

ー ー ー ー - ー 

円 E 120 100 130 全 ○ × 全 ○ × な し 
ー 

⑮ DE24 楕 円 B 185×160 110 85 el × 全 ○ 全 ○ 上 △ 
i 

ー 

⑫ DF21 円 ー 
170 

ー 
(110) 

ー ー ー ー ー - 

第8表

(4)その他のピット類(第39図)

平面形や断面形、深さ等規模において貯蔵状ビット類とは異“をっている小ピットや溝状ピッ

トをまとめた。個々のビットの性格は不明である。構築時期も不明なものが多い。

① BJ21ピット 円形プランで断面ビーカー状を呈している。規模は開口部径45。m、深さ40

Cmである。堆積土は6層に区分され、自然堆積と見られる。黒褐色土が大部分で上層に若干炭

化物を含む。遺物の出土はなかった。

② cA2川。・2ピット 不整を円形プランで底部にやや広がりをもつフラスコ状近似の断面

形を呈している。開口部80×75cm、深さ30cmである。堆積土は3層に区分され、黄褐色土が黒

褐色土にブロック状に入っており、人為堆積かと思われる。どの層にも焼土が含まれている。

遺物は底面から縄文土器口縁部1点出土しているが、地文のみで時期は不明である。

③ cA21N〇・3ピット 隅丸方形に近いプランで断面は浅いビーカー状を呈している。開口

部50×45cm、深さ17cmである。堆積土は黒褐色土1層だけである。遺物はか、。

④ cB18ピット 不整を円形プランで浅いバケツ状の断面を呈している。堆積土は2層に

区分され、黒褐色土の中にやや色のうすい黒褐色土がブロック状に入っている。遺物の出土は

老い。

⑤ cG18No・1とNo・2ピット この2つの小tiノトは50cmだけ離れて、近接して検出した。ど

ちらもほぼ円形のプランで断面皿状に浅いピットである。ともに開口部径65。m、深さは10。m

である。堆積土は黒色土である柵0・1ビットには黄褐色土が混じっている。遺物の出土はか、。

⑥ cG53ビット 長楕円形プランで小ピットが2つ並んだような断面形を呈している。開口

部150×70cm、深さ30cm、最深部40cmである。堆積土はレンズ状を毒し自然堆積と見られる。

下層は黒褐色土とシルトとの泥土である。出土した遺物はか、。

⑦ cH30ピット 円形プランで浅いビーカー状の断面形を呈している。開口部径65。m、深さ
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20cmである。堆積土は2層に区分され、黒色と黒褐色土である。出土遺物は老い。

⑧ c=8No.Iピット 楕円形プランで浅いバケツ状の断面形を呈している。開口部90×75。m、

深さ25mである。堆積土は2層に区分され、レンズ状を毒しており自然堆積と見られる。遺物

の出土は老い。

⑨ DAO3ピット 長橋円プランで底面斜めに落ち込む断面形を呈し、開口部110×35。m、

最深部18cmである。堆積土は黒褐色土の単一層である。出土遺物はをい。

⑲ DC12ピット 隅丸方形プランで浅い皿状の断面形を呈している。開口部120×105cm、

深さはわずか10cmである。堆積土は3層に区分され、レンズ状を毒しており自然堆積と見られ

る。遺物の出土はない。

以上図示された小ピット類の他に既述の大形ピットに近接したものや、図面化されをいもの

が数基数えられる。それらについては詳細が不明をので説明をはぶいた。
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無
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第39図 その他のピット類(1 /50)
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⑪満状ピットãc (第40図)

BF56住居跡の北東3m地点にa-Cと3基並んで検出された。 aピットは開口部235×45

cm、 bピットは開口部250×60cm、深さ90cm、 Cピットは開口部245×50cm、深さ70onのそれ

ぞれ規模をもつ。 Cピットの北壁には幅70伽、深さ25m程の崩落部と見られる部分がある。断

面図作成できなかったため、堆積土については不明である。出土遺物は牽く、又、性格づけに

つながる痕跡は兄い出せをかったが、 3基並列して存在したことは注目される。他遺跡の分析

によれば陥し穴説が有力である。

0 1

第40図 溝状ピット平面図(1 /50)

(5)落ち込み遺構(第41図一第49図)

大型ビットを含む不整形な落ち込みが、 C区西側とB-C区の東側にかけて広がっていた。

調査時点では住居跡や大ピット等数多く切り合っているものと考えられ、精査したがその明確

を把握は困難であった。落ち込みの底面やビット中から縄文土器土製品等が出土したことから、

その形成時期は縄文時代であろうと推定される。 C区西側のものを落ち込み遺構Aとし、 Bへ

C区東側を落ち込み遺構Bとして記述する。

〔落ち込み遺構A〕 (第41図)(図版8)

CA71)ッドーCF71)ッドの西側に連をって検出された。北半部と南部に分けてみると、

北半部には貯蔵穴状ピットがなく不整形を落ち込みがとらえられるだけである。断面図SPA

へSPA’の観察からビット又は住居跡等をんらかの遺構の切り合いはをいか検討したが明確に

はできをかった。堆積土はレンズ状や流れ込みの様相を呈しており、自然に堆没したものと思

われる。壁の状況から、約長軸6m程の円形住居跡の存在するスペースはあるが、床面や炉跡、
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柱六・炭化物焼土筆は全く検出されなかったため、その可能性はうすいと見られる。北半部か

らの出土遺物は縄文土器56(口縁6、休部48、底部2)である。施文の明確をものはわずかで、

中期(大木8式)と後期初頭のものが混在している。

南半部にはa-hのようを貯蔵穴状ピットが多く検出されている。断面図を追ってその切り

合いを検討した。断面SPB-SPB’にかかるのはaとcビットである。 Cピットの掘り込みは、

11層を境として明確であるが、 aピットがどのようを形で、いつ掘り込まれたかは判別しがた

い。 2層と4層の境(図中の太線部分)が、あるいはaピットの壁面となる可能性がある。

いずれブロック状にシルト層が入っており、堆積の状況も複雑であるが、上層部は自然堆積と

見られる。 Cピットの上層には炭化物や土器片が多い。

断面図SPC-SPC’にかかるのはeとgピットである。 gtiノトが自然堆積で埋没した後

にeピ、ソト側の掘り込みがあったことが4層と19層の境の線(図中太線)で明確である。しか

し、このeピット側の掘り込みが東西に広がって住居跡と在っていたものかどうかは不明であ

る。 d、 e、 fピットの上部付近にその住居跡があったとすれば長軸5m以内のものと考え.ら

れるが、それを示すような柱穴や炉跡等は検出されていをい。

断面図SPD-SPD′にかかるのはhビットとCD21ビットである。切り合いは明確でなく、

堆積土の状況や土性に共通性があり、ほぼ同時期に埋没したと推測される。

南半部からの出土遺物は主にaへhの各ピットに出土している。 Cピットの上層では中期の

大木8b式の破片を含む縄文土器13 (口縁2、休部11)、 eピット堆積土中から後期初頭の縄文
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第42図 落ち込み遺構A出土土器と円盤状土製品(10
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土器153点(口縁9、体部140、底部4)と円盤状土製品(第42図)、 gピ、ノトからは時期は不

明の縄文土器23点(口縁3、体部17、底部3)、 hとCD21ピットの埋積土から後期的を縄文

土器41点(口縁3、体部37、底部1)それぞれ出土している。落ち込み遺構Aの表採遺物は縄

文土器62点、土師器杯、聾の破片42点である。土師器類は遺構の西壁際の外側に多い。

〔落ち込み遺構B〕 (第43図)

BG71)ットーCI 7')ットの東側に、南北に広く連をって検出された。範囲確認の際には

相当数の住居跡が切り合ったものと見られた。北方ではBD62住居跡とBH56住居跡、西方で

CBO3住居跡、 CF56住居跡、東方のCF62住居跡と、それぞれ隣接又は切り合っているがそ

の先後関係は不明である。

全体の形状はあたかも方形や円形の住居跡が複合して、不定方向に連なり合っているようを

様相を呈している。その広がりは南北40m、東西に25m、北東部ではさらに延びているらしい。

この落ち込み遺構B域内には9箇所の大型ピノト(a-i )と北部に配石遺構、 CB68地点に焼

土が検出された。

第43図の平面プランで見る如く、住居跡等の存在とその切り合い関係をとらえるため、断面

図No・1-No・12をど23箇所のセクションを入れ精査した。堆積土は大部分黒色腐植土であり下層

はシルトと黒色土の泥土層となっている。その状況は断面図No.7とNo.9にかかる区域でシルト

との泥土が比較的上層まで入り込んでいるが、他の区域は黒色腐植土が厚く、底面近くまで堆

積している。不整形に続く壁は住居跡におけるそれに近似して、明瞭な立ち上がりを示してお

り、浅いところで30cm、深いところでは70cmを測る部分もある。比較的深く落ち込んでいる区

域を断面図の位置で示せばNo.5付近、 No.11にかかる付近、そしてdへiビットの集まってい

る付近である。底面の凹凸や土層の変移等検討したが、断面及び平面プランからは住居跡と見

られる遺構を確認できなかった。そのためこの落ち込み遺構Bとした区域の堆積土から出土し

た遺物は、他の表採遺物などとともに分類の項(93pへ95p)で後述している。ここでは遺物の出

土点数やおよその分布傾向についてふれる。縄文土器170点、土製品3点、石器6点、土師器

須恵器類(主としてロクロ使用) 397点の出土である。縄文土器は落ち込み適構内のほぼ全域か

ら出土しているが、特に多いのは北部のBF-BJ区と南半部域である。施文の判明するもの

には後期初頭に属するものが大部分である。土製品及び石器の出土地点は第43図に示してある。

土師器須恵器類は縄文が多い前述の区域とともに、 CAB56地点、 CAB68地点にも集中して出

土している。遺物の出土量からすればB区にかかる北部区域とdへiビットのある南半部区域

にをんらかの遺構の存在が考えられるが推定にとどまる。墓墳状ピ、ソトの切り合いと考える意

見もあった。

以上のように不確定要素が多く、遺構として認め難いが、性格不明のものとしてとりあげた。
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なお形成時期について縄文土器と土師器、須恵器類が混在していたことから、確定はできをい。

ただ大型のど、ソトが過構内の区域にあるため、記述の都合上、縄文時代の遺構に含めたもので

ある。次に落ち込み遺構B区域内に検出された遺構につい記述する。

① 大型ピット(第43図 a-iピット)

aピットはCB59ダリットに検出された。落ち込み遺構の床面下で検出されたため、その上

部は削平されており、断面や堆積土については不明であるが、底径は170× 160cmの円形であ

る。また深さは床面から50cmであり、推定される実際の深さは110cmぐらいと見られる。出土

遺物は大型深鉢の底部のみ1個体分(地文、単節斜縄文)だが、時期は不明である。

bピットは断面図No.6にかかって検出され、 aピットの西方130cmの地点にある。開口部径

170cmの円形プランで、断面フラスコ状を呈し、深さは120cmである。底面には深さ15cm程の

掘り込みがある。堆積土は8層に区分され、レンズ状を毒しており自然堆積と見られる。シル

トと黒色土の混土が主であり、上層には小礫が多い。落ち込み遺構の堆積土(1層、 2層)を

掘り込んで構築しており、落ち込み遺構より新しいピットと考えられる。出土遺物は老い。

cピットはCD62-65ダリットに検出された。開口部径約140cmの円形プランで深さ120cm

である。堆積土や断面形については不明である。落ち込み遺構の上層から掘り込まれており、

それよりは新しいと考えられる。出土遺物は老い。

dピットはCG68ゲ)ットに検出されている。落ち込み遺構の床面下から検出されたため、

t±`ノトの上部形態は不明であるが、底部160×120cm,深さは床面から50cm程であり、落ち込

み遺構に切られたものとすれば、その深さは100cm前後のピットであったろうと推定される。

断面図No.8とNo.12には、 dピットの断面は堆積土があらわれをいことから、 dピソトは落ち込

み遺構より古いものと考えられる。このど、ノトの底面北側隅から耳栓が1個出土した。

eピットはdピットの南2mのところに検出された。一部削平を受けているが南壁の様子か

らはほぼ円形プランで、開口部径推定160cmで、深さは60cm程である。断面図No.7のA’側にe

ピットの断面がかかっているが明瞭では老い。落ち込み遺構を掘り込んで構築されたと考えら

れる。底面から縦の撚糸文を地文とする大型深鉢(第49図)が横倒しの状態で検出された。口

径35.9cm、器高47cm、底径154cmで非常に磨滅がひどい。時期は後期初頭の粗整土器と思われ

る。

fピットはeピットに隣接して検出された。開口部160×140cm,深さは100cm程であるが

断面形や堆積土については不明である。南壁の状況から、 eビットと同様に落ち込み遺構部分

を掘り込んで構築されていると考えられる。出土遺物はをい。

gピ、ノトは、 f tiソトの西方2mのところ(CH6571)ット)に検出された。落ち込み遺構の

床面から検出されたため、ピットの上部形態は不明であるが、円形プランと思われ底径約120
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第45図 落ち込み遺構B断面図(1 /60)
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cm、床面からの深さ70cmであることから、実際の深さは130cm程と推定される。断面図No.8に

南壁がかかっているが、それにあらわれていないことから、落ち込み遺構よりは古いピットと

思われる。堆積土中から復元可能を大型深鉢(第48図①、口径25cm、器高36cm)が出土した。

hピットはGピットの南西2mのところに検出された。このど、ソトは上部形態は不明である

が円形プランと思われ、底径約170cm,深さは100cm程である。断面図No.8に見られるごとく、

当初は溝状の断面形を呈していると思われたが、精査の結果図のようなプランが判明したもの

である。よって落ち込み遺構より前に構築されていたものと見られる。遺物の出土は老い。

iピットは、 hピットの西隣に検出された。開口部190×170cm,深さ125cmである。底部

に広がるフラスコ状近似を呈していたらしい。断面図No.12に北側の一部がかかっており、それ

によると、落ち込み遺構を掘り込んで構築され、埋没はほぼ自然堆積によるものと思われる。

上層には円礫が多い。遺物の出土はない。

② 前石遺構(第46図・第47図)

落ち込み遺構B内の北東部に2箇所検出された。 BI 74地点では8-20cmの円礫が北西に長

く連なっており、ほぼ3箇所に円礫の集まる部分をもっている。集まっている部分の配列には

定形的な、意図的をものは感じられ牽く、中心となるようを石も存在していをい。配石部分の

表面の石を除くとさらに下にも扁平な石が置かれてあった。その下部には掘り込みをどは認め

られなかった。図中の土器No.1 (49図の13)は破片が不規則にまとまって出土した。地文は単節

〔つ

ヽ
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二

田圃
(>

0 50m l調

第46図 落ち込み遺構(B)内の配石遺構
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斜縄文で口縁部に無文帯をもつ。口縁ややすぼまって開く器形で口径29cm、器高37cmの大型。

施文から後期初頭のものと思われる。土器No.2は、単節斜縄文のみの大型深鉢の底部片である。

その南のBJ 71地点の配石遺構(第47図)は前述のBI 74地点の配石遺構と比べて大きめの礫

が多く集まっている。石の配列にはやはり意図性は認められないが、石皿が4点とくぼみ石が

伴出している点注目される。その他の石器類は出土していをい。

これら2箇所の配石遺構付近からは、合わせて縄文土器42点(口縁1、休部39、底部2)出

土しているが、大部分小破片であり時期的に比定できるのは、前述の土器No.1のみである。

○焼土遺構 CC68ゲ)ット付近に検出されたが、その広がりや出土状況の詳細については不

明である。ただ落ち込み遺構床面

より25cm程高いレベルを示した。
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(6)出土遺物について

縄文時代のものと思われ道物は土器約3000点、土製品8点、石器71点である。遺構で出土し

たものはその項でふれた点もあるが、全体的を分類、特徴についてまとめた。

〈縄文土器〉

土器は縄文時代中期初頭から後期中葉頃まで出土している。その中では中期の大木8式と後

期前半が最も多い。発見された遺構はこの2つの時期にかかわるものが大部分と見られる。ピ

ットにおける土器の分布傾向は既述のように明確ではをいし、全体的にも中、後期混在の様相

を示している。調査区全域からみるとA区及び自然提防上のH区-K区で縄文土器はほとんど

見られず、合わせて10点ほどである。特に多いのはB区南へC区であり、 D区は比較的少か、。

時期的を分布の編在性は、後期の土器は全域に、中期(大木8式)のものはCA12住居跡付近

に多く、また中期初頭(大木7a式)の土器はCF56住居跡付近にだけ集中していた。また破片

の出土状況から、口縁部、体部破片に比較し底部の量が非常に少か、。全体的に磨滅がある。

次に土器編年上から分類された土器群の形態について述べる。分類は遺構出土の土器及び退

構外(第50図へ52図)の土器合わせて行なった。 (分類毎のまとまりは写真図版9へ14を参照)

第I群土器 ……縄文中期の土器群である。

工群1類=中期前半の大木7a、 7b式と思われるものである。出土量は15点と少をい。第50図1

へ6は大木7a式である。すべて破片であるがほとんど口線外反、外傾する中型の深鉢と思おれ

る。施文には沈線による平行線文、鋸歯状文、連弧文、スリット状文を多用し、きざみを有す

る太い隆起線をもつものをどがある。また交互刺突文をもつもの(第50図3)も見られる。大

木7b式は第50図7や8である。図7は扇状把手に沈線文を施したものであり、図8は口縁に平

行に3本の撚糸庄痕文が施されている。

これら1類は比較的焼成の硬いものが多い。県内では清水貝塚、天神ヶ丘遺跡、大館遺跡、
(注l) (注2) (注3)

鳩岡崎遺跡をどで類似の出土が見られている。

I群2類=中期中葉の大木8a-8b式と思おれるものである。 CA12住居跡や他の遺構から復元

個体も含め出土量が比較的多い。器形には口縁内湾するキャリバー形深鉢、口縁外反した中型

深鉢、口縁強く内湾屈曲した浅鉢をどがある。大木8a式的をものはCH24ビット出土や第50図

9-17をどあるが、ほとんどは大木8b式の古い方の土器群と見られる。施文には口縁部文様帯

を隆起線による渦巻文や小波状文、帯状文筆で区画し表現するもの(第10図5や第49図6、第

18図1)、太い隆帯をめぐらすもの(第50図22、 25、第51図29、 31)、頚部から体部にかすて平

行沈線文による横帯や曲線文、懸垂文を施すもの(第10図lや4)をどがある。 CA12住居跡

で出土した土器は同一時期における土器組成として認められるものである。 2類に伴うと思わ
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れる地文のみのものは第10図3やキャリバー形を呈したもの等が考えられる。 2類土器は県内

の多くの遺跡で出土している。

第Ⅱ群土器
(注5)

…・後期初頭一中葉の土器群である。

Ⅱ群1類=後期初頭と思われるものである。中期終末の大木10式の要素を残している。鱗状と

なる隆起線や連鎖状隆起線がある。第20図3や第31図上が器形の判明する例である。焼成は軟

弱である。 CH12ピットにおいて出土した土器が共伴すると見れば1類に伴う土器は地文のみ

の口縁内湾ぎみにすぼまる深鉢や無文の浅鉢などがあげられる。後期初頭の門前式、宮Ia式、
(注6) (注7)

をどに併行するものであろう。

Ⅱ群2類二後期前半と思われるものである。器形のうかがえるものは第48図2、第25図1、第

48図2などがある。口縁ややすぼまる深鉢であり中一大型のものが多い。施文は沈線による曲

線文(渦巻文、釣状、楕円文)で区画し、その内部を磨消している。沈線区画のかわりにをで

調整した隆起線によるものもある(第14図l)。共通するメルクマールはボタン状の貼付文(中

央に丸い刺実が加えられる)が文様の節目につけられ、沈線による渦巻や連続S字文、鎖状に

懸垂する装飾文をつけるものが多い。また口縁部にゆるやかを4又は6箇所の小突起を持ち大

波状口縁を成すものが一般的である。隆帯区画の第14図1もある。地文には斜縄文の他に縦の

撚糸文も比較的多用されている。焼成は比較的硬質である。これら2類土器に共伴する粗整土

器はCJO3No.1ピットでの2個体が考えられる。

最も出土量が多く関東では称名寺式、堀之内I式併行とされているものに類似し、東北では

宮戸Ib式、南境式神窪式をどに比定される。県内においては門前貝塚Ⅱ群、堂の前貝塚、貝鳥
(注8) (注9)

貝塚Ⅱ群、人天遺跡Ⅲ群、卯遠坂遺跡大明神遺跡をどである。
(注10) (注11) (注12) (注13)

Ⅱ群3類=後期前半と思われるものである。沈線文の曲線文を主とするもので、器形の判明す

るのは第13図1の土器だけである。破片数は少をいが小型のものが多いらしい。平行沈線によ

って渦巻文や弧状文をどが描かれている。焼成は軟弱である。関東では堀之内Ⅱ式、東北では

大場式(十腰内Ia式)をどに類似、県内では前述の各遺跡で出土している。

Ⅱ群4類=後期中葉と思われるものである。平行沈線文を横帯状に又は弧状をどにめぐらし、

間をおいて磨消して無文帯部分をつくっているものである。細かい斜縄文や羽状縄文を地文と

している。第49図7や8、第52図39などがこれにあたる。判明する器形は口縁外反し胴部に張

りをもつ蛮型の深鉢、小型壷形の精整土器などが見られる。焼成は硬質で薄手である。第49図

8はこぶ状の貼付文があり、最も新しい時期のものであろう。関東における加営利B式、東北

の宮戸Ⅱ式、十腰内Ib式等に比定され、県内でも既述の諸遺跡で出土している。

Ⅱ群5類=後期前半の土器に共伴すると思われる特徴的を土器を一括した。第25図3は無文地

に櫛歯状の平行洗練を休部一面にめぐらした大型の深鉢で、口縁には等間隔に穿孔を施してい
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第52図 縄文時代の遺構以外から出土した土器(1 /3)

る。第23図1は平行沈線のつをぎ目に刺突文を施している。また第51図37は口縁部無文帯に2

列へ3列の刺突列点文が施されている。第15図2は撚糸文を地文として沈線をゆるやかを弧状

に1本だけめぐらしたもの、第51図38は口縁に厚く、広い隆帯を貼り付け、その上に刺突列点

文を施し、朱塗りの土器である。口縁内側に細かい斜縄文が施されていることからⅡ群4類に

共伴すると考えられる。出土地点は不明である。

Ⅱ群6類=後期前半の土器に共伴すると思われるものである。口縁部無文で頚部、休部は地文

のみの深鉢形土器である。口縁ややすぼまり、口唇部でわずかに外反ぎみとなる器形が多く、大

型一小型まである。第15図上、第21図1と2。第23図3、第49図12や13などが見られ、小突起

をもちゆるやかな大波状口縁とをるものがある。また無文辞と地文部との境に一本の沈線をひ

くもの(第51図36)や撚糸圧痕文をもつ(第51図35)をどもある。地文には斜縄文、縦の撚糸

文が大部分と見られる。器形、施文からみて1へ3類に共伴すると考えられる。

第Ⅲ群土器 ……地文のみ又は無文の土器群である。

Ⅲ群1類=単節の斜縄文のみの深鉢型である。口線外反ぎみやキャリバー形近似の破片はI群

土器に共伴すると考えられるし、口縁やや内湾ぎみにすぼまる大型深鉢(第20図や第25図2)

はCH12No.2ピットやCJO3No.1ピットの出土状況から、 Ⅱ群土器に共伴するものであろう。

Ⅲ群2類=縦の撚糸文のみのものである。破片のみで話形の判明するものはないが2群土器に

撚糸文の地文が多く見られることから、これらに共伴すると考えられる。

Ⅲ群3類=網目状撚糸文のみのものである。中一大型と見られるものが多い。器形が判明する

のは第48図1で、やはり後期前半の土器に共伴すると考えられる。
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Ⅲ群4類=無文の土器である。浅鉢や小型の袖診土器がある。これらは共伴するピ、ソトの状況

からいずれも2群土器と同時期と思われる。

(注l)清水貝塚 大船渡市清水貝塚発掘調査概報 昭和51年3月

(注2)天神ヶ丘遺跡 稗貫郡大迫町 昭和49年3月 大迫町教委

(注3)大館町追跡 盛岡市 昭和53年3月 岩手大学考古学協会

(注4)鳩岡崎遺跡 東北縦貫道関連遺跡発掘調査 昭和48-50年実施 報告書57年3月

(注5)樺山遺跡、大館遺跡、北館遺跡、西田追跡、梅ノ木遺跡をどで大量に検出されている。

(注6)門前貝塚 郷土資料館報告 盛岡市公民館(昭和35年)

(注7)宮戸貝塚 陸前宮戸島里浜合図貝塚出土土器について 一後藤勝彦-

(注8)神窪式 日本の考古学Ⅱ 縄文文化の発展と地域性一東北 一林 謙作一 昭和53年

(注9)堂の前貝塚 陸前高田市教育委員会 昭和47年

(注10)貝鳥貝塚 花泉町教育委員会 昭和47年

(注11)八天追跡 北上市教育委員会 昭和53年3月

(注12)卯遠坂遺跡 岩手県文化財調査網告第31集(東北縦貫自動車道関係埋蔵文化財調査報告

書I)昭和54年3月

(注13)大明神遺跡 岩手県文化財調査網告第52集(東北縦貫自動車道関係埋蔵文化財調査報告

書Ⅲ)昭和55年3月

〈土製品〉

円盤状土製品は2点、それぞれ落ち込み遺構Aのeピットと落ち込み遺構Bの北端部からの

出土である。単節の斜縄文が施文された土器片を使用してつくられたと考えられる。

スタンプ状土製品は落ち込み遺構Bの南端部(CH65地点)からのもので第49図(図版14の

85)に示したように、三叉文的な文様がていねいに陰刻されている。つまみ部分に径2-3mm

の穿孔が毒され、高さ3.5cm、下底部は長軸5.5cm、短軸3.2cmの長楕円形を呈しており、焼成

も硬質である。

耳栓状土製品は3点、それにCB15ビット出土のもの1点も含めた。耳栓が2個出土したC

J59ピ、ソトのものは、どちらも一部欠損しているが外径25mm、中心孔8mm、とほぼ同じ規格を

持っており、近接して出土した意味は、少なくとも同時に使用されたものと考えて良いだろう。

落ち込み遺構B内のdピット出土のものは、外径30mmと少し大きめのものである。

子安貝状土製品が落ち込み遺構B内のdピ、ノトの北側1m程のところに検出された。子安貝

は南方産の貝であり、それの模造品があるということは大きな意味をもつものであろう。第49

図4に示したごとく、最大長7.8cm、最大幅4.4cmで非常に精巧につくられている。この形状

から、生殖力、呪術的目的のため、又、貨幣として使用された例が古来からあったらしい。

その他にやはり、種類は不明だが、貝に似せた土製品(図版14の89)が1点BH56住居跡の

埋土から出土している(高さ3cm、下底部3.5×3.Ocm)。

〈石器〉 第53図一第56図(図版15へ16)

縄文時代のものと思われる石器について、その形態から12類に分類した。
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1類 石鍛3点 (第53図1へ2・4)

いずれも入念を剥離調整を両面から施している。図1は基部が内湾しており、基部の両先端

と尖頭部が欠けているらしい。図2は基部が平らを無茎鋏であり、鋭利な尖頭部形を呈してい

る。図4は有茎鎖である。

2類 尖頭器(石槍) 2点 (第53図3と5)

先端部がとがっており、石鍛よりは大きいものとした。基部は平らで無茎である。図5は基

部にも刃部様に剥離加工を施しており、スクレーパーとしても抱えられるものがある。

3類 石匙3点 (第53図6へ8)

つまみの付いたスクレーパー又はナイフ形のものである。図6はつまみ部及び刃部調整は明

確ではないが形態から石匙とした。図7は横形のもので、両縁辺は両面加工、下辺は片面加工

である。つまみが小さい。図8は縦形のもので縁辺のほとんどは片面加工であるが基部に近い

ところは両面加工と在っている。

4類 スクレーパー類(掻器、削器) 12点 (第53図9へ12、第54図13-20)

縁辺の一部に刃部加工、もしくは刃部様の鋭利を側辺を有しているものを一括している。ほ

とんどが片面加工である。形態上から見れば図9-14は台形型、図15-17は尖頭部をもつ型、

図18-20は貝殻型をどに分けることができよう。いずれ定形的をもので老い側辺使用の剥片石

器である。

5類 石箆と称される類2点 (第54図21と22)

スクレーパーの中で両面加工を施した箆型のものである。図21は下端部に入念な剥離加工を

施している。図22は上半部折損しているかに見える。

6類 打製石斧1点 (第54図23)

斧型近似の打製石器である。 1側辺と先端部は両辺加工を施している。石材は流紋岩である。

7類 磨製石斧4点 (第55図24へ27)

研磨によって全体が整形された定角式磨製石斧だけである。側辺や刃部は入念に研磨され光

沢をもつ部分がある。断面はいずれも隅丸長方形となっており、両刃である。図24、 27は半ば

で折損している。

8類 粗製打製石器2点 (第55図28と29)

図28は荒い剥離面をもつが鋭さはをくたたき石筆に使用されたものと思われる。図29は、石

鍬と呼ばれる形であり土掘り等の用途であろう。

9類 磨石5点 (第55図30へ34)

円形を呈し一部に擦痕を有するものである。石皿とセットで使われたものと見られる。他の

ものに比較し図33、 34は極端に小さい。
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1噸 くぼみ石2点 (第56図)

図35は凹みが浅く磨石的でもある。図36は表裏両面を使用している。

11類 石錘2点 (第56図37・38)

楕円形の長辺部の中央を打ち欠いて形を造っている。

12類 石皿8点 (第56図39へ41)

断面及び平面形が角ぼっているものと、長楕円形に丸みをもつものがある。図示以外の破片

も5点ある。図41には底面に円形の脚が4個付いていたらしい。

その他、明瞭を使用痕、加工痕の認められれ喋り片、石核をど27点出土している。

図面番号 分類・名称 出 土 地 点 
服大長 (のh) 最大巾 (Gh) 

厚

さ (Qh) 

重

さ (g) 

石 村 と そ の 産 地 

1 石 鍍 C」18性西南円la評 2.1 1.4 0.3 0.7 照榔右 奥羽山地 
2 

ケ 劣頭詳(石輸) 

E21N183粗堀出土 2.1 1.1 0.4 0.7 硬質泥岩 ヶ 

3 CH30Q書 3.9 1.9 0.9 5.4 磁庚賞珪質泥着 々 

4 石 鍍 HG68 3.4 2.0 0.6 2.4 硬質泥岩 ク 

5 尖頭器(石輸) CI18円INo.2 4.2 3.1 1.0 8.2 松脂岩 ヶ (土畑) 

6 

石壁 ケ 〃 スクレーパー(掻・聞置) ク レ イ′ ケ ノン ウ イ′ ・ケ ケ ケ 」ク 石庭 

CF56能会遺物 3.8 4.7 0.9 17.1 碩姉尼鵜 ヶ 

7 DA62住Q,堰 6.0 8,7 0.8 38.1 松脂揖 〃 (土畑) 

8 DA24佳 7.6 3.0 1.1 21.5 硬質泥糖 ヶ 

9 BG65住⑤ 4.8 5.1 L3 32.7 磁I天質珪飾尼君 ヶ 

10 不明 3.9 4.3 L0 12.0 珪姉尼社 ヶ 

11 DA62佳Q.堰 3,2 3.9 0.9 13.2 石質紙粉捷I大樹 〃 

12 CI15円t 4.3 4.2 0.5 9.2 磁原質珪翫尼糖
ヶ 〃

〃 ク

ヶ 珪姉尼着

々 

13 CC15円l 6.7 3.7 L1 26.1 

14 DA62住Q,埋 3.7 3.6 0.6 8.5 

15 CJ18Q, 7.0 4.4 1.0 24.9 

16 CDO3佳 カマド間辺 5.4 4.2 1.8 24.2 細私闘相聞彊i∴∴∴∴ヶ 
〃 〃 

17 CH74住Q書埋土 6.2 3.5 1.1 19.2 

18 DC51-1騰 3.0 3.5 1.0 12.4 鉄石実 々 

19 不明 3.5 4.3 0.8 9.4 磁成算珪船舶嶋∴∴∴∴ ヶ 

20 CH74住Q書埋土 6.4 7.3 0.8 37.4 硬姉尼揖 ヶ 

21 DA12Hl表面 4.5 2.4 0.9 20.2 流紋岩 ヶ 

22 

/′ f「製石斧 

DB59円( 5.1 4.2 1.8 44.5 粘板岩ホルン7ェルス 姑細川か北上山地 
23 KA18 8.8 4.5 1.8 65.6 流紋岩 奥羽山地 
24 

麻製石斧 ケ ケ ・ク 粗製打蚊石器 

CJ18住Q, 7.3 5.2 2.7 190.6 渥線色粗相珪庚犠∴∴∴∴ク 
25 落ち込み遺構B 12.1 4.9 2.7 235.4 粘板岩ホルンフェルス 姑帥Iiか北上山地 
26 BH56住Q書埋土 9.7 3.9 1.2 80.0 蛇紋岩 北上山地 
27 BG65住(① 6.7 4.2 2.2 105.5 両輝石安山柵 奥羽山地 
28 CF56性合遺物 14,5 5.3 L5 150.1 粘板増 北上山地 
29 ケ (石歌) DA24住Q章 11.0 6.8 1.1 99.0 絃泥石片岩 ク 

30 

臨石 ・ツ ケ ケ ′′ 凹み石 

KA(鳩珠面 8.3 7.3 5.9 515.0 石英安山犠 奥羽山地 
31 CF56佳 10.0 8.8 5.6 698.0 花コウ閃緑鵜 和賀仙人付近 
32 KA18佳Q,床面 8.9 9.1 8.4 1020.0 混練色樹姫邑∴∴∴∴奥羽山地 

33 34 

CC12住培土 2.8 3.1 2.3 23.1 流紋岩賞砂箱崖庚岩 〃 

35 KA18Q,麻面 3.8 13.7 4.0 10.6 3.1 2.6 56.3 562.0 

〃

ケ 両峰石安山岩

ク 

36 

′● 石 鎚 

落ち込み遺鳩B内 9.8 7.8 4.1 366.3 石英安山岩 〃 

37 BC65住 8.8 5.6 2.6 145.0 両輝石安山岩 ヶ 

38 

〃 石皿 ケ ケ 

JE18表土 6.0 4,3 0.9 75.3 流紋岩 〃 

39 ぽこ65佳 13.5 9.4 1,8 345.3 石英安山岩 〃 

40 

落ち込み退場B内 l′ 

22.4 9.9 6.6 1841.0 両輝石安山牲 ヶ 

41 23.0 16.0 4.5(6.5) 2340.0 石英安山鵜 ヶ 

第9表 石器観察表
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圏
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日
目
口
日
日
月
日
V

6へ8 石匙

9-12 スクレーパー
1 ・ 2 石鉄
3・4 尖頭器(石棺)

第53図 石器実測図(1/2)
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第54図 石器実測図(1/2)
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0 5 10鎮n

24-㌘ 磨製石斧
泌-29 粗製打製石器
30へ34 麿石

第55図 石器実測図(1/3)
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35・36 凹み石
37・38 石壁

39へ41石皿

第56図 石器実測図(1 /3)
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(7)考察 大型ピット(土塀)

調査区の北半地域(低位段丘上)に群集する大型ビットはその数160基余りである。形態か

らみて、従来からフラスコピットとか袋状ピット、貯蔵穴と称されている土塊に類似したもの

と把えられる。伴出する遺物のほとんどは縄文土器であり、一括して縄文時代の遺構として取

り扱っている。ただ遺物を伴わをいものもかをりの数にのぼり、弥生又は歴史時代のものが老

いとは断定できない。

(D形態と含有物、遺物

断面形が明確で単独のピットと認定できるものをとりあげ、平面形、断面形、堆積土、含有

物の様相から、本遺跡における本来的をと∵ソトの形態を求めてみた。

〈平面形〉 検出された開口部の形は、使用時から埋没に至るまでの崩落や検出面までの旧表

土分は削平されていることを考え合かせると、必ずしもピット上部の形をそのまま残している

とは言えないが、基本的を掘り込みの形は示しているであろう。その形は円形、楕円形、不整

を円形、不整を楕円形、近隅丸方形に分けられたが、複合又は不定形をものを除けば、基本形

として円形、楕円形、隅丸方形の3つにまとめられる。平断面の明確をピット95基(第4表一

第8表から抽出)の平面形の数を比較すると円形54、不整を円形20、楕円形6、不整を楕円形

11、近隅丸方形4という結果である(第10表)。隅丸方形に近いものでほぼ方形プランと認めら

れるのは1基しかをい(CH27ピット)。また楕円形も墓旗等に見られるようを長楕円形ではな

く円形に近い楕円がほとんどである(複合の可能性のあるものは除く)。

また壁や底部の形は開口部に比較して広がるものや狭まるものはあるが、形の上で大きく異

をっていない。底面はほぼ平坦であるが、小ピット状の凹みを有するものがある。重複した可

能性をもつ複合型(断面し型…後述)においては、底面は二重円構造となり段差をもつものが

多い。これは使用時に単独でその形であったのか、大小2つのビットの重複か、もともと単独

のビットが周壁の崩壊でその形になったのか吟味する必要があった。ただその判別は難しく、

推定に終れる場合が多かった。その点を除けば本遺跡の大型ピットの開口部、壁、底部は、ほ

ぼ円形が基本であり、中に数は少をいが、小ピ、ソト状の凹みをもつものがある。

〈断面形〉 大型ビットの断面形を細分すると第57図のようにAへし型と12種に分けられ、残

りはその他として一括した。ピ、ノトの壁は凹凸ができており、断面図の作成位置によってはそ

の形は多少変化する場合も考えられ、厳密に分類することには不合理性もある。今までの調査

例では、フラスコ型、ビーカー型、鉢型をど大きく3へ4形態に分類されている理由もそこに

あろう。しかし崩落過程や堆積状況をどの観察を通して、ピットの本来的を形態をさぐるには

やはり、ある程度の細分も必要と考えて試みた。おおまがこ分類すればA、 B型はビーカー形

に、 C-H型はフラスコ形近似の、 I、 J型はフラスコ形に、 K型は鍋底形というように大別
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A B C D E 

ll 廿 亡チ ェコ‾ ‾亡千 七〇 
H I J し 

= 二 二二 二二二∴ = 
第57図 大型ピット断面類型

できる。

A型一口径が底型より比較的大きい鉢形である。底面の壁際が明確をものが多い。

B型一口径と底径がほぼ等しいビーカー形である。底面の壁際が丸みをもつものが多い。

C型-B型とD、 E型の中間的をもので底部にふくらみを一部にもつものである。

D型一底部にやや末広がりとなっているフラスコ形近似のものである。

E型一底部にふくらみをもつフラスコ形近似のものである。

F型一底部にふくらみをもつ浅い袋状ピットである。

G型一壁が直線的に末広がりとなる浅いフラスコ形近似のものである。

H型一堂が直線的に末広がりの深いフラスコ形近似のものである。

I型一頚部をもって底部に末広がりと在るフラスコ形である。

J型一頚部をもって底部にふくらみをもつフラスコ形である。

K型一口径が広く、底部へゆるやかこすぼまる鍋底形のものである。

し型一大小2つのビットが重複したかのように段差をもった複合型のもので 2種ある。

その他、ピ、ソトの一部しか断面図をとれなかったものや、ピソト上半部が削平されて下半部

しか残ってい老いものや、断面形不明のものがある。

各類型にグルーピングするにあたって考慮した点は、壁の中層部における若干の凹凸は無視

することにした。またC型はBとD、 E型のどちらに入れるか決めかねるもの、つまり中間形

態で個数が多い。形として類似性の高いのはAとB型、 DとE型、 EとJ型である。

断面形の明確をピ、ノトを分類した結果は第57図中の数字で示した。あらわれた断面形は使用

時又は廃棄時の形をそのまま残しているものとは言えをいが、ここではその類型における個数

についてまとめておく。細分のため各個数は少をいが、全体からみて最も多いのはB型とC型

であり、次にA型、 D型、 E型、 H型で少をいのはF、G、 I、 J、 K型とをっている。複

合型のし型もかをり多い。崩落による断面形の推移については後述するが(→110p)、先に述べ

たおおまかを大別という見方からするとビーカー形(A十B)は28、フラスコ形近似(C十D+

E十F十G+H)は63、フラスコ形(I十J)は4、鍋底形は2と怠る。つまり近似した形を

含めるとフラスコ状(袋状)を呈するビットは、し型を除いた全体の約70%を占める。
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〈規模〉 各ビットの計測値は開口部径、底径、深さの3点である。規模を比較する場合、断

面形の相違や崩落の有無を考慮すれば、開口部より底部の広さの方がよりふされしいと考えら

れ底径と深さを重視した。底部が楕円形で長径と短径があるときは、グラフ化する際にその中

間値をとりあげたし、平面図と断面形の底径がくいちがっている場合は断面図の計測値を採用

した。深さは検出面からの計測であるが、住居跡等によって削平されていたものはその分加算

した値をとった。第58図の1のグラフは、深さと底径の規模の度数分布を見たものである(断

面形A-J型)。開口部径はその数と平均値のみ示した。全体的傾向性は次のような点にまとめ

られる。

○開口部径は80- 255cm、底径は75- 200cm、深さは40- 155cmの範囲内にある。

○濃密を分布を示すのは開口部径120-170cm、底径100-155,深さ90-130 cmであり、そ

れぞれの平均値は、開口部145cm,底径約130cm、深さ110cmである。

○複合している可能性の高い断面K型、し型は図示されていをいが、開口部や底径の200cm

を越すものがか在りあるが、深さはAへJ型におけるものと近似している。

次に各断面類型別に規模の大小を比較したものが第58図2へ5のグラフである。その傾向性

をみてみた。

○断面A型は、全体の平均値に比較して深いものが大部分であり、底径は小さいものが多い。

断面型B型は平均値に比較し、深いもの浅いもの半々であり、底径は小さいものが多い。

ただ平均値の規模に近接したものが多い。

○断面C型は平均値に近接したものがほとんどであるが、大きく離れたものもある。

○断面D型は平均値に比較して、深さは浅いものが多いが近接しており規格性が高い。断面

E型は深さ、底径とも平均値からかけ離れた値を示すものが多く、規格性は低いと見られ

る。

○断面FへJ型は該当する数が少なく5のグラフに一括している。断面F型、 G型、 I型は

平均値に比較し、底径は大小あるが、深さは浅い。断面H型は平均値に近接したものが多

く、断面J型は底径がやや大きめである。

○ビーカー形とフラスコ形として平均値と比較すると、ビーカー形(A、 B型)は深くて、

底径がやや小さく、フラスコ形(CへJ型)は深さと底径のとる値の幅が広く、浅いもの

がか在りある。

○規模における類似性、相関性をみると、断面B、 C、 H型にそれの高いのが認められる。

遺物を出土したピットの規模を比較してみたのは第58図6のグラフである。後期初頭とみら

れる土器を多量に又はセットとして底面や中層部において出土したど、ソトはねずかに6基であ

る(図中○印)。その他は破片数が少をいが、上層出土、他の時期のものを含むもの等のビット
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第10表 平面形と断面形

断面 平面 

A B C D E F G H I 
I 

門 8 8 15 7 6 2 2 5 0 l 

不整を円 l 6 3 3 4 0 0 l l l 

楕 円 1 1 l l l 0 0 0 1 0 

不整を楕円 0 2 2 2 2 0 1 2 0 0 

近 方 形 1 0 1 l 0 0 l 0 0 0 

100 平均値150 200ロm

第58図 規模の比較と第10表平面形と断面形
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(図中●印)である。また図中の△印のものは中期の破片のみ出土したピットである。

ほぼ後期初頭と見られるピットの深さは90へ125cmに、底径は90へ155cmの範囲内となって

いるし、後期初頭の土器をともかく含んでいたピットの規模はさらにそのとる値の範囲が大小

に広がっている。明確に規定し得る傾向性はとらえられず、全体の平均値や規模の傾向性とほ

ぼ一致すると見られる。中期の土器片を出土したピットについても同様である。

出土した縄文土器の多くは後期初頭、及び中期の土器であり、その両時期にピ・ノトの多くが

営まれたと考えられるが、その2つの時期差を規模に兄い出すことはできなかった。

〈堆積土〉 埋没に至る堆積の仕方はそれぞれのピットによって相違を見せている。その要因

は自然に流入、崩落堆積した場合、人為的に埋められた場合、両者併用されている場合の3つ

のあり方が考えられる。そして埋没までの時間的な差異やピ・ソトの再利用とか重複をど種々の

条件によってその様相を異にするものであろう。これらの観察によってピ・ソトの用途や使用時

形態を知る手がかりを得ることができると思われる。

堆積土は大きく分ければ、黒褐色(黒色)腐植土、暗褐色土、褐色土、地山にあたる黄褐色

シルトとなり、それらの混合土もみられる。土層断面にあらわれたこれらの層の重なり方を比

較すると、幾種類かの類型化ができそうであった。それが第59図の堆積土層の類型である。類

型化の視点は、いわゆるレンズ状をなしているかどうか、水平に近いか、傾きをもち流れ込み

的か、ブロック状をなしているかである。これらの状況に曇る要因は、現在もっている認識から

すれば次のようを想定を念頭に置いている。

1.何層がこわたって整然としたレンズ状堆積や水平状堆積を示すのは、時間をかすて徐々

に進行した結果であり、崩落や流れ込みそして水平化作用の及ぶ自然営力によると思われ

る。

2.水平層がピソトの底部や中層にある程度の厚さであった場合、そこの面での一定の時間

的を経過が長かったことを意味する。そこで使用されたか、放置されていて長い時間次の

埋没がなされなかったと推定される。

3.傾きをもって流れ込んだようになっているとき、それが概ねレンズ状や水平状を在して

いる場合は自然的な流れ込みと考えられるが、傾斜の方向が乱雑であったり、量的にどっ

とかたまっている様相のものは、自然的とか人為的とか限定はできをい。時間的な面でい

えば、各層間の堆積に至る時間的経過はlの場合より矩く、次の4の場合よりは長いと推

定される。

4.土層がブロック状やモザイク状を成すときは、各層が比較的短時間に堆積していったこ

とを示している。これは人為的を埋め戻しによるものとみられるが、自然的をものとすれ

ばその流入や崩落が次々と起こり、その間に降雨、流水等の削平や水平化作用を受けをか
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った結果であろう。また土層一部にブロック状にあられれているものは崩落土や投げ捨て

と見るべきだろう。

5.ピット内に同質の土層が厚く存在するときは、きれめて短時間の堆積を意味し、この場

合も人為、自然とどちらがま速断できをい。

以上の5点をふまえ、検出された状況をあてはめ次のように堆積土層を類型化した(第59図)。

al a2
(a型) レンズ状堆積を主とするタイプ

al=ほぼ底面までレンズ状を成す。底に水

平状堆積や小プロッ土も見られる。

a2=流れ込みや小ブロックの土層がレンズ

状を成して堆積する

a。二下半部に比較的厚い上層が入る。

a。=下半部に流れ込み状の上層が入る。

a5二下半部にブロック状の堆積がある。

a。=逆レンズ状のもの

(b型) 水平堆積が主とするタイプ

(c型) 流れ込んだように堆積するタイ

c,=層序が単純である。

圏酉 聞
聞圃

プ園薗歯
c2二複雑に入り組むが、レンズ状をなす部-----------------〇〇〇〇---------〇〇〇---

菖薗薗
d, d2 d.

圏圏圏圏
el eZ e3 el

分もある。

(d型) ブロック状堆積を主とするタイプ

d,こブロック状堆積の上部にレンズ状堆積

を一部にもつ。

d2=ブロック状のみである。ブロックが大‾‾‾‾‾、‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾二‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾二‾‾‾‾

きいものとモザイク的に細かいものが

ある。

d3二下部に流れ込み状の堆積がある。

(e型) 単一層が厚く堆積するタイプ

el=底部に他の土層が堆積している

e2=大きをブロック状の土層が入り込む。

e3=上部にレンズをもつ。

e。=ほとんど一層のみである。

第59図 堆積土の類型

al-e型の堆積上層を呈するためには、既述の5点の考え方から、次のような条件や要因を

推定できるのである。各類型毎にまとめてみた。

(類型) -(各層堆積までの時間) - (崩落や堆積の場所・量) - (層を形成する要因)

al型一 長い-

a2型一 長い

a3型- はじめ短く、後長い

ほぼ均等に、徐々に

不均等に

崩落、流れ込み(自然)

はじめ多量に、後ほぼ均等に
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a4型- はじめは較的短く、後長い-」まじめ不均等に、後ほぼ均等に-崩落、流れ込み

a5型- はじめ短く、後長い

a。型一 長い(a,より短い)

はじめ不均等に、後ほぼ均等に- ク

はじめ中央に、後全体的に

b型一 長い(各層間にa,より間がある) -ほぼ均等に

(自然)

c,型- a,-bより短い(長い部分もある) -不均等に-崩落流れ込み、埋め戻し投げ捨て

型_ ケ _ ケ_ ケ(自然) 言人為)

dl型一 はじめ短く、終わり長い-不均等に、終わりほぼ均等- ケ ケ

d2型
一 短い

d.型一 はじめ長く、後短い

e型一 短い

不均等に

不均等に

不均等に“多量にく言荒島よる洪水とか’

各層の堆積までの時間の長短は、各類型を比較した相対的なものであり、絶対的如手間の尺

度ではをい。またその中味は、ある層が堆積し次の層が堆積しはじめるまでの時間的経過の長

短であり、全体が埋まりきるまでのものではない。ただしほぼ埋まりきるまでに要した時間的

長短を比較すれば、 b型→a型→c型→d、 e型の順で長い→短いが想定されるが、規模との

相関や場所、土質的を条件がからんでくるので、一概にはとらえられない。

a型の中にブロック状に混入する部分が存在する場合は、自然をブロック状の崩落とともに

人為的を投げ込み行為をある程度考えかすればをらない。

以上のような堆積土類型から、埋没前の大型ピットのあり方を推定すると、 a型とb型は空

洞のまま放置状態にされていたと考えられ、 C型へe型は空洞のまま放置されていたか、又は

堆積土が充鎖されていた場合が考えられる。またピットの構造的な面から見ると、 a型の中に

おいてa,へa5型は、ピットの上部が他に比較して崩落しやすい形態をとっていたのではをいか

と思おれるが、 bへe型についてはをんとも言えをい。

次に大型ピットの各堆積状況を類型に合わせてグルーピングしてみた(第60図、第Il表)。ど

れに分けるか決めかねるものは、相対的に比較しともかく分類した。したがって統計的を数字

をめぐる解釈は、一定の傾向性をつかむ方向でとりくんだ。複合の可能性のある断面K、し型

を除く、 AへJ型における全体的を堆積土類型の数は第60図に示した。この結果によって認め

られる全体的な傾向は次の如くである。

大別からみればa型(52%)、 d型(24%)が多く、 b、 C、 e型は少ない。このことは堆積土

の考え方から、空洞のまま放置されていたものが、少をくとも半分以上あり、埋め戻された可

能性のあるものは少なかったといえる。また急激を自然力(洪水等)を想定したe型も少ない。

細別からみればal型やa3型、 a5型、 dl型が多い。これはきわめて徐々に埋没したものや、は
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第60図 堆積土類型毎の個数

じめに崩落があり後は徐々に埋没したもの、上部まである程度埋め戻されていたものの3つの

あり方が大勢を占めていたと考えることができる。きわめて少をいa。型やb型、 Cl型、 e2へe3

型はそのど、ソトが上記の3つのあり方とは大きく異なった要因で堆積したであろうし、ひいて

は他の大部分のピットとはちがった用途が個々に検討されかすれば女らをいグループと肥えら

れる。

次に堆積土中における黒色(黒褐色)腐植土や地山の土(黄褐色シルト)のあり方は、使用

時の床面や埋没過程を知る大きを手がかりになるものである。黒色腐植土が底面にほぼ水平に

一定の厚さで存在する場合は、そこにおいて一定期間の活用がなされたことを意味していると

考えられる。その堆積が底面に見られるのは25 (全体の25%)である。断面類型の中ではD型

やH型に比較的多く見られ、堆積土類型では徐々に自然堆積していった様相を示すa型やb型

に多く見られる。

堆積土中における地山の土(黄褐色シルト)の混入の仕方には、ブロック状や粒状に、また

大量に入っているなどがある。本遺跡の大型ピ・ノトの場合、地山の土を深く掘り込んでいるた

め、当然をがら黄褐色土を含んでおり、全く見られないものは2例にすぎをかった(CHO9ビッ

ト、 DCO6複合cピット)。その他のピットは何らかの形で混入している。

その主を要因には堕の自然的な崩落、掘り上げた土の流入と人為的を埋め戻しが考えられる。

前者の自然的を要図の場合、堆積土層へのあられれ方は、量的に多い少ないはあるが、ブロッ

ク状に入っているか粒状になって混入しているかであろう。後者の人為的埋め戻しの場合、掘

り上げた土をすぐに埋める行為が必要であったとすれば、がをり多量に入っているはずである

し、又ある程度の使用期間があって廃棄された段階で埋め戻されたとすれば、表土的を黒褐色

土が多く入る場合も想定はされる。掘り上げて短時間後すぐに埋めた程の多量を黄褐色土の見

られるのは20程あるが、堆積土類型の考え方からすればレンズ状を主体としているものは、お

そらく自然的な崩落や流れ込みと推定されるので、それらを除いた10のピットは人為的に埋め

戻された可能性をもっていると考えられる。 CE50複合aピット、 CI56複合dピット、 CI

74ピ、ノト、 CH50No.1ピ、ソト、 CGO6複合bピント、 CGO3複合cと`ノト、 CG30ピ、ソト、CJ

65ピット、 DB27ピット、 DC50ピットである。断面類型でみるとA型2、 D型1、 E型3、

H型2、し型2とをっている。
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黄褐色土が自然的を壁の崩落と見られる場合、その量が非常に多いときは、壁の上半部は使

用時又は廃棄時の形をほとんどとどめていないほど変わってしまっていることが推定できる。

ただしこれらの中には掘り上げた土が開口部周辺にあり、降雨、流水等によって大量に流れ込

んできた場合も合わせて考え老ければならをいものであろう。またピソト上層部に黄褐色土が

レンズ状に存在する場合は、同様に掘り上げた土の再流入堆積があったと考えて良いと思おれ

る。その例はCFO3ピ・ソト、 DC56ビットをど17例あげることができる。

〈含有物と遺物〉 底面や堆積土中に残されていた礫、炭化物、焼土そして遺物等のあり方は

ピットの用途を推定する手がかりとをるものである。ピットの底部は砂礫層にまでとどいてい

るものが多く、従って礫が堆積土中にあるのは不自然では老いが、多量に含まれている場合は

人為的をものを考えるべきだろう。しかし、そのようをものは見られず上層一下層にまばらに

入りこんでいる場合がほとんどである。ただ礫が底面に比較的まとまって残っているのはDBO9、

CE15、 CJ50No.2±どである。意図性をもった礫の存在は認められなかった。

炭化物が多量に含まれているのは、 DC15(下)、 CJO9(全)、 DAO9(全)、 DA12(上)、 DA

21No.2(全)の5つのピソトである。このうちDA12ピットは上層に、 DC15、 CJO9は下層に多

く、 DAO9、 DA21No.2は全体的に多い。そして炭化物を多く含む部分は共通してブロック状

の堆積を示していることから、人為的を行為が想定されるが具体的には不明である。その他炭

化粒を少量ずつでも含んでいるピソトは全体の70%程あり、断面類型や堆積土類型にをんらか

の傾向性があるか調べて見たが、きわだった特徴は見られをかった。このことは旧表土層には炭

化粒がある程度含有されていた地域であったことを示していると思われる。

焼土が含まれた堆積層を持つピットは12であった。そのほとんどは上層に含まれ、流れ込み

もしくは投げ捨てと見られるものであるが、下層に存在したのはDA21No.2ピ、ソトである。そ

の量は少なく、ピット中において火を使用したとは見られず、投げ捨てと考えられる。

遺物は既述のようにほとんどが縄文土器である。遺物の出土したピットは複合しているもの

を含めて約80である。そのうち土師器、須恵器片は9つのピットから出土しているがいずれも

縄文片と混入し、個数も少をいがCI74ピットは比較的多い。石器は5つのピットから出土し

ているが1へ2点と個数は少をい。特殊を遺物として耳栓の出土を見たのはCJ59ピ・ノトと落

ち込み遺構Bのdピットの2つである。堆積土がほぼ自然堆積と見られることから墓嬢と認め

られるものではをい。

縄文土器のあり方は、破片が少量のときは埋めたての際のまざれ込み、流れこみと考えられ、

破片が多量にあった場合は人為的を投げ捨てや据え置きが、ほぼ完形品が含まれる場合は人為

的を投げ捨て、埋設、据え置き等がそれぞれ考えられる。 lへ10、又は10へ20点ほどの破片数

を出土したものが過半数を占めるが、破片数40点以上の特に多いピットは7、復元できる個体
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を出土したものは13である。底面にほぼ完形に近い深鉢を出土しているのはCH12No.2ビット、

CH18No.2ピット、 CH50No.1tiソト、 CJO3No.1ピット、 DBO3複合Cピットの5基である

が、これらはすべて横倒しと在ったもので、正位又は逆位に埋められた様相はをい。置かれて

いて埋没の段階で倒れたのか、投げ捨てられたかのどちらかであろう。

土器破片を敷きつめるとか、並べた形跡はどのピットにも見られなかった。また土器ばかり

大量に入っているというものもをい。本遺跡のビットの遺物は自然的を落ち込みと埋め戻しに

よるまざれ込み、一時的を投げ捨てによるものであろう。

遺物はピットの設営期を求める手がかりとなる。上層部出土のものは後世の撹乱が及ぶこと

が考えられ、また少量の破片ではまざれ込み、流れ込みの可能性があり、結局復元個体を下層

にもつものをその土器の時期に使用されたピットと推定した。それが既述の5ピットで土器の

形態から後期初頭に位置づけられる。また後期の土器を少しでも含んでいたピットは27、その

他は時期比定のできをい縄文土器出土であるし、中期土器片は13のピットからである。それら

の遺物を出土した80基のピットのうち、断面形の明確をピットについて、規模、断面類型にお

ける傾向性は時期別に顕著をあらわれ方はしなかった。数量的を把握ではその限界性を問われ

るが、出土層位や量から見て、多くのピ・ソトは後期初頭につくられたと推定される。

〈断面形とその崩落について〉 ピソトの平面形と断面形は使用時又は廃棄時の形態をそのま

ま残している場合と埋没過程における崩落や崩壊によって元の形をとどめていをい場合とが考

えられる。前者の場合に廃棄後の埋没がはやかったことであり、人為的を埋め戻しや短時間に

おける大量の流入堆積によってピット内部が堆積土によって充たされた状態にあったことが推

定される。とすればそのようを堆積土を示すピットが元の形をとどめている可能性が高いと思

おれる。既述の堆積土類型の考え方から見ると、類型c型、 d型、 e型を持つものがそれにあ

たる。

一方埋没過程で崩落があり、元の形をとどめている可能性の低いものは堆積土類型a型、 b

型をもつものであろうと考えられる。そのために断面形と堆積土類型を対応させてみたのが第

11表である。数字はその欄にあたるピ、ノトの個数である。

この表から、各断面形に対応する類型を見てみた。細分のため個数は少なくなっているが、

全体的を傾向性は次のように在る。

断面形A型、 C型、 E型、 F型は堆積土a、 b型とdへe型がほぼ半々の比率と在っている。

また断面形B型、 D型、 H型、 I型は堆積土a、 b型に比べ、 d-e型が非常に少ない。また

G型やJ型においてはdへe型の方が多い。このことから埋没前の元の形を残している可能性

の最も高いのはG型、 J型、残していないものはB型、 D型、 H型、 I型、半々ぐらいとみら

れるのがA型、 C型、 E型、 F型と在る。
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推紳士 断面 
a,型 a,型 a3型 a.型 a5型 a。型 b型 c,型 c̃型 d,型 d2型 d3型 e,型 e2型 e3型 e.型 計 

A型 3 0 0 0 1 0 l 0 l 3 0 l 0 1 0 0 1l 

B型 3 4 3 0 2 0 0 1 2 0 l 0 0 0 l 0 17 

C型 6 0 2 2 l 0 0 0 l 4 2 0 3 0 1 0 22 

D型 1 2 2 1 3 0 0 1 1 2 0 0 0 l 0 0 14 

E型 1 1 3 1 0 0 0 0 0 3 l l 2 0 0 0 13 

F型 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 2 

G型 0 0 0 0 0 l 0 0 l 0 2 0 0 0 0 0 4 

H型 0 0 0 2 1 0 2 1 1 0 0 1 0 0 0 0 8 

I型 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 

J型 0 0 0 0 0 0 0 0 l 0 0 1 0 0 0 0 2 

K型 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 2 

し型 2 0 1 2 2 0 0 l 5 1 3 0 0 0 0 0 17 

表11表 断面形と堆積土類型の対応

次に崩落土(黄褐色土)の含有量から考えられるのは、堆積土中にその含有量が少ないもの

は大きを崩落がをかったことに結びつくし、多いものは崩落がはげしかったかもしくは掘り上

げた土(地山の土)の再流入堆積が多かったということである。従って堆積土がaへC型にあ

っても黄褐色土の混入が少ないものは、元の形から大きくは変れっていをい断面形を呈してお

り、多いものはその逆として見られる。そこで堆積土中における黄褐色土の含有量が多いピッ

トを堆積土aへC型の中から抽出すると次のように在る。 ( )内は堆積土類型。

断面A型-CHO3(b)、 C工O9(al)、 CJ65(c2)、 DDO3No.2(a5)

ク
B型-DB24複合a(c2)、 DC24tiノト(a5)、 DC59(a.)

〃 C型-CE18(a3)、 CG27(a,)、 DD12(a。)

ク D型-CF30(as)、 CI56複合d(c2)、 DB53(a5)、 DC30(a4)

ケ E型-CC50(a3)、 CH12No.2(a,)、 CJO3No.2(a.)、 DD24(a3)、 DB59(a2)

ケ H型-CGO6複合b(c2)、 CJO9(a5)

各断面形の堆積土a-C型を呈するものから、上記のピットを除いたものは、崩落土が少を

かったと見られ、元の形から大きく変形はしていをいものととらえる。そのようにして、これ

までの結果を表で示すと第12表のようにまとめられる。

堆碩土
断面形 A B C D E F G H I J 

⑦a「C,型(黄褐色土が多い) 4 3 3 4 5 0 0 2 0 0 

(○a--C,型(黄褐色土が少か、) 2 12 9 7 1 l 2 5 2 1 

(∋dlへe型 5 2 10 3 7 1 2 1 0 1 

第12表
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下軸ま本来的など、ノトの形態から想定される崩落(崩壊)後の断面形である。
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第61図 断面形の推移の想定

上記の崩落による断面形の変化を第12表の数量と合わせてその分析をしてみると次のようを

考え方、本来のピットの形についての示唆を与えてくれると思われる。

OA型は元の形と見られるのは⑦の5基、変化の少をかった、つまり元々の形がA型やB型で

あったのは①の2基、 C型へJ型であったのが大きく崩落した結果と見られるのが⑦の4基と

推定される。次にB型は、元の形と見られるのは⑦の2基であり、元々の形がC、 D、 E型と

推定されるのが①の12基、そして大きく変化した結果、つまりH型やI型やJ型からB型にな

ったと見られるのが⑦の3基というように考えることができる。

○同様にしてC-J型についても検討してゆくと、崩れる前の元の形として推定されてその個

数が増加してゆくのは断面D型へJ型であり、特にH型、 I型、 J型は現存する個数よりもか

なり増えると思おれる。

○このようを分析から、埋没前の元々の形がA型やB型であったと推定される個数は、 A型の

①十⑦の7基とB型の⑦2基、合計9基だけとなり、その他は近似したものも含めたフラスコ

形と看る。検出された断面形を見るとビーカー形(A+B)28、フラスコ形近似(C+D十E十

F+G+H+I+J)67、鍋底形は2とをっていた(→104p)、つまりフラスコ形近似のものが、

し型を除いた全体の70%であった。しかし埋没前の形態を分析してみた結果、ビーカー形9、

フラスコ形近似86、鍋底形2と在り、フラスコ形近似のものは全体の約90%とをる。本遺跡の

大型ビットの設営時の断面形はフラスコ形又はそれに近似のものがほとんどであったといえる。

〈複合型一断面」型について〉 断面形し型としたグループは、 2基のピントが重複している

ようを二重円構造ものとして一括している。重複しているものを除けば、単独でその形であっ

た可能性をもつ。し型の中で重複していか、ことが明確をものを抽出すると、 62図のアに

あたるピ、ソトはCGO3複合a、CH77、 DB18、 DCO9、 DC15、図のイにあたるtiソトはCE

30、 CGO6複合a、 DA18、 DBO3No.1である。また1個の単独のピソト(断面A-J型)で
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(∋◎
あったものが、崩れて断面L型を呈していると思われるのがCI62No.2とD

B12複合aの2基である。その他は重複していると見られるものである。断 \->/ \-/

面し型が本来鵬ピットの形態のひとつとしてあったかどうかは結論づけで亡≡]ロコ

き老いが少をくとも埋没の段階では9基ほどあったと推定できる。底面にお 第62図

げろ比較的大きをピソト状の掘り込みがどんを用途や意図をもっていたかは不明である。

〈底面の小ピットについて〉 底面に小ビット状の凹みを有しているものは20基である。その

位置はほとんどが底面のほぼ中央にあたる。径30cm程で深さは15cm前後のものが多く、しかも

柱穴様に明確かトtiソトは、 CJ50No.1とDAO6E`ノトの2基に見られるだけで大部分はゆ

るく凹んだ形状である。

小ビットを有するものに一定の傾向性があるか、規模、断面形等で調べてみたが特に兄い出

せなかった。ビット内の水取り穴的を用途は考えられるが、柱穴としては浅いため認めがたい○

が、支え棒的なものをたてるためとは見ることができるだろう。

〈大型ピットの分布傾向〉 全体的を密集度から見ればCI区へDC区にわたる地域に多く集

まっている。断面形や規模毎の分布に一定の傾向はなく全域に混在した様相を示している。

後期の土器の出土するピソトは比較的西側地域に、中期の土器はC区全域にという傾向性は

あるが、時期比定できれ、土器の出土も多く、土器による時期別の編在性は肥えられ初、った○

②大型ピットの用途・性格

各地で発見されるフラスコ形(袋状)ビットやビーカー形ピントをどの土嬢は、種々の説が

唱えられているが、近年の資料の増加からほぼ植物質食料、種子や堅果類の貯蔵施設という用

途が一般的であったと推定されている。そして二次的を転用として墓嬢や捨て場に利用され、

また特殊をものとして「ねぐら」、 「陥し穴」等が考えられている。東日本でフラスコ形ビット類

似の小竪穴が前期末一後期初頭の時期で特に中期に盛行したと認められるという。

大規模を発掘により県内においても多くのフラスコ形ビットが検出され、そのあり方は上記

の推定を裏づけているとともに、地域的を特殊性も示しつつある。県内で大型ピソトが多数検
(注4) (注5) (注6)

出された遺跡としては西田遺跡(130基)、繋Ⅲ追跡(フラスコ50基)、湯沢遺跡(187基)、天神
(注7) (注8)

ヶ丘遺跡(調査は4基だが束区に確認されたもの160基以上)、長者屋敷遺跡(245基以上)、川

向Ⅲ遺跡(67基)、鳩剛奇遺跡(200基以上)などがあげられる。いずれも隣接する住居跡群とと

もに機能したであろうと推定されている。

本遺跡の場合、検出された住居跡は中期の1棟のみであり、これだけ多くのピソトを設営す

るに足る住居跡群は落ち込み遺構B内域か、もしくは調査区外の東、西域に求めかすれば在ら

れ、。しかしその機能、用途面から住居跡1棟につきどのくらいのピソトが必要であったか現
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段階では明らかでなく、必ずしも大型ピットの数に比例した住居跡数は求めなくても良いもの

であろう。出土遺物は中期と後期にれたり重複がある。とすれば同時期に機能していた数はこ

の何分の一かこ減少して肥えかすればをらをい。それでもをお同一区域にこれだけ集まって存

在していることは用途推定の一つの論拠であろう。

一方大型ピットの分布状況からみれば、既述の遺跡の多くは住居区域内もしくは隣接する形

であるが、本遺跡の場合CA12住居跡以外は住居跡が検出されなかったことにより住居跡区域

と30-50m以上の距離をもって作られていたと見ることができる。

次に堆積土の様子から空洞のまま放置され自然に埋没したと考えられるものが多く、また人

為的な埋め戻しが主と見られる場合も上部まで充鎖されたと思われるものは少をい。これは空

洞のまま使用され、また放置されてしまったビットが大部分であったことを意味している。

遺物については、土器を出土したのは約半数で その多くは破片数20点未満であり、埋納や

付設をどの意図性のうかがれせるものは非常に少なかった。

また一般的を形態を要約すれば、円形プランを持ち断面やや末広がりのフラスコ形近似の形

を呈し、底径130cm、深さ110cm程の平均値を示している。

以上の形態とあり方を総合すれば大型ピットの用途は貯蔵穴であると考えるのが妥当であろ

う。集落に近接したこれらの貯蔵穴が原始共同体の中でどのようを規制のものにつくられたの

か、自然環境や生業的な側面から今後さらに追求されるべき課題である。

(注1) 昭和56年度考古学協会(埼玉県宇部富市)で袋状ピントについて各地域の発表があった。

(注2) 草間俊一「日本原始時代の生活についての一考察」岩手地方史の研究(1969年)

(注3) 堀越正行「小竪穴考」一史観-

(注4) 岩手県文化財調査報告書第56集(55年)

(注5) 岩手県埋文センター報告書第13集(53年)

(注6) 岩手県埋文センター報告書籍2集(52年)

(注7) 天神ヶ丘追跡調査報告 大迫町教育委員会(49年)

(注8) 岩手県埋文センター報告書第12集と第20集(55年と56年)

(注9) 岩手県埋文センター現地説明会資料

(注10) 岩手県文化財調査報告書第70集(57年)
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(8)まとめ

縄文時代の遺構として多数検出された大型ピ、ソトは貯蔵穴と考えられる。しかしこれら多く

の中に少数ではあるが復元可能な土器や耳栓状土製品を出土したものが見られたし、形態的に

は複合型(二重円構造)のものや底面に小ピ、ソト状の凹みをもつものがある。また円礫を上面

や底面にもつものもある。これらについては二次的を転用か機能に付随したものか等の吟味が

必要であったが、個々の性格づけには資料も不充分であり不明としてとどめざるを得をかった。

遺物は縄文中期初頭一後期前半にわたる土器が出土し、住居跡やピ、ソトの出土状況から土器

組成の一端を示す資料が得られた。また特殊なものに子安貝状土製品があげられる。これは落

ち込み遺構B内の南半部から検出された。子安貝は別名ハチジョウダカラ貝と呼ばれ、高さ8

へ9cmぐらいになる腹足類に属する巻貝で種子島付近から熱帯地方にかけて分布する南方産の

ものである。女性を表象したその形から生殖力、豊熟が連想され、古来から安産、呪術的目的

に使用されていたという。フランスのマドレーヌ文化期(旧石器)、エジプト、スキタイ人の古

墳、中国の墳墓などから子安貝又はその模造品が出土しており、日本においても岩手県大波市

末崎町細浦貝塚、千葉県市川市柏井町姥山貝塚をどから発見され、古くから宝物や安産のお守

りとして使用されていたらしい。以上は世界大百科事典(平凡社1971年)の記述の要約である。

これらのことから本遺跡における土製品もその日的、用途は安産又は呪術的なものに使用さ

れたものと推定される。出土した地点の落ち込み遺構Bの商学部はそうすると何らかの埋葬、

墳墓、祭祀の場に結びつけられる可能性を示唆しているが、既述のようにその検出状況は必ず

しも明確でなかった。

縄文時代に関わる遺構は、旧河道をのぞむ低位段丘の縁辺に存在し、古代の遺構群や後世の

宅地等で部分的に撹乱があり、そのため検出状況に不明確な面が少をからずみられた。また地

形的には洪水等の自然営力の影響もあったことが推測され得る。それら不明の点も含めて、大

型ピ・ソトや小ピソト類、溝状ピソト、竪穴住居跡等の遺跡全体としての規模や性格は、調査区

外の東及び西域のこれからの調査によって、その全貌が把握されるべきであろう。
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2 弥生時代の遺物

CH74住居跡の埋土中から、下図の1個体のみ出土した。頚部すぼまり童形の器形と思われる

が多数の細片に分かれてしまっており、胴下半部の形は不明である。口径、器高等の計測も不

可能であったが器厚は5へ6mmの中型のもので、破片量からみて3分のl程残存している。

施文には口頚部無文地に、角のある細い棒状工具によって平行沈線の連続山形文(又は弧状)

をめぐらし、胴部は細い撚糸文を地文としている。にぷい黄褐色の色調を呈し、焼成は軟弱で

ある。口縁部片の一部からみて口唇部には低い小さな山形の突起があったらしい。
(注1)

洗練文や口縁部の突起、撚糸文をどから弥生後期末の天王山式系統の土器と思おれる。類似
(注2)

した土器は紫波町境館遺跡で出土している。

弥生時代のものと認められる遺構は検出されをかった。

(注l) 「東北南部の弥生式土器編年」中村五郎 東北考古学の諸問題 昭51年

(注2) 岩手県文化財調査報告書第52集(昭55年)
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第63図 弥生式土器拓影図(1 /3)
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3.古代の遺構と遺物

(1)竪穴住居跡とその出土遺物

①cH74竪穴住居跡(第64図)

〔遺構の確認〕 段丘の南端近く、 C調査区の東端の地山面で検出したものである。この住居

跡は完全を形としては最も東に寄った地区で検出されたものである。

〔重複〕 床面下中央よりやゝ西にCH74ピットが存在し、北壁がCH71ピットを、そして、

南西隅ではそれぞれ西、南壁が、南東隅では、南、東壁がCI 71ピット、 CH77ピットを切っ

て構築されている。

〔平面形・規模〕 平面形は、隅のやゝ丸い正方形で、規模は長軸(東西)約4.5m、短軸(南

北)約4.4mである。床面積は約19.8正である。なお、南、北壁の中点を結ぶ細線はN-16」

Wとやゝ西に偏している。

〔堆積土〕 4層観察されたがⅢ層に大別できる。 I層は黒褐色の腐植土で壁際を除く住居全

域に広がり一部を除き床面には達していない。をお、上部には粉状パミス(火山灰)の小ブロ

ックが含まれている。 Ⅱ層は黒褐色のシルトで、ほぼ中央の床面に堆積しているもので多量の

炭化物を含んでいる。 Ⅲ層はやはり同質のシルトで壁際より中央に向って流れ込むようを形で

堆積しており、多量の焼土、炭化物を含むものである。

〔壁〕 地山をそのまゝ壁としているもので、南壁を除き比較的鋭い立ち上りを呈している。

残存状況は、最も良好な北壁で約30cmを計る。

〔床〕 床面は地山のシルトを掘り下げ、厚さ数cmの貼り床を施しているものであり、平坦で

良くしまっている。床面には「コの字」 (40×40cm)状を呈する炭化材(ナラ、セン)の他、

多量の炭化材が中央附近を中心にして散在していた。 (図版17)散在の仕方は放射状というよ

りはむしろブロック状に点在しているようを形で検出されたものである。その他、人頭大の川

原石が4個点在していた。

〔柱穴〕 床面上から柱穴とみられるピットは検出されをかった。

〔カマド〕 カマドと考えられる施設は存在していをい。

〔その他の施設〕 同港、貯蔵穴状ピ、ノト等の施設は認められ老い。

〔年代決定資料〕 住居の構築及び使用等の年代を決定する資料は、床面出土の土師器がある。

土師器 完形品、復元可能をものを含め実測したものは鉢形土器1点 壷(柑)形土器2点

である。いずれも製作に降しロクロ未使用のものである。

鉢(第65図1) 底部から口緑部にかけてやゝ内湾気味に直立しているもので、底部は平底

で底緑に張り出しがみられる。器面調整は、口緑部近くは内外面ともにヨコナデ、休部外面は

下半がハケメ後へラミガキ、他はハケメであり、内面はハケメで底面部分にはケズリとみられ
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大別 層 土 色 土 性 備 考 

I 

1 10YR2/2黒褐色 腐 植 土 上部に粉状パミス、炭化物多量に含む 

1′ 10YR2/2 褐色 腐 植 土 炭化物少址含む 

Ⅱ 2 10YR2/2 補色 シ ル ト 炭化物多田、焼上擦を少址含む 

Ⅲ 

3 10YR2/3黒的色 シ ル ト 炭化物、焼土を多址に含む 
4 10YR3/3黒的色 シ ル ト 

第64図 CH74住竪穴住居跡

る調整痕が認められる。底部外面はへラケズリされている。胎土、焼成とも不良である。

壷(柑) (第65図2 ・ 3) (2)は、胴部はそろばん球状を呈し、休部高に比べ口緑高の高い

やゝ直立内湾気味の単純口緑を有する柑形土器である。なお、底部中央はやゝヘコミをもって

いる。器面調整は、口緑部外面がヨコナデ、ミガキ、内面は一部ハケメがみられるがヨコナデ、

ヘラミガキが施されている。又、内面はナデが施されている。底部はへラケズリである。 (3)は、
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出土遺物観察表

三溝一二塁ミ
⑥

O
調

い
‖
‖

番 号 
出土屈性 檀 別 

調 整 
庭 面 詳∴稿 日∴徒 体∴経 碇∴径 分敬語号 

外 面 困∴∴∴∴面 

1 球 面 土師器(鉢) 
ヨコナラ′像 

ハケメ後ヨコナデ ヘラケズi′ 7.1 13.7 6.7 

2 味 面 土師赫(柑) ヨコナラ′・ヘラミガキ 
ヨコナラ′ 

ヘラケズi) 10.7 11.4 10.0 3.6 BI 

3 味 面 土師絡(柑) ヘラ ミガキ・ヘラケズリ (5.1) 7.9 3.3 B 

4 堆轍土 土師赫(登) ミガキ ナテ′ (11.4) (18.6) 

5 住居内Pi章(上面) 土師詮(高上ネ) ミガキ・ハケメ ヨコナチ・ミガキ (4.6) (11.7) 

6 住居内Pil(上面) 土師器(高林脚部) ケズリ ナチ (2.3) 

7 椎榊土 土師蕾(童形) ミガキ ヨつナチ・ハケメ (4.8) 7.5 

第65図 〇H74竪穴住居跡出土遺物

底部が欠失しているが小形の壷(肘)形土器とみられるもので底部は約0.8cmもの上げ底に怠っ

ている。器面調整をみると外面は底部近くに下から上へのヘラケズリが認められる他はヘラミ

ガキ、内面は、ヨコナデ、ナデツケである。

〔堆積土出土遺物〕 巻末の第 表(以下別表と略す)の如く堆積土中より土師器、須恵器、

弥生土器、縄文土器の破片が出土している。そのうち実測出来たものは4点である。

土師器 いずれも製作に際しロクロ未使用のものである。

壷(増) (第65図4 ・ 7) (4)は底部が丸底で、休部が楕円形に近い形状を呈するものであ
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り又、 (7)は底部が平底に近いやはり壷(柑)形土器の一部である。器面調整は、外面7は単位

不明(4)はへラミガキ、内面(4)はナデ、 (7)はハケメが施されている。

杯(第65図5 ・ 6) (5)は、高杯の軍部と思われる内湾気味に立ち上る口緑部の破片、 (6)は

高杯の脚部とみられるものゝ破片である。器面調整は、前者は下半にわずかにハケメが認めら

れ他はヘラミガキ、内面はヨコナデ後へラミガキ、後者は、外面はヘラケズリー部ミガキ内面

はナデである。

弥生土器、住居南東部を中心に出土したもので、口緑に弧状洗練、山形状沈線が認められる

ものである。 (第63図)又、休部破片は細かい撚糸文の施されているものである。 (詳細は弥

生の項参照)

その他、縄文土器片は摩滅の著しい休部破片とアンベラ底の底部の破片である。

(りDA62竪穴住居跡(第66図)

〔遺構の確認〕段丘の南端D調査区、 CH74竪穴住居跡の北西約10mの地点の地山面で検出

されたものである。

〔重複〕 住居のほぼ中央床面下にDB65ピットが存在し、北側はDA65ピ、ソトを東側ではD

B65ピ、ノトをそれぞれ切って壁が構築されたものである。

〔平面形・規模〕平面形は方形を呈しており、規模は長軸(南北)約5.1m、短軸(東西)

約4.3mである。床面積は、約22.1証で、南、北壁の中点を結ぶ軸線はN-430-Wである。

〔堆積土〕 2層観察された。 1層は暗褐色の腐植質土で住居内全域に堆積しており床面には

達していない。 2層は黒褐色のシルトで床面上で約6cmの高さでもって全域にわたって堆積し

ている。南北の断面にしか観察できをいが2層上には両端に石が存在する幅約30cmの焼土断面

が観察され、この層は生活層ということも考えられる。

〔壁〕 地山を壁としているもので東壁が鋭い立ち上りを呈しているのに対して他の壁は比較

的綾かを立ち上りである。残存状況は最も良好を東壁で約26cmを計る。

〔床〕地山をそのまま床としており全般に平坦である。特に貼り床の痕跡は認められれ、。

〔柱穴〕 床面上から柱穴とみられるピ、ソトは検出されていをい。

〔カマド〕 カマドと考えられる施設は存在していをい。

〔その他の施設〕 認められない。

〔年代決定資料〕住居の構築及び使用等の年代を決定する資料は、床面より出土の土師器がある。

土師器 完形品、復元可能をものを含め実測したものは鉢形土器1点、高林1点、蛮形(球

胴)土器l点である。いずれも製作に際し、ロクロ未使用のものである。

鉢(第67図1)休部はねずかに内湾気味に立ち上り、口緑部がやゝ外傾する鉢形である。

底部は平底である。器面調整は口緑部は内外面ともにハケメ、ヨコナデ、休部外面はヘラケズ
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対へ謹∴∴∴巾 A’7l, 100m

層 土 色 土 性 備 考 

l 10YR 3/2暗褐色 腐 植 土 木根、小礫を含む 

2 10YR 2/3黒褐色 シ ル ト 炭化物、焼土をねずかに含む 

第66図 DA62竪穴住居跡

り、内面はヘラナデ後へラケズリである。底部は手持ちへラケズリがをされている。

高杯(第67図2) 口緑部の上半は欠失しているが軍部と脚部より成る。軍部は、林部上半

と下半の接合部に角がつくものであり、軍部上半は直線的に外傾しているものである。脚部は

柱状部と裾部に分けられるが全体的にふくらみをもった逆台形状を呈し、裾部は大きく外反し

て開くものである。器面調整は、軍部についてみると、上半は内外面ともにハケメ後へラミガ

キが施され、外面下半部には、軍部と脚部を接合した時のへラケズリがハケメ痕の後にみられ

る。次に、脚部外面は、ていねいなヘラミガキ、内面には、シポリ目がみられ、裾部外面には

ハケメ後部分的なヘラミガキ、縁辺にはヨコナデがみられる。内面はヨコナデである。をお、こ
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出土遺物観察表

番 ナナ 

出土職位 櫨 別 
調 整 

底 面 醤∴塙 口 径 体∴径 暖∴役 分郊番号 
外 面 内 面 

1 床 面 土師蕩(鉢) ヨコナチ・ヘラケズ1′ 
ヨブナテ′ ヘラナチ後へラケズIl 

手

持 へラケズi) 

9.1 12.6 5.4 

2 味 面 土師器(高率) ヘラミガキ 
ヘラミガキ(坤) シポi)メ(脚部) 

(14.8) 

(脚部商) 10.7 

15.4 A 

3 鷹 面 土師静(登) 
ヘラミガキ ヘラミガキ・ヘワケズil ヨコナチへラミガキ ヘラケズリヘラナチ 

不 明 26.1 18.5 26,2 7.0 A-11al 

4 堆榊土 土師湯(轟) ヘラミガキ ヘラミガキ (3.5) (17.6) 

第67図 DA62竪穴住居跡出土遺物
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の高杯は、軍部と脚部と別個に製作し、ソケット様に差込み接合したものと思われる。

棄(球胴) (第67図3) 口緑部が直線的に直立しているもので体部の最大径が下半に位置

する下ぶくれ状のものである。器面調整は口緑部の内外面は、口唇部近くはヨコナデ、他はヘ

ラミガキ、休部外面は、下半がヘラケズリ、他はヘラミガキ、内面の上半はヘラケズリ下半ば

へラナデである。底部は、中央部がやゝへこみを有しているもので、調整は磨滅のため不明で

ある。

〔堆積土出土遺物〕 別表のごとく堆積土中より多量の土師器片の他少量の須恵器、縄文土器

片を出土している。実測したものは土師器1点のみである。 (第67図4)は、内外面にハケメ

後ミガキのみられる口緑部の破片である。その他、土師器の破片は、ハケメ痕が明瞭をものが

若干認められるが、他は摩滅のため技法的には不明なものがあり胎土、焼成、色調等よりみる

と明かに当住居跡床面出土のものとは異るものである。又縄文土器片は、摩滅が著しく原体の

痕がかろうじて判明するものが二、三片存在するのみである。

(りc J50竪穴住居跡(第68図)

〔遺構の確認〕 段丘の南端近く、 DA62竪穴住居跡の西約7mの地点、大半がD調査区にか

かる位置で検出されたものである。

〔重複〕 床面下ほぼ中央には、 DA53、 DB53ピットが南北に接するようを形で存在し、又

北西隅近くには、床面下より住居外にかけてDA50ピットがあり、西壁がその一部を切って構

築されている。これらのピットはいずれも縄文時代に属するとみられるものである。

〔平面形・規模〕 平面形は隅のやゝ丸い正方形で、規模は長軸(南北)約5.40m、短軸(東西)

約5.20mである。床面積は約2.80正である。南、北壁の中点を結ぶ軸線はN-62-Wである。

〔堆積土〕 住居内の堆積土は残りが良くなくl層のみであり、一部堆積土が欠失してみられ

ない部分も存在する。黒褐色のシルトで炭化物、焼土を含むものである。

〔壁〕 地山をそのまゝ壁としているもので、最も残存状況の良好を北壁で約20cmである。他

は皿状にわずかに確認されたのみである。又、北壁の一部と南東隅の壁面は削平のため確認さ

れなかった。

〔床〕 地山をそのまゝ床面としているもので比較的平把である。床面中央やゝ西寄りには人

頭大の石3個が点在し、そのそばには径約35cm前後、深さ約6cmの皿状のピットが存在した。

このピットと3個の川原石の関係は明確ではない。又、この川原石のすぐ北、丁度、 DA53ピ

ットの上面にあたる床面には、径約90×110cmの楕円状に炭化物が特に多く散在していた。そ

の他貼り床等は認められをい。

〔柱穴〕 床面上から柱穴とみられるピ、ノトは検出されをかった。

〔カマド〕 カマドとみられる施設は存在していをい。
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土 色 筋 考

10YR2/2 照褐色 土師器片、炭化物を少盤含む

第68図 CJ50竪穴住居跡

〔その他の施設〕東壁中央附近に壁に接するようを形で、径約80cm、深さ約40。mの深鉢状の

ピットが存在した。堆積土は、主として黒褐色のシルトで数片の土師器片が出土している。

性格的には不明である。

〔年代決定資料〕住居の構築及び使用の年代を決定する資料は、床面より出土の土師器がある。

土師器 完形品、復元可能をものを含め実測したものは壷2点、高林の軍部1点である。い

ずれも製作に際し、ロクロ未使用のものである。

壷(第69図1 ・ 2)口緑部が外傾しているもので成形の際粘土を貼付して複合口緑をつ
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0 5 10cm

第69図 〇J50竪穴住居跡出土遺物

くり出し、複合部が折り返

し状の段になっているもの

で内面にも段が巡る。休部

は最大径が中半よりやゝ下

に位置する球胴である。底

部は中央がやゝへこみ上底

風の底部をつくり出してい

る。下半には特にスス状の

ものゝ附着が認められる。

器面調整は、 (1)は口緑部か

ら頭部にかけてはハケメ痕

が残っているが丁寧をヘラ

ミガキであり、内面上半は

胴部の壁に沿ってヨコナデ

が施され、下半は底部に向

って縦方向のハケメが施さ

れているのが観察される。

(2)、も同じく複合口緑の壷

の口緑部で器形的には( l )

よりやゝ大きいが(1)とほ

とんど同じものと推定され

るものである。器面調整は

内外面ともヘラミガキされ、

外面に未が塗られている。

出土遺物観察表 

宿 ′子 

出土楠位 郎∴∴別 
劇 鮮 

施∴面 嵩 高 【l 絡 体∴経 碇∴経 分朗拒号 
外∴∴∴∴南 困∴∴∴∴庶 

1 昧 面 土師器(・登) パケメ後・ヘラミガキ 
ヨコナチミガキ・ヨコナナ i 

上げ収風 24.7 15.3 21.6 了.8 A 

2 昧∴範 土師器(窪) ミサキ(朱壷〉 ミサキ I (4.0〉 (2し.2) A 

3 時∴面 土師器(高上有 
十ヶメ後へラミガキ 

ハケメ榛へラミガキ(i月 

朱∴浴 
(6.9〉 

車5) i 上i 

高杯(第69図3)脚部が欠失しており軍部のみである。杯部上半と下半の接合部に角のつ

くもので、上半部は直線的に外傾しているものである。器面調整は、外面がハケメ後へラミガ

キ、内面はへラミガキが施されたものゝようであるが単位は不明であり、一部ハケメ痕が認め

られる。なお、口緑部内面は朱塗りされているものである。
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(①JGO6竪穴住居跡(第70図-1 ・2)

〔遺構の確認〕 調査区の最南端地域にあたる自然堤防上のJ調査区のほぼ中央附近、東西に

走る村道脇の地山面でその一部が村道にかかる状態で検出されたものである。

〔重複〕 認められない。

〔平面形・規模〕 平面形は方形である。規模は、長軸(東西)約6.5m、短軸(南北)約5.9

mであり、床面積は約38.4証である。なお面壁と北壁の中点を結ぶ軸線はN-17O-Wである。

〔堆積土〕 細かく観察すると4層に分けられるが、 Ⅱ層に大別される。 I層は黒色の腐植土

で住居のほぼ全域を覆い、床面には達していか、。 Ⅱ層は、黒褐色のシルトで主として壁際よ

り中央に向って床面士に薄く堆積しているものである。

〔壁〕 地山をそのまゝ壁としているものでほぼ垂直に近い立ち上りを呈している。残存状

態は最も良好な四壁で約25cmである。

〔床〕 床面は、ほぼ平祖で良くしまっている。特に貼り床は認められれ、。

〔柱穴〕 床面上より柱穴と思おれるピ、ノトが6個検出されている。そのうち、 P-へP。は住

居内の対角線上に位置し、径30-40cm、深さは約40cmの規模のものである。又、その副刺に位

置するP5、 P6も類似の規模を有するピ、ノトである。これらは、配置の状況、規模等から柱穴と

考えられるものであり、前期の2個についても途中における建て替え或は拡張等が行おれたこ

とを何れせるものである。

〔カマド〕 北壁のほぼ中央に付設されている。燃焼部は焚口都が「八の字」状に開き奥がせ

まくなっている。両側壁はシルトで構築され外側は土師器の饗の破片で補強されている。又、

焚口の両側には立石(川原石)があり更には、かすロに使用されたとみられる楕円状の川原石

が焚口前に存在した。燃焼部底面からは支脚に使用したと思われる小輩が出土している。 (第

71図12) 煙道は、燃焼部より特に段差もなく堂外にトンネル状にのびている。長さは約70

Cm、径約30cmである。煙出部には特に掘り込みは認められない。カマド方向の軸線はN-8O-

Wである。

〔その他の施設〕床面上からは柱穴以外に特に施設らしきものは検出されなかった。ただ、

床面上に径10へ30cmほどの川原石が多数存在した。

〔年代決定資料〕住居の構築及び使用等の年代を決定する資料は、カマド周辺の床面や燃焼

部内より出土した土師器がある。

土師器 完形品、復元可能をものを含めて実測したものは杯3点、高刺郡部2点、蛮5点、

領2点がある。いずれもロクロ未使用のものである。

士不(第71図1 ・ 2 ・ 4)底部形態はいずれも丸底、あるいは丸底と推定されるもので(1)は

目線部がやゝ外皮気味に立ち上り口唇部でれずかこ直立するもので口緑部下端には軽い段を形
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堆積土(Pl-P6)

土 色

75YR3/4 時的色

10YR3/4 昭的色

75YR3/4 時的色

小蝶を若手含む

径5m強の樵が多iltに混入

2楯と旗似、黒色土のプロ/ク混入

第70-1図 JGO6竪穴住居跡
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堆積土(カマド・煙道部)

0 1m

I i - i I

郎 土 色 土 性 筒 考 

1 10YR2/3 黒褐色 シ ル ト 他山より照いが類似 

2 10YR2/2 黙褐色 シ ル ト 炭化物を多址に含む 

3 5YR3/1黙袖色 秒∴質 土 炭化物を若干含む 

4 5YR2/1窯榔色 ク ロボク 

5 10YR2/2 照脚色 シ ル ト 炭化物を若干含む 

6 7.5YR3/3 鴫的色 シ ル ト 

7 7.5YR2/2 黒褐色 シ ル ト 焼土を緻蚊に含む 

8 5YR3/3 晴赤褐色 シ ル ト 棋士、勲で硬く在っている 

9 10YR3/2 照褐色 シ ル ト 焼土、ブロック含む、接乱つよい 

10 7.5YR4/4 袖 色 シ ル ト 焼土 

第70-2図 JGO6竪穴住居跡

成している。又対応する内面にも軽いくびれがみられる。内外面へラミガキ、内面は黒色処理

されている。 (2)は、底部より緩かに外反し口緑部に至るもので段は認められない。口唇部近く

はヨコナデ他は内外面ともにへラミガキがされている。底部は摩滅剥落のため小さを穴が多く

存在する。 (3)は外傾気味に立ち上る口緑部を有し外面に軽い段が認められる。内外面ともにへ

ラミガキである。底部は不明。

高杯(第71図6 ・ 7) いずれも裾部が比較的強く外反している嵩高の底い脚部である。(7)

は剥離面を観察すると台状の脚部に杯の底部をのせ底部の粘土を下方へ引出し脚部と接合させ

その上を調整している。なお、脚部の内側への粘土の充填はみられない。内外面の調整はいず

れもヨコナデがみられる。

大壷(第71図8へ10・ 13) (8へ10)は口緑部が外反する長胴或は、それの口緑部で、 (8)は肩

部に段を有し、胴部は下半で内湾気味にふくらみ中半はそのまゝ直線的に立ち上り頭部近くで

れずかにすぼまりをもつ最大径が口緑部とほぼ同じもので、やや下ぶくれの感じのするものであ

る。又、 (1伽まやはり下ぶくれのすると思われるものゝ上半である。調整技法は口緑部内外面は

ハケメ後ヨコナデ、胴部外面はハケメ後へラケズリ、内面は、ヘラケズリ、ハケメ等がある。

(13)は口緑部直下がやゝ直立して頭部を形成し、上半が外反する口緑部を有し、胴部は球状に膨

み最大径が胴部中央やゝ下にあるもので器形的には童形土器に近いものといえる。調整技法は、
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出土遺物観察表

番 号 

出土屈性 種 別 
調 整 

収∴∴∴噛 器∴商 口∴径 体∴径 底∴径 分類番号 

外 面 内 面 

1 床 面 土師 器(杯) ヘラミガキ・ヘラミガキ ヘラミガキ(内熟) ヘラミガキ 6.2 21,2 A教 

2 床 面 土師 器は不) ヨコナデ・ヘラミガキ ヘラミガキ(内規) 辟 滅 4,6 15.0 A. 

3 床∴∴∴∴面 土 偶i器(杯) ヨコナデ・ヘラミガキ ヘラミガキ(内隷)? (5.2) (22.2) A,I 

4 経 的 土 土師 萬(坪) ヘラミガキ ヘラミガキ(内隷) (5.5) (22.5) A書 

5 推 叔 土 ロタロ瀬 ログロ痕 回転糸切り 3.8 13.6 6.4 

6 床∴∴∴∴出 土師琵(高士不) ナチ(脚部) 4.0 10.4 

7 床∴∴∴∴面 土師器(高林) 
ヘラミガキ・ ヨコナチ(脚部) 

ヘラミガキ(脚部) (4.3) 11.5 

8 床 面 土師 萬(瑳) 
ハケメ後ヨコナチ・ ハケメ後へラケズリ ヨコナデ・ ヘラケズー)(上・一千) 

ヘラケズi) 20.7 18.9 19.2 8.4 A-Ibl 

9 床∴∴∴∴面 土師 器(痩) ハケメ後ヨコナデ ナ デ (4.5) 21.6 AI 

10 床 面 土師 器(褒) 
ハケメ後ヨコナデ・ ハケメ後へラケズリ 

ハケメ(部分)・ハケメ (14.5) 18.4 A,Ⅱbl 

11 床∴∴∴∴面 土 師 器(接) 
ヨコナチ・ ハケメ後へラケズI) 

ヨコナデヘラケズー)・ 
ヘラミガキ 

木 築∴態 14.4 16.6 7.0 A書Ibl 

12 カ マ ド 内 土帥 蓄(凌) ヘラミガキ・ヘラミガキ ヘラケズリ・不明 木 葉 頑 12.3 9.4 4.6 A.Ibl 

13 床 面 土師 器(凌) 
ヨコナチ・ ハケメ後ヨコナデ・ ハケメ後 

22.2 2l,9 22.5 8.8 A,Ⅲal 

ハケメ後へラケズリ ハケメ後へラケズi) ヘラケズリ 

14 床 面 土師 器(蝕) ヨコナチ・ヘラケズI) ヨコナデ・ヘラミガキ 7.8 20.4 5.0 B Ⅱ 

15 原∴∴∴∴面 土師 蕩(餓) 
ヨコナデ・ ハケメ後へラケズi) 

ヨコナデ・ヘラケズi) 13.0 17.7 10.0 B Ⅱ 

16 惟∴∴職 工 小 形 土 器 ヘラミガキ ヨコナデ・ヘラミガキ (7,7) (8.4) 

17 堆 散 土 小 形 土 議 ナ デ カキメ? 6.2 (7.9) (4.6) 

口緑部内外面はヨコナデ、胴部内外面はハケメ後へラケズリされている。

中萎(第71図11)肩部に軽い段を有し口緑部が直立気味にわずかこ外反し、器高に比べて

口径が大きいもので器形的には鉢型土器というものかもしれれ、。調整技法は口緑部外面はヨ

コナデ、内面はヨコナデ後一部へラミガキ、胴部外面はハケメ後へラケズl)、内面はヘラケズ

リされている。底部は木葉痕である。

小轟(第71図12)肩部に段を有し口緑部がわずかこ外傾するもので、胴部は底部よりあま

り膨みをもたずやゝ直立気味に立ち上るものである。調整技法は口緑部内外面、胴部外面は細

かいヘラケズリ胴部内面は磨滅のため技法は不明である。底部は木葉痕が認められる。

餓(第71図14・15)いずれも無慮式のものである。 (14)は、丸底で口緑部が外反し、休部と

口緑部の境に段を有する深い杯の底部に穴をあげたようなものである。底部は焼成前に穴をあ

けており軸勺に使用されたものと思われる。調整技法は口緑部外面がヨコナデ、内面はヘラミガ

キ、底部は特に調整はみられか、。なお、内薫処理されている。 (15)は、肩部に軽い段を有し、

口緑部が外反する器高に比べて口径の大きいものである。調整技法は口縁部内外面はヨコナデ、

一部へラケズリ、休部内外面はハケメ後へラミガキがをされている。焼成後に意図的に底部に

穴をあけて、領として使用したものと思おれる。

〔堆積土出土遺物〕別表の如く土師器の破片が出土している。実測したものは、杯2点、
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小型土器2点である。

土師器

杯(第71図3)口緑部が外傾気味の丸底杯である。底部との境に段を有し対応する内面に

くびれのあるものである。調整技法は、内外面ともヘラミガキ、内黒処理されたものである。

小型土器(第71図16・ 17) (16)は、口緑部が外傾し休部との境に段を有するもので一見杯の

口緑部の破片の如くであるが底径や器厚等からみて小型土器としたものである。 (l刀は、小さい

ながらも粘土紐を巻き上げ雑にナデているコップ型である。内面は黒色処理されている。調整

技法は内外面ともに雑をナデである。

赤焼き土器

杯(第71図5)製作に際しログロを使用しており、切り離しは糸切り無調整である。休部

は直線的に外傾して口緑部に至る。底部及び体部下半に黒斑が認められるものである。

その他、土師器杯の破片2片を除きいずれも右投、内面にくびれを有する内薫の破片であり、

技法は内外面ともにミガキである。聾は、長胴、球胴の破片で大半はハケメ・ミガキのもので

ある。底部は、ケズリ等何等かの調整の行われているもので木葉底は少か、。

⑤JF15竪穴住居跡(第72図〇1 ・2)

〔遺構の確認〕 J調査区の西側、 J GO6竪穴住居跡の北西約4m , J G27竪穴住居跡の束約

6mの地点の地山で確認したものである。

〔平面形・規模〕東側はやゝ隅丸であるが全体ではほぼ方形といってよい。規模は、長軸(南

北)約5・5m、短軸(東西)約5・3mであり、床面積は、約29.2正である。なお、南北壁の中点

を結ぶ軸線はN-15o-Wである。

〔堆積土〕細かく観察すると8層に分けられるが、 Ⅲ層に大別することができる。工層は、

黒色の腐植土で住居内の上面のほぼ全域を覆っているものであり、床面には達していか、。

Ⅱ層は、黒褐色土で工層の下面に堆積し、やはり床面には達していか、。 Ⅲ層は、オリーブ褐

色土を主とするもので、床面上に薄く堆積している。

〔壁〕地山をそのま、壁としているものである○北壁の東半分は撹乱のため残存状態は良く

かl。他は、比較的鋭い立ち上りを呈しており、残存状態の最も良好な西壁で約30cmを計る。

〔床〕床面は、黄色土の混じった一度掘り起した黒色土で貼り床を施しているものである。

なお、貼り床の下は砂礫層であるがカマド周辺から西にかすて高くなっている。反面、南側は

低い。そしてその砂礫層部分が壁に沿って低く掘り込まれており、これは排水のための施設とし

て掘り込まれたことも考えられる。床面には、焼土、炭化物(クリ材)が多く散在し、特に西

半に焼土の広がりが著るしい。

〔柱穴〕床面上より5個のピントが検出されたが、住居内の対角線上に位置するP,̃P。ピソ
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O 1 2m

大別 購 土 色 上 帯 個 々 

I 

1 10YR2/1 親 色 I繕髄質土 草木娘を含む 
2 10YR2/2 拭 色 I稀 舶棋 士 庚化物、娩土を含む 

Ⅱ 
3 10YR2/2 朋的色 ル ト 原化物を多く含む、小鎌多し 
4 2.5Y4/6 オIノープ㈹色 ル ト 貰色6少土、根上を多く含む 

Ⅲ 

5 10YR4/6 袖)∴色 ル ト 棉土を含む 
6 10YR4/4 榔 色 ル ト 炭化物、樵土を含む 
7 10YR5/4 にぷい賞的色 ル ト 機上が多い 
8 10YR2/1 拭程よ シ ル ト 貨色砂上がブロック状に混じる 

堆積土(P,-P.)

第72-1図 JF15竪穴住居跡
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g g

残影

堆積土(カマド・煙道部)

層 土 色 土 性 備 考 

1 10YR3/3 暗測色 シ ル ト 捕物般若手入っている 

2 10YR2/2 隷硯色 シ ル ト 焼土が若手混じる 

3 10YR2/1根調色 シ ル ト 捕物根、梶土着手混じる 

4 10YR2/1黒∴色 シ ル ト 燐」二需l二混じる 

5 2.5Y3/2 悪制色 砂∴質 土 

6 5YR6/4 にぷい憾色 シ ル ト 椀」 

7 7.5YR4/4 悶∴色 シ ル ト 質 砂上と黒土が混じる 

8 10YR2/2 隷硯色 シ ル ト 炭化物混じる 

9 7.5YR3/2 黒的色 シ ル ト 棍士君子混じる 

10 2.5YR4/4∴オi)-ブ測色 古 質∴二) 

11 2.5YR4/6 オl′-プ槻色 古 ∴買∴∴l 黒色土混じる 

第72-2図 JF15竪穴住居跡

卜が、その位置、深さ、配置等からみて柱穴と考えられるものである。規模は、径約23cm、深

さ約47cmである。

〔カマド〕 北壁ほぼ中央に付設されている。両側壁はシルトで構築され、カマド焚口部には

カマド構築の際立石や、かすロの石として使用されたとみられる楕円状の川原石が桟倒しになっ

ていた。燃焼部内の両端に支脚に用いたとみられる川原石が遺存し、土師器の破片が散在して

いた。底面は砂礫層が近いためか小礫が多く認められた。煙道は、周囲が撹乱されていたため

遺存状態は不良であるが、燃焼部より特に段差もなく堂外に約1.5mの長さで掘り抜かれており

煙出部にはビットは認められか、。煙道底面も砂礫層が近いため礫の露出の多いのが目立つ。

〔その他の施設〕 周溝は、カマド東側の北壁沿いを除き、カマドの西側から壁に沿ってまれ

っている。規模は、幅約20cm、深さは3-6cmであり北側が高く、南にまおるにつれて低くな

っている。その他、南壁沿いに径80cm、深さ15cmの皿状のど、ソト(P5)が存在する。その性格

は不明である。

〔年代決定資料〕 住居の構築及び使用の年代等を決定する資料としては、カマド内、カマド

東側の床面やその他の床面から出土した土師器がある。

土師器 完形、復元可能をものを含めて実測したものは、杯l点、蛮12点でいずれも製作に

際しロクロ未使用のものである。
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杯(第73図1) 口縁部が内湾する丸底で、体部との境に明瞭を段をもつが対応する内面に

くびれは認められない。調整は技法は内外面ともにへラミガキされ内面は黒色処理されてい

る。

大壷(第73図3へ5 ・ 8へ10・ 1lへ12) (3)は最大径が口縁部にあり口縁部が外傾気味の肩部

に段のをい長胴で下半が欠失しているものである。

調整技法は、口縁部内外面はヨコナデ、胴部外面はハケメ、内面はハケメ後へラケズリである。

(4 ・ 5)は口縁部が外反し胴部中央よりやや下付近に口縁径とほぼ同じ最大径を有する長胴で肩

部に軽い段が巡る。これらも下半が欠失している。

調整技法は、口縁部内外面をみると(4)は、ハケメ、 (5)はハケメ後ヨコナデ、胴部内外面はい

ずれもハケメ後へラケズリされている。 (10・11)は口縁部が直立外反、外反する球胴形と推定

されるものの口縁部である。

調整技法は、口縁部内外面はヨコナデ、胴部には、ハケメ後へラケズリが部分的にみられる。

(12)は球胴に近いものの胴部である。

中萎(第73図6 ・ 7) いずれも最大径が口縁部にあり、口縁部が外反し肩部に段を有する

長胴のものである。器面調整は、口縁部外面はヨコナデ、内面はヘラケズリ、胴部内面はハケ

メ後へラケズリされている。 (7)の底部は木葉痕のあるものをヘラケズリしている。

小萎(第73図13) 最大径が口縁部にあり器高が口径より小さいものである。底部より外傾

気味に口縁部に開くもので鉢型土器に入れでもよいものかもしれ老い。なお、底部が欠失して

領として使用したとも考えられるが意図的にこわしたものかどうかは不明である。調整技料は

口縁部内外面はヨコナデ、胴部内外面はハケメである。

〔堆積土出土遺物〕 別表のごとく堆積土中より多くの土師器片が出土している。実測できた

ものは土不1点のみである。

土師器

杯(第73図2) 製作に際しログロ未使用のもので底部から口縁部にかすて内湾気味に立ち

上る丸底である。底部との境目には段が巡るが対応する内面のくびれはみられない。調整技法

は、内外面ともにへラミガキ、内面は黒色処理されている。

その他、杯の破片は有段で内外面がヘラミガキされ、黒色処理されたものである。聾は、

長胴、球胴の口縁部の破片の他、内外面、ハケメ、ケズリのみられる胴部破片であるがハケメ

の線の細いのが目立つ。

-137一



⑥JG27竪穴住居跡(第74図-l ・2)

〔遺構の確認〕 J調査区の西端附近、 J F15竪穴住居跡の南西約6mの地点の地山で検出さ

れたものである。

〔重複〕 認められをい。

〔平面形・規模〕 全体的には、ほぼ方形に近い形状を呈しているが、北西隅には入江状の円

形の張り出し部分があり、南西隅もれずかに張り出しがみられ、北東隅のみが角張っている。

規模は一辺がいずれも約5mである。床面積は約2誼である。南北壁の中点を結ぶ軸線は、 N

-300鵜Eである。

〔堆積土〕 2層に分けることができる。 1層は、黒褐色土で住居の全域を覆い床面には達し

ていない。 2層は、炭化物、焼土を含み、 1層に比べて固くしまって床面に薄く堆積している。

図中における3層は、黄褐色土で遺物を含まず、生活面であったと考えられる面である。

〔壁〕地山をそのまゝ壁としているものである。他の住居と異り北東隅を除く3つのコーナ

ーにそれぞれ張り出しがみられ曲線的である。北壁は比較的鋭い立ち上りを呈しているのに対

して他は綾かである。最も残存状態の良好劉ヒ壁で20cmである。

〔床〕床面は、 J区の他の住居跡に比べて凹凸が多い。一旦、掘り起した後固めて床面をつ

くり出している可能性が強く、簡単勧占り床といえようか。床面上には、炭化物、焼土が比較

的広範囲に存在した。

〔柱穴〕床面上からは7個のビットが検出されたが、住居内の対角線上に存在するPlへP。が

位置、規模、配置等からそれと考えられるものである。なお、これらのど、ソトの規模は、径約

31cm、深さ約30cmである。

〔カマド〕北壁ほぼ中央およびその西側のコーナー近くに煙道(I ・Ⅱ)のみが残存し、東

壁中央にカマド(Ⅲ)が付設されている。 (I)の煙道底面は、床面よりやゝ高く、溝状を呈

している。長さ約140cmである。又、 (Ⅱ)の煙道は床面と同じレベルで堂外にのびており、長

さは約120cmである。いずれも煙出部にわずかを落ちこみが認められる。これらについての前

後関係は不明であるが、 (工)が(Ⅱ)より規模として大きいことや、北壁の中央に壁にほぼ直

角に北方に延びていること、炭化物、焼土等の量の多いこと等から、 (工)が主として使用さ

れ、 (Ⅱ)は短期間か、しは補助的を使用のされ方をしたものと考えることもできる。東壁に

存在する(Ⅲ)は、シルトで構築された両側壁が存在し、燃焼部と煙道より成るものである。

両側壁は黄褐色のシルトが若干ブロック状に含まれ黒褐色を呈しており、良くしまって

いる。特に中心部は版葉状にたたきしめた形跡が認められる。又、焚き口にはがすロの石とし

て使用されたとみられる楕円状の大きかI順石が存在し、左側壁の西に近接するビットは、位置

的にみてカマド構築の際の立石の存在した場所と考えられる。又、燃焼部内からは、支脚石に使
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層 土 色 上 作 筋 考 

1 75YR2/2 鵡褐色 府髄質土 算木膿、炭化物徹址含む 

2 75YR3/2 照褐色 腐柿餅土 炭化物、焼土、土師器片を含む 

3 75YR4/4 褐 色 シ ル ト 黄的色の砂質土の大プロソクを含む 

種顔旦該該C該d e顔上抜上
堆横土(P--P。)

層 土 色 土 桂 備 考 

1 75YR2/1黒 色 シ ル ト 小磯を含む 

2 2.5YR6/8 明賞的色 シ ル ト 炭化物を徴址含む 

第74-1図 G」ワ竪穴住居跡
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堆積土(煙道部〔工〕)

楢 土 色 上 作 備 考 

1 10YR4/3(こよい蹄的色 シ ル ト 貨的色土中プロ1ノク状に混入 

2 10YR4/4 拙)1色 シ ル ト 節約色土のプロ・ノク、土師器片若干 

3 4 5 6 7 8 

75YR2/1課∴色 75YR3/1親船)色 10YR3/4噂的色 10YR2/3潤袖)色 75YR4/4袖∴色 7.5YR3/3略的色 
シルト シルト シルト シルト シルト シルト 

焼土・炭化物を含む 1暦の賞的色土若手混入 

堆穣土(煙道部〔Ⅱ〕)

栖 土 色 土 性 間 者

1 7.5YR3/3 帝的色 シ ル ト 炭化物、硫土、貨色秒をブロックで含む 
2 75YR2/1 l 色 シ ル ト 碇色秒を小ブロックで含む 
3 7,5YR2/2 酬間色 シ ル ト 賞色秒が多田(こプロ・ノクで含まれる 

4 75YR3/4 秤的色 シ ル ト 1暦と糊似、樵土を多址に含む 

5 6 75YR3/1榔紺色 乙5YR6/8関節袖)色 シルト 秒∴頂上 

炭化物、焼土ブロックで含む 

堆積土(カマド・煙道部〔Ⅲ〕)

朋 土 色 上 作 備 考 

1 2 3 4 く二 

75YR2/1規約色 7.5YR2/2親的色 7,5YR3/2課的色 75YR2/2隷紺色 

● 

=肺門土 ルト ルト ルト 

炭化物謡秒土若干含む 一石、’ 

D 6 75YR2/3樫時的色 乙5YR4/4明班的色 ルト ルト 賞色砂上がプロソク状に令も 他山(二期似 

7 10YR3/2 隷褐)色 ル ト 斌砂上若干含む 

8 10YR4/6 枇∴色 シ ル ト 碗土をブロック状に含む 

9 10 10YR2/1拭∴色 10YR2/3貼脚色 

一義持 

稀請質土 シルト 5蹄とくまは同じ 

11 12 13 14 15 7,5YR3/3III予的色 75YR2/2拭関色 乙5YR6/8明光的色 75YR2/1順色 75YR3/2肘薄日 
/ルト ンルト ンルト ンルト ンルト 

蹄色砂上小ブロックで寄手含む 

第74-2図 JG27竪穴住居跡

用したと思おれる川原石の他2個体の聾が出土している。煙道部は奥壁近くでやや昇り住居外

に真直のびている。その長さは160cmであり煙出部には、煙道底面より約10cm低い落ち込みが

存在した。

〔その他の施設〕 周溝、貯蔵穴状のピット等は認められない。北西、南西隅の張り出し部分

は、特に掘り込みもみられず床面とほぼ同じレベルのものであり北西隅の張り出し部分には川
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第75図JG27竪穴住居跡出土遺物(1)
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I上’・;冊/

㊤ 12

出土遺物観察表

ヽここエコプ

宿 ′了 

出土職位 鞘∴∴別 
調 整 

器∴塙 【二〇∴縫 体∴維 確∴総 分頬高岩 
外 面 「ニ「「‾‾ 座 高 

1 ガマト的近 土師精(杯) 
ヨコナナ・ミガキ へラミガキ 

ヘラミガキ・ヘラミガキ ヘラミガキ (5.2) 18.0 A書 

2 煙∴過 土師赫(杯) ヘラ ミガキ・ヘラミガキ へラミガキ (5.7) (17.0) A,1 

3 椎紳士 土師緯(坪) ヘラミガキ ヘラミガキ(内剛) (4.2) (20.1) A. 

4 

堆顔土 土師器(坪〉 ヘラミガキ(内規) (5.0) (19.0) A● 

5 ぼ 面 土師赫(饗) 
ヨコナチ ハナノへラケズリ

ヘラケズI) 30.2 22.2 8.3 AIIal 

6 様 面 土師酵(褒) ヨコナテ′・ハケメ ヨコナチ’ ヘラケズIl 28.3 20.6 7.7 A,1種1 

7 鰹∴迫 I 土師器(褒) (11.7) 20.8 A-Ial 

8 カでド Ⅲ 土師請(褒) ヨコナナ" ′、ナノ ヨブナデ" ナチ (8.7) (18,0) A章重bl 

9 床面上 土飾赫(甑) ナナ ケズリ (4.5) 9.0 BI 

10 カマト 調 土師器(甑) ヘラケズI′ ハケメ後へラケズi) (5.2) 9.8 BI 

11 カマ下 町 土師器(甑) 多 Iし (6,3) A 

12 深 面 鉄塊品(釘) 

13 床 面 鉄蛸壷(隻手) 
】 

第76図JG27竪穴住居跡出土遺物(2)

原石が多く散在した。性格的には不明といわざるを得ない。

〔年代決定資料〕住居の構築及び使用等の年代を決定する資料としては、煙道部やカマド内

及び床面より出土した土師器、鉄製品等がある。

土師器 いずれも製作に際しロクロ未使用のものであり、完形品や破片で実測したものは杯

2点、蛮4点、領3点である。

‡不(第75図1 ・ 2) 口緑部が外傾し底部との境界に段を有し対応する内面にくびれのみら

れる丸底と推定されるものである。調整技法は内外ともにへラミガキされ、(1)は、内面が黒色処

理されている。 (2)は、黒色処理のとんだものと推定される。いずれも破片からの反転復元であ

る。

大萎(第75図5-7) いずれも肩部に段を有し、口緑部が外反する長胴である。 (5・6)は

休部の最大径が中半からやや上に位置するふくらみの強い器形に対し、 (7)は、休部の最大径が

肩部にあり、胴部は直線的である。器面調整は、口緑部内外面はヨコナデ、休部内外面は(5・

7)はハケメ後へラケズl)、 (6)は外面ハケメ、内面は特に調整痕はみられない。

中萎(第75図8)下半が欠失しているが口径から類推して中型聾としたものである。肩部

に軽い段を有し口緑部は軽く外反するものである。調整技法は口緑部内外面はヨコナデ、胴部

内外面はナデである。
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餓(第76図9へ11) いずれも底部の破片である。 (9・10)は無慮式で横に細孔のあるもの、

(11〉は多孔式のものである。調整技法としては、内外面にヘラミガキが施されている。

鉄製品(第76図12・13) 長さ4.5-3.5cmの釘状のものである。その他床面より少量の鉄津

が出土している。

〔堆積土出土遺物〕 別表の如く土師器の杯、賽等の破片が出土しているがそのうち実測した

ものは土不2点である。

土師器 製作に際しいずれもロクロ未使用のものである。

杯(第 図3・4) 口緑部が外傾するもの、内湾気味に立ち上り、口緑部近くでは外反す

るものとあり、いずれも丸底と推定される。調整技法は内外面ともにへラミガキ、内面は黒色

処理されている。

その他の破片は、杯はl片を除きすべて内黒処理されたもので休部との境界に段が認められ

をいものゝ破片である。又、聾は、口緑部が外反気味のものが多い。磨滅した縄文土器片1片

が出土している。

(○KAO6竪穴住居跡(第77図-1 ・ 2)

〔遺構の確認〕 K調査区のほぼ中央、東西に走る村道のすぐ南側、 J J24竪穴住居跡の東約

4mの地山面で検出したものである。

〔重複〕 住居の北壁及び南壁の上部が、それぞれ東西に走る溝によって破壊されている。

〔平面形・規模〕 平面形は南北にやゝ長い長方形である。規模は長軸(南北)約6.40m、短

軸(東西)約5.60mであり、床面積は、約35.7正である。南北壁の中点を結ぶ軸線はN-20」

Eで煙道のそれとほぼ一致する。

〔堆積土〕 2層に分けることができる。 1層は、暗褐色の粘土質砂層で壁際より住居全体を

覆っており、ほとんど底面には達していをい。中央附近に粉状パミス(火山灰)の堆積がみら

れる。 2層は、褐色の砂質粘土で、主として床面に堆積し1層より薄い。図中の3層は貼床部

分の土層である。

〔壁〕 地山をそのまゝ壁としているものであるが既述の如く、南、北壁面は新しい溝によっ

て大半が破壊されているが床面からの立上りによって確認できたものである。最も良好な東壁

で約30cmを計る。

〔床〕 床面は、黄褐色土のブロックが均一に混じった茶褐色土で平坦である。これは、地山

を一旦深く掘りおこし埋め戻して貼床を施したものである。その他、床面には炭化材が散在し

ていたのが目立つ。

〔柱穴〕 床面上より8個のピットが検出されている。そのうち、住居内の対角線上に位置す

る且へ巳は、その位置、配置、深さ等から柱穴と考えられるものである。これらは、平均径約
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楢 土 色 上 作 備 考 

1 10YR3/3時的色 粘土瑠秒土 炭化物街並、土器片木帳合む 

2 10YR4/4 船)l色 砂質粘土 炭化物徴址、土師詳片 

3 10YR2/1紫 色 砂質粘土 鴻跡埴土・縄文、土師器片 

4 乙5YR4/3 オリーブ拙色 秒質粘土 賞褐色砂上がプロノクで入る(貼依) 

堆穣土(P-へP。)

層 土 色 上 作 鯛 考 

1 10YR2/1照∴色 腐低質土 炭化物・秒を含む 

2 75YR3/3け 祇)色 砂箱 土 熱色土を含む 

3 10YR2/3爆 色 鷹栖質土 砂賞土をプロソク状に含む 

4 10YR3/4無褐色 腐植質土 1層と類似、炭化物会し 

第77-1図 KAO6竪穴住居跡
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堆積土(カマド・煙道部)

O 1 2m

層 土 色 土 性 備 考 鵬 土 色 土 性 備 考 

音l 10YR2/2黒褐色 シ ル ト 碇白色粘土がは五胡穴に混入 10 乙5YR5/4 賞褐色 濫土質土 カマド本体の鋤諸士 

2 75YR3/3暗褐色 粘土 て土 焼土が若干混入 11 乙5YR3/1勲榔色 砂 質」 確道都の硯落土 

3 75YR2/1赤紫色 腐植質土 梶土がはら缶状に混入 12 乙5YR8/6賞∴色 シ ル ト 

4 75YR2/1赤照色 粘土質土 焼土がはん点状に混入 13 乙5YR7/2洩斌色 シ ル ト 

5 10YR3/3唯赤褐色 粘土質土 棋士と熱色土の混じったもの 14 75YR3/2 オリーブ脚色 シ ル ト 賞白色粘土が斑点状に入る 

6 25YR5/8明赤褐色 粘土質土 規土 15 75YR3/1オi′-ブ拙色 シ ル ト 騎士、賞白色粘土斑点状に入る 

7 75YR2/1黒 色 シ ル ト 焼土と黒色土の泥土、炭化物 16 5YR5/2 Wオ'I-1色 シ ル ト シルトに筒白色粘土の混じったもの 

8 25YR4/4 にぷい赤的色 シ ル ト 焼土と黒色土の泥土 17 乙5YR6/3 にぷい雌色 シ ル ト シルトに貨白色粘土の混じったもの 

9 75YR4/1禍灰色 シ ルト 焼土と照色土の泥土 

第77-2図 KAO6竪穴住居跡

30.5cm,深さ約47.5cmである。その他、 P了、 P。も位置的には柱穴と関連ありそうであるが明確

にはわから老い。

〔カマド〕 北壁中央に付設されている。側壁はシルトで構築され、燃焼部と煙道より成る。

両側壁の前面には立石として使用したとみられる川原石の他、燃焼部内には支脚として用いら

れたとみられる月順石が遺存し、土師器片が散在していた。煙道は溝によってその一部が破壊

されていたが、特に段差もをく北へトンネル状に約1.8mのびていた。煙出部は特に落ち込みは

認められない。カマドの軸方向はN-20o-Eである。

〔その他の施設〕 貯蔵穴状ピ、ノト、同港等は認められない。特に施設というものではないが

床面構築の際、カマド周辺、特に前面が他に比べて深く掘り込まれており、排水を考慮したも

のと推定される。

〔年代決定資料〕 住居の構築及び使用等の年代を決定する資料はカマド内カマド東側の北壁

沿いの床面等から出土した土師器、砥石がある。完形、復元可能をものを含めて実測したもの

は、杯1点、高杯脚部l点、蛮6点、毒口緑1点、片口1点、鎮1点、砥石2点である。

土師器 いずれも製作に際しロクロ未使用のものである。

士不(第78図1 ) 口緑部が若干外反気味に外傾する丸底の杯である。底部との境界には軽い

段が巡り対応する内面にもくびれのあるものである。器面調整は、内外面ともにへラミガキさ

れ内面は黒色処理されている。

高杯(第78図4) 脚高に比べて裾部が広く八手に開く脚部である。空洞の脚部内側より粘

土を充填し杯底部に押圧して接合した痕がある。器面調整は内外面ともにへラミガキされ黒色
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処理されている。

大壷(第78図5へ7 ・10) (5)は口綾部が外反し肩部に段が巡り、休部中央附近に口緑径と

ほぼ同じ最大径をもつ膨みのつよい長胴である。 (6)は口綾部がやゝ外反気味の最大径が口緑部

にあり肩部に軽い段を有するもので底部が欠失している。 (7)は、最大径が休部中央やゝ下にあ

り、口径に比べて器高が極端に高い下膨れの長胴である。 (1飾ま、最大径が中央附近にあり口緑

部が外反する球胴の聾と推定されるものである。これらの器面調整は、口緑部内外面はいずれ

もヨコナデなのに対して休部外面は(5・7・10)はハケメ後へラケズリ、 (6)はへラナデ、内面は、

(7 ・10)はハケメ、 (5)はハケメ後へラケズリが施されている。

中妻(第78図8) 口緑部が外傾し最大径が休部上半にあり上部に張りをもつ長胴である。

器面調整は口緑部内外面はヨコナデ、体部内外面はハケメ後へラケズリが施されている。底面

は中央部が上底状に有っている。

小壷(第78図9) 最大径が口緑部にあり、底部よりほぼ直線的に上に開く聾である。器面

調整は口唇部近くにヨコナデがみられるが他は、いずれもハケメ後へラケズリしたものである。

壷(第79図11) 口緑部が緩く外反後上端が直立する壷の口緑と推定されるものである。器

面調整は内外面ともにヨコナデである。

片口土器(第79図12) 口径と嵩高がほぼ同じで休部は、内湾気味に大きく膨みをがら立ち

上り、口緑部で更に強く内偵し最大径が体郡上半にある膨みの強い器形である。口緑部の一部

を両側から内側に圧して突出部(注口部)をつくり出している。器面調整は、口緑部は主にヨ

コ方向のヘラミガキ、休部はハケメ後タテ方向にヘラミガキがなされ、内面もほぼ同様である。

をお、底部はヘラケズリされている。

館(第79図13) 最大径が口緑部にあり、口緑部が外反しているもので底部は丸味をもち口

緑部にかけて内湾気味に立ち上る多孔式のものである。をお、孔は径1cm内外のもの七六をか

ぞえる。器面調整は、口緑部内外面はハケメ後ヨコナデ、休部外面はハケメ、内面はハケメ後一

部ケズリである。しかし底部にはほとんど調整痕がみられない。

砥石(第79図14・ 15) (14)は、石材が砂質凝灰岩で中央部分がやゝくぼみ、つづみ状のもので

4面が使用されている。 (15)も同じく砂質凝灰岩で、裾広がりのバチ状で2面が使用されている。

〔堆積土田土遺物〕

杯(第78図2 ・ 3) (2)は口緑部か外傾し底部との境に稜を有するもの、 (3)は、底部から内

湾気味に外傾するもので底部との境に洗練を有するもので、いずれも丸底と推定されるもので

ある。

調整技法は、いずれも内外面ともにへラミガキ、内黒処理され、 (2)は外面を朱塗りしている

ものである。
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第79図 KAO6竪穴住居跡出土遺物(2)

⑧J J24竪穴住居跡(第80図)

〔遺構の確認〕 J調査区の西側、 JG27、 JF15竪穴住居跡の南、約5m、 JGO6竪穴住居

跡の西、約10m, KAO6竪穴住居跡の西約4mと、これら4棟の中心部に位置する格好で検出

されたものである。をお、当初、東西に走る村道をはさんで検出されたために全貌が明かにで

きず、検出部分の精査後一旦中断し遺跡調査の後半において村道つけ変え後、村道下部分を精

査したものである。

〔重複〕 認められをい。

〔平面形・規模〕南壁中心部分がやゝ張り出しているが、全体的には隅丸方形といえる○規

模は、長軸(南北)約12.4m、短軸(東西)約10.4mで、床面積は約126・9正と本遺跡で

検出された竪穴住居跡としては最大の規模を有している。南、北壁の中点を結ぶ軸線は、 N-

Oo-EWと磁北にほぼ一致する。

〔堆積土〕 4層に分けることができる。 1層は、黒褐色の腐植土で、主として、住居内と、
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その外方に堆積しており、床面には達していをい。 2層は、黒色の腐植土で、主として住居内

に堆積し、その一部は床面にも達している。 3層は、黒褐色土で黄色のシルトが小ブロックで

混じっており、主に床面に堆積している。 4層は、黒褐色土で、黄色砂上が小ブロック状に入

りこんでおり、それは、住居の外から壁際にかいて入りこみ、 2層の上層に堆積していること

にをる。

〔壁〕 地山をそのまゝ壁としているもので、村道下部分を除いては、いずれの壁面もほぼ垂

直を立ち上りを呈している。残存状態の最も良好勧ヒ壁で約35cmを計る。

〔床〕 床面は、平坦で良くしまっており、 KAO6竪穴住居跡と同じように貼床された形跡が

認められた。特に、商学部分は一旦掘り込んだ後に埋め戻した形跡が明かである。その他に、

村道下にあたる東側の床面より西に延びる溝状の張り出しが3本、ほぼ等間隔で検出されてい

る。その先端には円形の柱穴状の(深さ35へ48cm)ピ、ノトが存在した。

〔柱穴〕 床面上より大小10個のど、ノトが検出されたが、そのうち、住居内の対角線上に位置

するE、巳のビットが深さ、位置等からそれに該当するものと考えられる。床面からの深さは

いずれも約40cm、径は約30cmである。これに対応する北側の柱穴は明かでない。.ただ、溝状の

掘り込みの先端の最へ耳と∵ノトは、 Eピ、ソトと合わせるとほぼ南北に直線上に並ぶものであり、

位置的にみて柱穴或は、それと何等かの関連のあるピットと考えることも可能である。

且 撃 耳 P 撃 R 

径 38cm 50cm 30cm 24cm 32cm 22cm 

深 さ 46cm 38cm 36cm 44cm 38cm 40cm 

〔カマド〕 北壁中央及び、そのやゝ東寄りに付設されている。前者は、煙道部のみ残存し両

側壁、及び燃焼部は既に牽く、床面にわずかに焼土の広がりが確認されたものである。煙道は、

壁をトンネル状にくりぬいて外方に延びているもので、径約25cm、長さ約180cmの規模である。

煙出部には特に落ちこみはみられない。煙道内壁面はスス状のもので固くをっており、かなり

長期的に使用されたことを伺わせる。をお、廃棄後は、煙道のくりぬいた壁面を意図的に黄褐

色土でふさいだ形跡が認められる。次に、後者のカマドは、燃焼部と煙道部より成り、両側壁

はシルトで構築されていたものである。焚き口にはカマド構築の際の立石や、かすロに使用さ

れたとみられる径約20cm、長さ約50cmの槽円状の川原石が存在した。燃焼部底面には、支脚と

して使用されたとみられる熱を受けて赤変した三角形状の川原石と土器底部が伏せられて南北

に並んだ形で存在した。そして、これらの上からは、大型の聾が2個体焚き口部の方に倒れる

形で出土した。カマドの軸方向は、両者ともにN-10○○Wである。

〔その他の施設〕 南壁沿いに溝が認められたが周溝とはをり得ない。その他、柱穴或は、そ

れと関連すると思われるピット以外で、カマドの西側に検出されたP。ピ、ソトは、比較的深く土
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師器片が出土しており、貯蔵穴状ピットといわれるものに類以するものと思おれるが、他は直

接住居と開通するものかどうか不明である。

〔年代決定の資料〕 住居の構築及び使用の年代を決定する資料としては北壁沿いの床面に並

ぶような形で出土したものや、カマド内、カマド周辺、そして南側の床面より出土した土師器、

砥石等がある。完形、復元可能をものを含めて実測したものは土師器の杯6点、高坤6点、片

口1点、蛮18点、壷1点、壷(柑形)2点、鎮2点、砥石3点、紡錘車1点がある。

土師器 製作に際していずれもロクロ未使用のものである。

杯(第81図lへ6) (1)・(2)は、口緑部が内湾気味に立ちあがり(l)は底部との境目に段を形

成し、 (2)は無段のものである。いずれも対応する内面にくびれは認められない。 (3)・(4)は口緑

部が外傾気味に強く開き、底部との境目に変換点が認められ対応する内面にはくびれの認めら

れるもので口径に比べて器高の深いものである。又、 (5)・(6)は、口緑部が外反し底部との境目

に段を有し対応する内面にもくびれの認められるものである。以上、いずれも丸底の杯である。

調整技法は、外面は、 (l)・(2)はへラミガキ、 (3)はヨコナデ、一部ミガキ、(4)は、ハケメ、 (5)・(6)は

ヨコナデ、ミガキ、と変化に富み、内面は、いずれもヘラミガキが主で内黒処理されている。

高杯(第81図10へ15) (10へ13)は、軍部が、体部から口緑部にかすて外傾気味に立ち上

るもので、外面に段を有し、対応する内面にくびれのみられるものである。いずれも口径に比

べて器高の低いものである。そのうち、 (1伽ま脚部が林部に比べて低く、軍部底面より直接外方

にそり気味に開くものである。他は、いずれも脚部を欠失しており、林部として再利用された

形跡のあるものである。 (14)は、軍部が内湾気味に立ち上りこ 外方に段が巡る。カップ状の器高

の高い杯部を有する。脚部は、他と同じく外方にそり気味で裾部の開きの強いものである。

(15)は、やはり他と同じようを脚部である。器高調整は、軍部内外面ともにへラミガキ、され、

内黒処理されている。脚部は、内外面ともにヨコナデで整えられている。

片口土器(第82図16) 底部がやゝ丸味をもち口緑部にかけて外傾気味に立ち上り口緑近く

がわずかこ外反している小型の杯型の片口である。口緑部の州別を内側に押圧し、片口部分を

つくり出している。器面調整はいずれもナデである。

太秦(第82・83図17へ24・26-30・32へ鎚)全体の器形の判明するものは(17-20)及び(32)、 (34)

である。いずれも口緑部が外傾或は外反するもので(19)は無段、他は肩部に段を有する。休部最

大径が頭部のやゝ下位にある長胴である。 (21へ24)は、口緑一体部にかすてのもので下半が欠

失している。いずれも肩部に段の巡るものであり、鋤は、口緑部が外反し、口緑端がわずかこ

直立するもので他と多少異在る。 (26へ30)は、底部より内湾気味に立ち上っている体部下半の

みのものである。調整技法は、口緑部内外面はヨコナデ、休部外面はハケメ後、ヘラケズリの

ものが大半で、ハケメそのまゝのものは少ない。内面は、ハケメのものが大半で他はハケメ後
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第81図 J、職4竪穴住居跡出土遺物(1)
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出土遺物観察表

蛋 プチ 

出土屈性 種 別 
調 整 

底 面 器∴商 し1径 体∴径 慮∴径 分類番号 
外∴∴∴∴面 困∴∴∴∴面 

1 床∴∴∴∴面 土師 諸(J不) ハケ義夫ヲミガキ へ今ミ‡雷前期 ヘラケズI) 4.7 12.8 A.種 

2 床∴∴∴∴面 土師i萬(杯) ヘラケズリ後へラミガキ ヘラミガキ(内隷) ヘラケズリ 4.5 12.1 A.b 

3 ピ ッ ト 内 土師 詩(J不) ヨコナチ一部ミガキ ヘラミガキ(内熟) ヘラケズリ 6.1 14.5 Al 

4 床 i節 土師 器(巧) ヨコナデ ヘラミガキ(内隷) ヘラケズリ 6.3 17.3 A, 

5 床∴∴∴∴面 土師 器(巧) ハケメ・ヨコナデ ヘラミガキ(内黒) ヘラケズリ 6.2 17.2 A-1 

6 抹∴∴∴∴面 土師器(i不) ヨコナデー鮒へラミガキ ヘラミガキ(内慰) ヘラケズII 6.8 2L0 A,1 

7 堆 積 土 土師 器(埠) ヨコナチ一郎へラミガキ ヘラミガキ(内隷) 鷹∴∴∴滅 7.0 20.0 A-1 

8 堆 積 土 土師 器(杯) ヨコナチ一部へラミガキ ヘラミガキ(内鵠) ヘラケズリ 6.0 (21.5) A-1 

9 堆 積 土 土 師 器(杯) ヘラミガキ ヘラミガキ(内黒) ヘラミガキ 4.5 22.8 A.2 

10 鷹∴∴∴∴面 土師誌(栴杯) ヲ芳子縁ミラミ霧 ヘラミガキ(内隷) 10.0 20.8 
12.5 (脚) 

B 

11 床∴∴∴∴面 土師器(高雄) 
ヨコナテ′後へラケズリ ・ヘラミカ●キ 

ヘラミガキ(内隷) (7.4) 22.1 B 

12 昧∴∴∴∴血 土師器(高林) ヘラケズリ後へラミガキ ヘラミガキ(内鵠) (7.6) 19.4 B 

13 床∴∴∴∴面 土師器(高率) ヨコナテ’・ヘラミガキ ヘラミガキ(内隷) (7.2) 21.8 B 

14 採 血 土師嵩(高林) 
ヨコナチ後へラミガキ 

・ヨコナテ’ ヘラミガキ(内憩) 10,0 14.1 
11.2 (脚) 

B 

15 床 面 土師器(高士不) ハケメ・ヘラミガキ(脚) ヘラミガキ (5.0) 
12.0 (脚) 

CI 

16 抹∴∴∴∴面 土師器(片し】) ナ チ ナ デ 3.4 9.4 

17 カ マ ド 困 土師 器(毅) ヨコズアナ笑号メ● ヨコナチ・ハケメ ヘラケズリ 34.4 21.2 7.0 A,Ibl 

18 床∴∴∴∴面 土師 器(惣) 六タメ子誓言㌢妄言 ヨコナデ・ナデ 木∴楽∴熊 23.8 21.2 8.4 A,Ibl 

19 カ マ ド 内 土師 琵(饗) 
ヨコナテ’・ ハケメヘラケズI) 

ヨコナデー帥ハケメ 本 条∴破 33.4 18.9 7.3 A.Ibl 

20 床∴∴∴∴面 土師 器(凌) 
ハケメ後ヨコナチ 

ノヽケメ 
ハ ケ メ ホ∴薬∴痕 33.9 21.0 (8.6) A.I種l 

21 床∴∴∴∴面 土師 器(抜) 六寮等岩手妻ら ヨコナチ・ハケメ (13.0) 21.6 A,工al 

22 床∴∴∴∴蘭 土師 器(蒸) ヨつまアナ笑写メ● ヨコナデ・ハケメ頑 (16.5) 21.6 A,Ial 

23 床 面 土師 器(坂) ヨコナチ・ヘラケズリ ハケ,三署’ヶズリ (14.4) 28.0 A-Ⅱbl 

24 床∴∴∴∴面 土帥i器(瑳) ヨコナデ・ヘラケズリ ヨコナチ・不明 (11.4) 21.0 AIIal 

25 堆 積 士 土師誌(蛮) ヨコナデ・ナチ ヨ㌘み富戸. (12.0) (28.0) A,Ⅱ81 

26 深∴∴∴∴面 土師 誌(瑳) ハケメ後へラケズリ 
ハケメ・ナチ 音 

(26.2) 6.5 AI 

27 床∴∴∴∴面 土師 器(獲) 
【 ハケメ一部ケズリ

ハケメ 水 薬∴痕 (19,8) 8.5 AI 

28 鷹∴∴∴∴面 土師i器(蛮) ヘラケズリ ハ ケ メ 水∴築∴破 (18.5) 9.0 Al 

29 尿∴∴∴∴面 土師i務(惣) ヘラケズリ ハケメ後へラケズi) (9.5) 7.2 A工 

30 珠∴∴∴∴面 土師i器(瑳) ヘラケズリ ハケメ後へラケズI) 本∴楽∴線 (6.0) 6.8 AI 

31 堆 租 土 土師 器(瑳) ヘラケズリ ハ ケ メ (14.4) 8.0 AI 

32 鷹∴∴∴∴面 土師 器(瑳) 六岩練非受ら ココナデ・ハケメ 32.5 19.0 24.0 11,0 A,Ⅲal 

33 珠∴∴∴∴面 土師誌(瑳) ハ岩移れ1ヨコナデ・ナチ (16.0) (20.1) A,Ⅲ種l 

紬 床∴∴∴∴面 土師 器(瑳) ハケ義夫アナズリ 
へラケズリ・ハケメ" 

へラケズリ 31.2 26.0 32.0 8.4 A-Ⅲal 

35 昧∴∴∴∴面 土師 器(登) く㌶護渇詰みキ へラ ミ ガキ (17.5) 13.8 20.5 BⅡ 

36 珠∴∴∴∴面 土師 器(柑) 六差繰弓衆,う ヨコナチ・ヘラケズリ I 
14.0 12.0 14,0 C 

37 探∴∴∴∴面 土 師 器(瑠) ヘラミガキ・ヘラケズー) ハケメ・ナデ(朱塗) (12.2) 14.5 6.5 C 

38 昧∴∴∴∴血 土師 器(餓) 若手塁デ気) ヨコナデ 7 穴 13.8 16.9 6.0 A 

39 床∴∴∴∴血 土師 器(甑) へ誓ズー!繁子曇ら● ヘラケズリ 29.8 22,0 9.8 BI 

40 昧∴∴∴∴面 土師 器(猿) A.Ibl 

41 珠∴∴∴∴商 砥 石 9.4×5.2×5.1 パ テ 形 

42 昧∴∴∴∴面 砥 石 4,7×3.9×1.2 

43 鷹∴∴∴∴面 砥∴∴∴∴石 14.2×5.2×4.9 

44 尿∴∴∴∴面 紡 毛∴∴事 ミ ガ キ 2.4 

45 堆 禎 土 須∴憩∵器(杯) ロタロ疲 ロタロ浪 回転糸切り 4.6 (14.8) 5.0 C〕Ib 
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ヘラケズリのものもある。

(32へ34)は、最大径が休部中央にある口緑部が外反する球胴聾である。口緑部内外面はヨコナ

デ、休部外面はハケメ後一部へラケズリ、内面はハケメである。底部は、木葉痕のものが大部

分であるが底部周辺がヘラケズリされ中央部にわずかにへこみを有するものもある。

小萎(第84図) 破片をため完全を器形は不明であるが小形の聾と推定される。口緑部に幅

l.4cmの文様帯をヨコナデによってつくり出し、斜めの平行洗練と弧状の洗練の組み合せによ

る文様が施されており、この文様は一定のパターンをもって巡るものと推定される。文様体と

胴部の境目には段を有し、休部はやゝ直線的に底部へと続くものらしい。調整は、細かいハケ

メ後内外ともに非常に丁寧なへラミガキが施されている。

壷(柑) (第84図35へ37) (35)は口緑部が外反し、休部が楕円状を呈すると推定されるもの、 (36)

は、口緑部がねずかに外反し口緑部端が直立しており休部が球状を呈しているものである。又、

(37)は、休部が球状を呈する柑形土器の休部と推定されるものである。器面調整は、口緑部外面

はハケメ、内面はヨコナデ、休部外面はハケメ後へラミガキ、ヘラケズリ、内面は(35・36)は、

ヘラケズリ、ヘラミガキ、 (36)は特に調整痕が認められないが朱塗りの形跡がある。

餓(第84図38・39) (38)は、底部より口緑部まで直線的に外傾する逆三角形状を呈する多孔

式のものである。底部には外方より径1cm前後の孔が7個貫通している。又、 (39)は、口緑部が

外反し、肩部に段を有する。休部最大径が上半にある長胴のもので無慮式であるが底部直上の

体部面に細孔が穿たれているものである。器面調整は、 (38)は、内外面ともにほとんどヨコナデ

で外面下半にれすがニケズリがみられる。 (39)は、口緑部内外面はヨコナデ後ケズリ、休部内外

面はハケメ後ケズリである。

砥石(第84図41へ43) 石材は(41 ・ 43)は斜長石流紋岩、 ㈹)は石質細粒凝灰岩である。 (41)は

平面形が三味線のバチ形、を呈するもので4面が使用されている。仏釦ま2面が使用されている砥

石状の石片であり、(4訓ま、中央部分が湾曲するように4面が使用されている短形状の砥石である。

紡錘車(第84図44) 平面形は円形で断面形が台形を呈するもので表面はミガキが施されて

いる。

〔堆積土出土遺物〕 別表の如く堆積土より多量の土師器片と須恵器が2点出土している。こ

れらのうちで実測できたのは、土師器の杯3点、蛮2点、須恵器杯l点である。

土師器 いずれも製作に際しロタロ未使用のものである。

杯(第81図7へ9) (7)は、口緑部が外反、 (8)・(9)は外傾気味のもので、いずれも底部との

境界に段を有するものである。 (7)・(8)は対応する内面にくびれを有し、丸底をのに対し、 (9)は

くびれがなく底部が平底風である。調整技法は(7)・(8)は口緑部外面にヨコナデ一部ミガキ、底

部はケズリ、内面にミガキ、 (9)は内外面ともにミガキである。いずれも黒色処理されている。
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大寒(第83図25・ 3)鶴)は、口緑部が外反し肩部に段をもたはいものの上半部、 (31)は底部

より内湾気味に立ち上る体部下半部である。調整技法は口緑部は内外ともにヨコナデ、休部は

鶴)は外面がハケメ内面はナデ、ケズリ、 (31)は外面ケズリ内面はハケメである。

須恵器

杯(第81図44)休部は丸味をもって外傾気味に立ち上り口緑部に至るもので、底部は回転

糸切り無調整である。

その他、破片は杯についてみるといずれも右投、丸底で内黒処理されたものの破片で中に

は朱塗りもみられる。高士和ま、脚部で外反気味に開く比較的大型のものである。聾は、口緑部

が外反し、頭部に段のめぐるものが多く、調整はハケメ、ハケメのものが多い。

須恵器は、馨の頭部近くの破片が1片のみで内外ともにタタキメであるが外面はタタキメを

スリ消している。

(りBF21竪穴住居跡(第85図-1 ・ 2)

〔遺構の確認〕低位段丘上、 B調査区の北西端、 BH12竪穴住居跡の北西約3mの地山面で

検出したもので、本追跡中、最も北西に当る位置にあるものである。

〔重複〕 認められない。

〔平面形・規模〕平面形は、ほぼ方形であり長軸(東西)約6.05m、短軸(南北)約5・95m

である。床面積は、約37.0正であり、南北壁の中点を結ぶ軸線はN-40。一Wである。

〔堆積土〕 5層に分けることができる。 l層は、黒色の腐植土で主に住居内の中央附近の上

部に堆積し、床面には達していない。 2層は、住居の壁際を除く中央附近に堆積し、ほんの一

部は床面にも達している。 3 ・ 4層は、黒褐色のシルトで主に壁際に堆積し、 5層は黒褐色の

シルトで薄く床面に堆積している。

〔柱穴〕床面上より8個のビットが検出されたが、そのうち、住居内の対角線上に位置する

P,-Rが形状、配置等からそれに該当するものと考えられるものである。径は約30-40cm床面

上からの深さは26-56cmである。

〔壁〕地山をそのまゝ壁としているものであるが、北壁近くでは砂礫層を、他においてはシ

ルト層を、ほぼ垂直に掘り込み壁としている。壁の残存状態は、最も良好な西壁で約30cm、他

は約20cm前後である。

〔床〕 床面は、平坦で固い。床面の南半分は、シルトを一旦10へ15cmほど掘り込んでその

上にシルトと黒褐色土を叩きこんで貼床を施しているのが認められた。又、床面の南半部分に

は、径10へ30cmの川原石が一見、半円形状を毒す形で検出されている。

〔カマド〕北壁やゝ西寄りに付設されていたものである。両側壁はシルトで構築され、焚口

部分の底面は焼けて竪〈なっていた。煙道は床面とほぼ同じレベルで特に段差もなく堂外へ延
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I⊥A 旦 a′ b b’王 C’ d 生’

璃 土 色 土 性 腕 章 

1 10YR2/2黒褐色 シル上質 

2 10YR3/4暗褐色 シ ルト 

犀
隠
漣
測
団
団
闘

開
聞
間
晴
間
聞

二
困

2 音 10YR2/2黒禍色 シ ルト ‾「 炭化物を含む 

音 3甲R2/1黒色 
腐楢土 

炭化物、シルトのブロックを合 
む 

言 2.WR3/2黒褐色 シ ルト 

書 中10YR2/3黒鶴亀 
シ ルト 炭化物を含む 

第85-1図 BF21竪穴住居跡
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